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Ⅰ．はじめに 
佐倉市行政評価懇話会は、佐倉市総合計画基本計画に位置づけられた基本施

策の取組の方向性及び実現に向けた手段を調査検討し、その実効性を高める目

的で設置された会議です。平成19年度に佐倉市行政活動成果評価懇話会の名

称でスタートした本懇話会は、平成24年度に佐倉市行政評価懇話会と名称を

改めましたが、施策を所管する各部署との意見交換を平成22年度から実施

し、それぞれの課題や現状を把握しながら議論を深めてきました。 

本年度は、平成2８年度を始期とした第4次佐倉市総合計画後期基本計画に

体系づけられた施策を評価する初年度にあたります。同計画では、佐倉市が直

面している人口減少対策、地域経済活性化の解決に特化した「佐倉市まち・ひ

と・しごと創生総合戦略」を重点施策として位置づけ、人口減少対策や地域経

済活性化を積極的に推進することとしております。 

そこで、本懇話会ではこの重点施策を本年度の評価対象とし、集中的な行政

運営により主要課題を解決する効果が発揮されているか、市民のニーズと向き

合った事業実施と成果の還元ができているか、目標と達成状況を照らし合わせ

ながら、第三者の立場から意見をまとめることといたしました。 

評価にあたっては、金融、労働、言論、産業の各分野のオブザーバーのご協

力をいただきながら、重点施策の進捗に関して担当所属にヒアリングを行いま

した。そののち、当懇話会が佐倉市の行政課題と捉えるテーマに関してワーク

ショップを開催し、市民のかたの多角的な佐倉市行政への提案を聴取しまし

た。その提案を懇話会意見にフィードバックすることにより、専門性に加え、

より佐倉市民のニーズに沿った意見書をとりまとめることができたと考えてお

ります。 

これらを佐倉市が行う行政サービスの価値を高めるための提案と前向きに捉

え、担当部局におかれては、当懇話会の意見を参考に、業務の見直し、並びに

施策及び事業の質の向上に努められることを期待いたします。  

また、本意見書の作成にあたり、多くの皆さまのご協力をいただきましたこ

とに厚く感謝を申し上げます。 

 

佐倉市行政評価懇話会     

委 員 長 武 藤 博 己 

副委員長 目 等 洋 二  

委  員 宇田川 光三 

委  員  小 野 房 子    

委  員  坂 口 嘉 一 

委 員 林  奈生子    

委  員  吉村 真理子 
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Ⅱ．行政評価懇話会 活動状況 
回 日時・場所 内容 

第1回 29年7月28日（金） 

13時～15時30分 

1号館3階会議室 

平成28年度行政評価の報告および平

成29年度の意見交換対象施策の選

択、市民ワークショップ実施を決定

しました。 

第2回 29年8月29日（火） 

13時30分～16時55分 

1号館6階大会議室 

第4次総合計画後期基本計画の重点

施策及びまち・ひと・しごと創生総

合戦略施策について事務局（企画政

策課）から説明し、7重点施策に係

る評価を行いました。 

市民ワークショップのテーマ設定に

ついて意見交換をしました。 

第3回 29年9月27日（水） 

9時30分～11時58分 

議会棟第3委員会室 

7重点施策に係る評価並びに総合戦

略に基づく国の交付金を活用した1

事業の実施結果の評価を行いまし

た。 

第4回 29年10月4日（水） 

9時30分～12時11分 

1号館3階会議室 

7重点施策に係る評価を行い、市民

ワークショップの実施方法について

意見交換をしました。 

第5回 29年10月21日（土） 

9時～12時10分 

1号館6階大会議室 

市民ワークショップを実施しまし

た。 

 

第6回 29年11月18日（土） 

9時～12時 

1号館6階大会議室 

市民ワークショップを実施しまし

た。 

第7回 29年12月27日（水） 

9時30分～11時37分 

1号館6階大会議室 

市民ワークショップの報告、これま

での議論の意見整理、意見書作成方

針について意見交換を行いました。 

第8回 30年2月2日（金） 

9時30分～11時46分 

1号館3階会議室 

意見書作成にあたっての意見交換を

行いました。 

第9回 30年3月14日（水） 

14時00分～15時30分 

1号館3階会議室 

意見書作成にあたっての意見交換を

行いました。 
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Ⅲ．評価の手法 
１． 評価対象 

本年度は、第 4次佐倉市総合計画後期基本計画（以下、後期基本計画と言う。）

に位置付けられた 21 本の重点施策を評価の対象としました。 

 

 重点施策とは 

本年度は、後期基本計画（計画期間：平成28年度から31年度まで）に体系づ

けられた施策を評価する初年度にあたります。同計画では、まちづくりの基本

方針に基づき、全ての分野にまたがる基本施策を位置付けるとともに、同時期

に策定された「佐倉市まち・ひと・しごと創生総合戦略」（以下、総合戦略と

言う。）を取込み、基本施策と一体的に取組むべき29本の「重点施策」として

特段に設定しています。 
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この重点施策は、人口減少・少子高齢化や地域経済活性化など佐倉市の課題

認識に端を発しています。「佐倉市人口ビジョン」に描かれた人口推計の実現

に向け、基本施策と密に紐づきながらも、地域の重要かつ喫緊の課題の解決に

つながる方策に特化したリーディングプロジェクトとして、基本施策をさらに

選りすぐり、練り上げた施策群です。重点施策は、後期基本計画全体の核とな

り、先導的な役割を持っていると言えます。 

本懇話会は毎年度、総合計画を構成するすべての要素の中から、市民ニーズ

や地域の課題などを鑑み、その時の佐倉市行政にとって重要と考えられる評価

対象を選んでおります。 

そこで、本年度は、後期基本計画の中心である重点施策を評価対象とし、施

策実施による効果や目標に向けた達成状況を照らし合わせながら、第三者の立

場から意見をまとめることといたしました。 

 

 評価対象の選出 

前期基本計画からの移行期である昨年度は、検証機関の輻輳回避や事務の効

率性を鑑み、既存の評価機関である当懇話会が総合戦略8本の効果測定を行い

ました。 

後期基本計画の評価を開始する本年度は、重点施策として取り込んだ29本の

総合戦略のうち、前年度対象8本を除く、21本を評価対象に選ぶこととしまし

た。これにより、全ての重点施策の効果測定を、28年度及び29年度の2年間で

一巡したこととなります。 

 

 産金労言オブザーバーの参加 

総合戦略は、国からの指針により、産業・行政・学識・金融・労働・言論分野

並びに市民で構成する検証機関により効果を検証することされています。 

そこで、重点施策の効果を検証する会議において、佐倉市行政評価懇話会設置要

綱第 6条第 3項の規定に基づき、産業・金融・労働・言論 4分野の方にオブザー

バーとして参加していただき、重点施策の進捗状況と効果に対し意見を求めま

した。 
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２． 重点施策（佐倉市まち・ひと・しごと創生総合戦略）一覧 

番

号 
基本目標 具体的施策 

取りまとめ 

所属 

H29 

評価 

対象 

市民

WS 

対象 

掲

載

頁 

1 
1：産業経済の活

性化を図り、佐

倉に安定した「し

ごと」をつくります 

(1)企業誘致の推進 
産業振興課 28 済 - 26 

2 
(2)既存企業の新たな展開

の促進 
産業振興課 〇 - 27 

3 
(3)起業の促進 

産業振興課 〇 - 28 

4 
(4)市内雇用拡大・就業支

援 
産業振興課 〇 - 30 

5 
(5)6 次産業化の取組みの

推進 
農政課 28 済 - 32 

6 
(6)農業経営の安定強化 

農政課 〇 - 33 

7 
(7)担い手の育成支援 

農政課 28 済 - 35 

8 
2：佐倉の魅力を

発信し、新しい

「ひと」の流れを

つくります 

(1)シティプロモーションの

推進 
企画政策課 〇 ﾃｰﾏ 2 36 

9 
(2)観光客誘致のための取

組みの実施 
産業振興課 28 済 ﾃｰﾏ 2 37 

10 
(3)歴史文化遺産を活かし

た来訪者の増加 
文化課 〇 ﾃｰﾏ 2 39 

11 
(4)都市と農村の交流促進 

農政課 〇 ﾃｰﾏ 2 40 

12 
(5)スポーツを活用した活

性化の推進 
生涯スポーツ課 〇 - 41 

13 
(6)転入促進や転出抑制に

つながる住宅施策の実施 
建築住宅課 28 済 - 42 

14 
(7)地域毎の課題に応じた

住宅施策の実施 
建築住宅課 〇 - 43 

15 
(8)良好な景観の地域づく

りの推進 
都市計画課 〇 - 44 
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16 
3：若い世代の結

婚・出産・子育て

の希望を叶えま

す 

(1)若い世代の経済的安定

と結婚支援 

自治人権 

推進課 
〇 ﾃｰﾏ 3 45 

17 
(2)出産や子育てに対する

支援 
子育て支援課 28 済 ﾃｰﾏ 3 46 

18 
(3)保育園待機児童の解消 

子育て支援課 28 済 - 48 

19 
(4)安心して子育てできる

地域づくり 
子育て支援課 〇 ﾃｰﾏ 3 49 

20 
(5)地域の特色を活かした

教育の推進 
指導課 〇 ﾃｰﾏ 3 50 

21 

４：将来にわたっ

て住み続けたい

と思える「まち」を

つくります 

(1)高齢者が住み慣れた地

域で安心して生活できる

体制整備 

高齢者福祉課 〇 ﾃｰﾏ 1 51 

22 
(2)「健康のまち佐倉」の推

進 
健康増進課 〇 - 54 

23 
(3)地域のまちづくり・コミュ

ニティ活動の環境整備 

自治人権 

推進課 
〇 ﾃｰﾏ 1 58 

24 
(4)市民の学習・文化活動

の支援推進 
社会教育課 〇 - 60 

25 
(5)地域にあった交通手段

の確保 
都市計画課 28 済 ﾃｰﾏ 1 61 

26 
(6)鉄道駅周辺の都市機能

に関する検討 
都市計画課 〇 - 62 

27 
(7)災害に備えた体制整

備・支援 
危機管理室 〇 ﾃｰﾏ 1 63 

28 
(8)農業の多面的機能の維

持保全活動の推進 
農政課 〇 - 64 

29 
(9)市南部地域対策の推進 

企画政策課 〇 - 65 
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３． 評価の手順 

 Step1：所属ヒアリング 

重要施策の取りまとめ推進所属及び関連所属においては、前年度の事業実績

に関し、年度当初に総合戦略進捗管理シートを作成し、自己評価を行っていま

す。当懇話会では、この進捗管理シートをもとに、21本の重要施策に関し、取

りまとめ推進課の所属長にヒアリングを行い、目標に向けた達成状況や現場の

実情や課題について意見交換を行いました。そののち、産金労言オブザーバー

に協力いただきながら、各重点施策の取組みの方向性及び手段について、専門

的な見地から一次提言を取りまとめました。 

 

 Step2：市民ワークショップ 

 産金労言オブザーバーのほか、多角的な意見を聴取するため、市民を対象と

したワークショップを計2回開催しました。 

ワークショップでは、当懇話会が佐倉市の重要課題と捉えるテーマとして、

「高齢者が住み慣れた地域で安心して生活するために」、「佐倉市の魅力発信

～シティプロモーション」「佐倉市の魅力発信～子育てしやすいまちづくり」

について議論していただきました。この3つのテーマは市民の関心が高く市民

が主体的に関わることができる観点から設定し、さらに、各々の課題の解決に

つながると考えられる重点施策4本ずつを意見交換の材料として選択しまし

た。 

そして、各重点施策の評価シート（所属による自己評価とStep1で取りまと

めた懇話会の一次提言含む）を閲覧していただきながら、19名の市民の方と直

接対話し、3つのテーマに対し、日常生活にねざした佐倉市行政への提案の報

告を受けました。 

 

佐倉市行政評価懇話会と市民ワークショップの役割と位置づけ 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

  

 市役所内部での行政サービス PDCA 
行政評価懇話会（外部委員） 

市民ワークショップ 

②テーマ設定・検討依頼 

③市民意見の報告 

見直し（Action） 

計画（Plan） 

実施（Do） 

評価(Check) 

①外部意見依頼 

④市民意見を踏まえた 

意見書の提出 
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 Step3：最終提言の取りまとめ 

市民ワークショップで報告を受けた市民提案を、Step1でまとめた懇話会の

一次提言に採り入れ、懇話会の最終提言を取りまとめました。 

多角的かつ主体的な市民目線をフィードバックすることにより、今後のまち

づくりにおいて実効性と客観性を高めた行政評価として洗練いたしました。 
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Ⅳ．行政評価に関する意見 
 

この章では、本懇話会からの佐倉市行政に対する提言を３つのカテゴ

リーでまとめています。 

 

第 1 項の「施策評価に関する全体的な意見」では、本年度評価対象と

した全ての施策に共通し、行政運営において特に改善が必要なポイント

について述べています。 

次に、第 2項では「テーマ別意見」としています。市民ワークショッ

プで意見交換をした 3つの行政課題とそれに関連する各 4本の重点施策

について、今後の方向性への提言や期待することを記載しています。 

最後に、第 3項は全ての重点施策の評価シートで構成しています。市

の基本目標の実現に向け、目標までの達成率と効果を意識しながら、

個々の施策を実施するよう心掛けてください。 

 

１．施策評価に関する全体的な意見 

◆子どもたちに住み続けてもらえるまちへ 

「歴史があり、ほどほど住みよい佐倉市」の良さを発信するばかりでは、若者

やファミリー世代への求心力が高いとは言えず、住民の高齢化が進んでしまい

ます。 

佐倉は住みよいまちですが通勤通学するには都心まで遠く、佐倉で育った子

どもも大学進学以降は市外に転出し、そのまま市外で就職、結婚します。佐倉で

郷土愛を育まれた子どもたちが、成長してさらに佐倉に魅力を感じ、住み続けて

もらえるように、また、佐倉に戻ってきてもらえるように、就職先、結婚後の住

みやすさまで地元にあるまちづくりを全庁体制で進める必要があります。 

 

◆全庁横断体制について 

 これまで行政評価懇話会から、さまざまな事業に対し、全庁横断的な体制や

対応により解決を目指してほしいと提言してまいりました。しかしながら、例

え同じ現場でも他所属の所管業務については関知しないなど、所属の縦割り感

が否めないと感じています。 

「関係所属と連携を図っていく」と施策評価に回答してお茶を濁すのではな

く、俯瞰的な視点をもって関係機関と課題を共有し、具体性且つ実効性のある

対応を着実に実行してください。 
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マトリックス型組織1を導入し、連絡調整者として、横割り的な事業判断を担

う班長級職員を各所属に配置したり、プロジェクトチームでの事業実施を積極

的に推進したりと、組織と職員の弾力性を高めて行政運営にあたることをお勧

めいたします。 

 

◆情報のキャッチボールについて 

 昨年度も述べていますが、各事業に関する情報発信がいまだ不十分と言えま

す。良い事業を実施しているのに市民に情報が届いておらず、行政に対する不

満につながっている場合も多く、とても残念に感じます。 

情報を入手する手段が細分化されている現代において、すべての市民に情報

を届けるのは容易ではありませんが、それぞれの目的に照らし「誰に、どのよ

うにして伝えるか」を検討する必要があります。市民カレッジやコミュニティ

カレッジでファミリーサポート事業の提供会員への参加を呼びかけたり、希望

者は広報紙の自宅郵送サービスや検診通知サービスを受けられることを強く周

知したり、潜在的な利用者を掘り起こす情報発信を工夫してください。 

また、佐倉の広報紙は市政情報がよくまとまり、高く評価しておりますが、

行政からのお知らせが全てになっています。事業に参加した市民の声や政策へ

の意見などをいかにたくさん載せるか。市民と行政が意見をキャッチボールで

きる場になれるか。双方向の情報伝達を意識したプラットホームづくりに意欲

的に取組んではいかがでしょうか。 

フィルムコミッションや動画サービス・SNS2の活用などプッシュ型・双方向

型の情報媒体、DMO3等の手法の導入など戦略的に取組み、市民と行政の情報伝

達のキャッチボールを推進することで、佐倉市の全国的な知名度向上を目指し

てください。 

 

◆地域課題の解決について 

 空き家対策、買い物弱者や移動弱者への対応、雇用創出、自治会などの地元

団体の維持、災害弱者への支援体制などは、人口減少やコミュニティ衰退に直

結する喫緊に対応すべき佐倉市の主要課題です。 

 佐倉市は地区によって地域色が異なるため、市内一律の対応では限界がある

場合も想定されます。一方で、地域課題の解決は地元企業にもメリットが多

く、官民協力に意欲的な民間企業も少なくありません。地域の事業者同士の連

携を支援したり、生活支援コーディネーターとの連携の橋渡しをしたり、地元

の力を借りて地域課題の解決を目指しながら、行政が地域連携のプラットホー

                                                   
1 マトリクス組織 … 職能別組織と製品別組織、事業別組織と地域別組織など複数の異なる組織構造をタテ・ヨコの

関係にかけ合わせ、多元的な指揮命令系統のもとで双方の機能や利点を同時に実現しようとする組織形態のこと。 
2 SNS … ソーシャルネットワーキングサービス《Social Networking Service》の略。個人間のコミュニケーション

を促進し、社会的ネットワークの構築を支援するインターネットを利用したサービスのこと。Facebook や Twitter 等。 
3 DMO … デスティネーション・マネージメント・オーガニゼーション《Destination Management Organization》
の略。観光物件、自然、食、芸術・芸能、風習、風俗など当該地域にある観光資源に精通し、地域と協同して観光地域

作りを行う法人のこと。 
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ムになるよう努めてください。 

また、地元の問題を自分の問題として考える意識を、行政はもちろん、個々

の住民や自治会が努力して育てていく土壌も築くよう心掛けてください。 

 

 

◆KPIの達成率について 

重点施策は、佐倉市人口ビジョンを達成するのが目標です。個別の事業実施

にとらわれるのではなく、「この事業は何を実現するために行っているのか」

を常に念頭に置き、成果と達成度を測るようにしてください。 

いずれの事業も実施したことに満足せず、現状を他市と比較するなどし、欠

けているところはないかという意識でPDCAを回していただきたいと考えます。  

なお、重点施策の進捗管理シートの重要業績評価指標（KPI)については、目

標値に対する達成率は、以下の通りで統一してください。 

また、KPIの設定の根拠の欄に達成率の考え方について注意書きし、第三者

が誤解しないように配慮してください。 

 

目標値に対する達成率は、「(実績 - 初期値) / (目標値 - 初期値) 

× 100」で計算する。但し、達成率は、目標値を超えるまでは数字で記載

し、初期値を下回った場合は「初期値を下回った」、目標値を上回った場合は

「目標達成」と表記する。 
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２-(1)．ﾃｰﾏ 1「高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるまち」に関

する意見 

◆主に対象となる重点施策 

4(1) 「高齢者が住み慣れた地域で安心して生活できる体制整備」 

 4(3) 「地域のまちづくり・コミュニティ活動の環境整備」 

 4(5) 「地域にあった交通手段の確保」 

4(7) 「災害に備えた体制整備・支援」 

 

ア．重点施策の概要 

基本 

目標 
４：将来にわたって住み続けたいと思える「まち」をつくります 

具体的

施策 

(1)高齢者が住

み慣れた地域で

安心して生活で

きる体制整備 

(3)地域のまち

づくり・コミュ

ニティ活動の環

境整備 

(5)地域にあっ

た交通手段の確

保 

(7)災害に備え

た体制整備・支

援 

具体的

施策の

説明 

1、高齢者が生きが

いを感じ、住み慣れ

た地域で安心して

暮らせるよう、生き

がいの支援、地域包

括支援センターの

機能強化、認知症施

策の推進、在宅医療 

2、介護連携の推進、

生活支援・介護予防

の充実などを図り、

更なる地域包括ケ

アシステムの整備

を推進します。 

1、地域社会におけ

る町内会・自治会を

はじめとした各種

団体の活動や各種

団体が協働して行

う活動に対し、自主

活動の妨げになら

ない範囲で可能な

支援を行います。 

2、いつまでも住み

続けられる地域で

あるために、自治

会・町内会・ボラン

ティア団体・ＮＰ

Ｏ、企業、大学、行

政が相互に連携・協

働し、地域課題に柔

軟に対応するため

の環境を整備しま

す。 

1、交通不便地域対

策や、交通弱者対策

として、コミュニテ

ィバス等の導入や

民間事業者との連

携により、地域の移

動手段を確保しま

す。 

2、地域住民の足と

して必要不可欠な

バス路線が確保で

きるように要望す

るとともに既存路

線の維持などのた

めの支援を行いま

す。また、沿線市町

と連携して、鉄道事

業者にダイヤ改正

や増便など利便性

の向上について要

望します。 

 

1.防災行政無線や

防井戸、防災備蓄倉

庫などの防災・治水

関連施設の整備を

図ります。 

2、災害による被害

を最小限に抑える

ため、自主防災組織

や耐震診断など市

民自身による災害

への備えに対して

支援を行います。 
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重要 

業績 

評価 

指標 

（KPI） 

①在宅医療・介護の

連携ができている

機関の割合 

②介護予防事業の

認知度 

③地域包括支援セ

ンターの認知度 

④認知症サポータ

ー数（認知症サポー

ター養成講座の累

計受講者数） 

①自治会・町内会へ

の加入率 

②佐倉市市民公益

活動サポートセン

ターへの登録団体

数 

③まちづくり協議

会の設立数 

①新たな交通手段

が確保される地区

の数 

②確保されている

民間バス路線数 

①防災行政無線設

置数 

②自主防災組織の

団体数 

担当課 
★主管課 

高齢者福祉課(★） 自治人権推進課

(★） 

都市計画課(★）、

道路維持課、企画

政策課 

危機管理室(★） 

 

イ．今後の方向性・期待すること 

【高齢者問題への対応】 

高齢者への対応は今後の最大の課題となります。医療・介護、疾病予防、住

居問題、生活支援サービス、移動・買物弱者、情報弱者、貧困や雇用創出と分

野は多岐にわたり、多角的な視野で問題解決に取組む必要があります。高齢者

問題は全てにわたって、福祉部・市民部・都市部など全庁横断的に密に連携し

て取組むほか、民間事業者や地域団体へ積極的に協力を求め、解決を目指して

ください。 

 

【移動・買物弱者への支援】 

佐倉市はコンパクトシティの観点で買い物、医療、福祉、住まいなどの拠点

を整備することを進めていますが、公共交通網の充実と一体的に対応し、高齢

者などを中心とした移動・買物弱者が切り捨てられないまちづくりを進めて

ください。 

デマンド交通に代わり、コミュニティバスが導入されましたが、ユーザー目

線での利用しづらさや周知方法の改善など、デマンド交通で課題と考えられ

た部分があれば、コミュニティバス事業に活かしてください。また、民間介護

施設の送迎バスの活用や有償ボランティアの運転代行の助け合い支援を検討

してはいかがでしょうか。 

 

【高齢者の健康維持・疾病予防の推進】 

「地域包括ケアシステムがどんなものかわからない」、「医療保険や介護保

険制度の仕組みがよく分からない」など、いざ利用する際に困るという意見が
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あります。高齢者の疾病対策・予防を目的とする事業の認知度を高め、制度や

サービス拠点の利用促進を図るよう努めてください。 

また、耕作放棄地を活用して農業を行う健康づくりを推進したり、認知症サ

ポーター養成講座で活用するビデオを他の事業で活用したり、既存の事業同

士を担当部署を超えて結び付け、健康維持・疾病予防を目的とした取組みを行

ってください。 

 

【地域包括支援センターの活用と交流】 

地域包括支援センターを中心として、熱心に地域住民と関わりを持って取

り組んでいこうとする動きがあります。 

例えば、臼井・千代田地域包括支援センターでは、自治会長、民生委員、ケ

アマネージャー、介護施設や地区社協の職員などが意見を出し合う地域ケア

会議を開始し、佐倉市内でも先進的な取組み行っています。全市的に展開する

とともに、地域包括支援センター同士がもっと横の交流をし、情報交換するよ

うに努めてください。 

 

【民間事業者との協力の推進】 

商業者団体では、生活支援サービス、家事援助サービスなど高齢者への対応

は地域での評価につながります。御用聞きや宅配サービスなど可能性を探っ

ていますが、個店対応では限界があり、また、組織化も難しい状況にあります。

生活支援コーディネーターと協働すれば可能性も広がります。事業者と福祉

団体との橋渡しをしたり、地域福祉を目的とした事業者同士の連携の機会を

提供したり、民間の力の活用を商工会議所とともに検討してください。 

また、大手コンビニエンスストアと協力して高齢者の積極的雇用に取組ん

だことは画期的であり、高く評価しております。高齢者の積極的雇用について

は、他業種への水平展開や、地元企業などとのさらなる官民協力体制を構築

し、雇い入れのほか、継続雇用されているかも併せて把握するよう努めてくだ

さい。 

 

【地域防災の促進】 

地元のパトロールや自主防災組織の維持に、元気な高齢者の活躍が期待で

きます。一方で、災害弱者一人ひとりを細やかに救済・支援するために、地域

ごとに防災計画を作る必要があると考えられます。実際の例として、誰が誰を

避難所まで連れていくと地域の中で具体的に計画していたおかげで、有事に

自主防災組織が機能的に動けている例があります。学校単位、自治会単位での

地域防災計画の作成を今後は検討してください。 

また、防災無線が聞き取りにくいとの意見がよく聞かれます。デジタル化整

備工事が今後実施される予定と聞いており、防災無線の聞こえにくさが改善
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されたり、情報提供手段が拡大されたりと期待が持てますが、依然として聞き

づらい地域も残されることが懸念されます。工事着手に満足することなく、防

災情報に関する情報弱者が生じていないか追跡し、十分に対策を取るよう努

めてください。 

 

【地域団体との協働】 

地域団体は従来型とは異なり、課題対応型が求められています。自治会やま

ちづくり協議会は、少子高齢化、住民の生活支援など地域の福祉課題に積極的

に関わりを持っていかないと、信頼されない存在となり、先細りしてしまいま

す。 

また、役員の成り手がおらず、高齢化が進んでいることも問題の一つです。

役員の仕事の負担感が自治会の加入率の低下を招いている面もあると考えら

れます。本来行政がやるべきことと地域がやるべきことの役割分担を整理す

べきではないでしょうか。社会貢献や地域活動をしたい人は多いので、これら

の人をうまく引き出す方法も検討してください。 

 

【交流・居場所づくりの促進】 

若者や高齢者の居場所づくりのニーズは非常に高いです。地域のなかに、住

民がぶらりと立ち寄れる場所、集ってお茶を飲める場所、子どもと高齢者の交

流の場を設けることで、住民同士の接点が生まれ、コミュニティが活性化しま

す。民間が臨時で設けている場所もありますが、常設するには公助が必要で

す。地域で運営できる仕組みづくりや、地域の担い手への支援はできないでし

ょうか。公共施設や空き店舗を利用して地域カフェの設置に取組んだり、ボラ

ンティアの運営物資の保管などにコミュニティセンターや公民館の空きスペ

ースを提供したりと、場の提供やきっかけ作りなどの支援を検討してくださ

い。 

 

【施設整備の推進】 

市内には公民館や体育館が充実しています。良い施設があるにもかかわら

ず活用できていないことが問題です。施設の存在を知らない住民も多く、施設

の利用促進や開催する事業の情報提供を積極的に行い、利用促進を図る必要

があります。特に、ミレニアムセンターの活用が十分でなく、市民の立ち寄り

場所として利便性を高めてほしいと考えます。併せて、複合施設は利用者目線

に配慮して、各施設の名称の整理・統一を図ってください。 

また、障がい者や高齢者が利用しやすい施設整備はまだまだ不十分なのが

現状と言えます。中央公民館はトイレが洋式化し、利用者は大変喜んでいます

が、整備が全く進んでいない公共施設も見受けられます。他市の整備状況と比

較しながら、市内施設のトイレ整備を検討してください。 
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２-(2)．ﾃｰﾏ 2「佐倉の魅力発信～シティプロモーション」に関する意見 

◆主に対象となる重点施策 

2(1) 「シティプロモーションの推進」 

 2(2) 「観光客誘致のための取組みの実施」  

 2(3) 「歴史文化遺産を活かした来訪者の増加」 

2(4) 「都市と農村の交流促進」 

 

ア．重点施策の概要 

基本 

目標 
２：佐倉の魅力を発信し、新しい「ひと」の流れをつくります 

具体的

施策 

(1)シティプロ

モーションの推

進 

(2)観光客誘致

のための取組み

の実施 

(3)歴史文化遺

産を活かした来

訪者の増加 

(4)都市と農村

の交流促進 

具体的

施策の

説明 

1、定住・交流人口の

増加を図るため、市

の知名度を高める

とともに、市内外の

ターゲットに向け

た効果的かつ戦略

的な情報発信を推

進します。 

1、転入促進に加え、

市を訪れる交流人

口の増加、市の知名

度やイメージの向

上のため、各種メデ

ィアを活用して観

光情報を発信する

とともに、人々を惹

きつける観光イベ

ントなどを定期的・

継続的に開催しま

す。 

2、花を活用したイ

ベントを充実する

とともに、印旛沼周

辺地域の更なる魅

力の向上を図りま

す。 

1、本市は、近隣市町

の中でも、歴史文化

遺産が豊富に存在

しています。これら

を資産として活用

し周知するイベン

トなどを行い、佐倉

市の知名度を高め

るとともに、交流人

口の増加を図りま

す。 

１、都市住民が、自

然とふれあいなが

ら農業体験を楽し

む機会を提供しま

す。 

重要 

業績 

評価 

指標 

（KPI） 

①定住について具

体的な相談に入っ

ている者数 

②佐倉フィルムコ

ミッションによる

ロケ受入件数 

①屋内・屋外公衆無

線 LAN 設置基数 

②観光入込客数（イ

ベントを含む） 

③イベント（チュー

リップフェスタ、時

①旧堀田邸、武家屋

敷、佐倉順天堂記念

館の年間合計入館

者数 

①草ぶえの丘利用

者数 
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代まつり、佐倉城址

のさくら、市民花火

大会）来場者満足度

（単純平均） 

④印旛沼周辺観光

施設（佐倉ふるさと

広場・草ぶえの丘・

サンセットヒルズ）

来場者数 

担当課 
★主管課 

企画政策課(★）、

産業振興課 

産業振興課(★）、

企画政策課 

文化課(★）、産業

振興課、公園緑地

課 

農政課(★） 

 

イ．今後の方向性・期待すること 

【定住促進】 

シティプロモーションは交流人口の増加を目指しながら、最終的に定住人

口をどう増加させるかが重要です。その際、基本的に抑えておく必要があるの

は、佐倉に住んでいる方が、どれだけここに住んでいることに対し満足してい

るのかという点です。市民の満足度を向上することを念頭に置きつつ、方針を

検討してください。 

なお、古くから佐倉に住んでいる地域の方と、新しく佐倉に入ってきた地域

の方とでは考え方に違いがあります。前者の意見の方が強く市政に反映され

ていると感じる市民も多くおりますので、後者の意見にも耳を傾け、予算の投

入や施策の実施に地域間格差を生じないような行政運営を心掛けてくださ

い。 

 

【シティプロモーションの体制・目標設定・手法】 

シティプロモーションについては職員を増員し、庁内横断的なプロジェク

トチーム体制で臨むべきではないでしょうか。また、シティプロモーションは

専門的な知識が必要な面もあり、他市では民間企業出身者を特命で採用して

います。既に民間企業と戦略策定にあたっているところですが、活動の支援・

評価も民間企業に協力してもらってはどうでしょうか。 

施策の推進にあたっては、ターゲットを明確にし、一歩踏みこんだ手法を戦

略的に企画してください。市民提案の事業についてもぞんざいにせず、実現化

に向けてもう一歩踏み込んで具体的に検討する姿勢が必要です。 
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【空き家対策】 

定住促進は、庁内横断的な体制でより強力に対応を検討すべきです。特に空

き家対策は、人口減少、コミュニティ衰退の課題として俯瞰的な視点から捉え

る必要があります。住宅部門の所属だけでなく、市民・福祉部門と一体的に取

組みを進めるべきです。団地再生モデル事業や空き家対策は自治会と密接に

連絡を取り、住民参加型の体制で事業の方向性を検討してください。 

また、二世代居住の方は増えています。それをターゲットに佐倉市内の支援

の情報を伝える取組みを推進してください。 

 

【歴史資源と日本遺産の魅力発信】 

歴史資源は佐倉の魅力の柱です。しかしながら、市内在住でも歴史になじみ

のない方がまだ多くいます。市民向けに市内の城めぐり 1 日ツアーを開催し

たり、市内の小中学生が国立歴史民俗博物館を訪れる機会を増やしたりと、市

民が佐倉の歴史に触れる機会を増やす取組みが必要です。特に、誰でもわかり

やすいレベルで郷土の歴史に触れられる郷土資料館の必要性を強く感じま

す。市民の郷土愛を醸成するとともに、歴史ある佐倉の良さを市民が率先して

全国にピーアールできる拠点の設置が望まれます。 

また、北総四都市江戸紀行を広域連携でピーアールする取組みは非常に良

いと感じます。日本遺産認定をきっかけにピーアール向上の機運が高まって

います。佐倉は他市に遅れをとることなく、四市のリーダーシップをとって広

域での魅力発信に取組んでください。 

 

【印旛沼周辺観光施設の活性化】 

佐倉の魅力のひとつでもある都市と農村の交流拠点の活用に期待を寄せて

います。草ぶえの丘と飯野台ふれあい農園は、おしゃれなチラシや若者向けの

企画など意欲的に取組み、利用者増につなげた努力に大変好感が持てます。芋

掘りなど農業体験ニーズが高い幼稚園・保育園にターゲットを絞って声掛け

すると利用率はさらにあがるのではないでしょうか。 

草ぶえの丘、サンセットヒルズは非常にローカルな作りで楽しい一方で、都

心・県内の子ども向けの施設に比べ、若いファミリー世代にとっては良くも悪

くも公的運営のレベルを出ないとの声も聞かれます。アクセスの不便さ、施設

の見た目、利用者への禁止事項などの短所を企業的な目線で自己評価し、子ど

もが喜んでまた行きたいと思える施設づくりに取組んでください。遊びや体

験を通して子どもを教育する意欲が高い、若いファミリー世代の満足感が向

上すれば、定住促進にもつながるのではないでしょうか。地元と協力して農産

物直売所などを活用し、魅力的な施設として活性化を推進してください。 
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【スポーツのまちのピーアール】 

スポーツを、佐倉の地域活性化、地方創生にもっと結び付ける必要がありま

す。佐倉はスポーツの活動がしやすく、市内にさまざまなスポーツ施設があり

ます。今の子育て世代は、自分の子どもがプロスポーツ選手になることに関心

が高いので、スポーツ施設の利用促進やプロのスポーツ選手との交流ができ

る場を設けることにより、佐倉に住むメリットを提供できます。 

また、佐倉はさまざまなスポーツに関し、全国的な知名度がある素材が豊富

です。長嶋茂雄記念岩名球場などをピーアールして「野球の聖地・佐倉」とい

うイメージをもっと植え付けたり、佐倉朝日健康マラソンで佐倉の歴史を紹

介したりと、既存のスポーツ施設やイベントを対外的なイメージ戦略に活用

していくべきではないでしょうか。 

 

【地元事業者との観光誘致の協働】 

 地元事業者や鉄道会社に働きかけ、観光施策を積極的に推進するよう努め

てください。東京から成田に行く観光客が佐倉で途中下車してもらえるよう、

佐倉～成田間で自由に乗降できる切符を設定したり、マニアに向けた沿線写

真展を実施したりと、JR と京成電鉄に働きかけてはどうでしょうか。 

 また、ネーミングライツや企業の広告を貼った観光者向けレンタル自転車

の寄附など地元企業に協力を仰いだり、お土産を買えば 10％割引になるなど

地域の中で経済が回る仕組みを企画したり、地元の事業者と協働で観光客誘

致に意欲的に取組んでください。 
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２-(3)．ﾃｰﾏ 3「佐倉の魅力発信～子育てしやすいまちづくり」に関する

意見 

◆主に対象となる重点施策 

3(1) 「若い世代の経済的安定と結婚支援」 

 3(2) 「出産や子育てに対する支援」  

 3(4) 「安心して子育てできる地域づくり」 

3(5) 「地域の特色を活かした教育の推進」 

 

ア．重点施策の概要 

基本 

目標 
３：若い世代の結婚・出産・子育ての希望を叶えます 

具体的

施策 

(1)若い世代の

経済的安定と結

婚支援 

(2)出産や子育

てに対する支援 

(4)安心して子

育てできる地域

づくり 

(5)地域の特色

を活かした教育

の推進 

具体的

施策の

説明 

1、若い世代の結婚

の希望を叶えるた

め、その出会いの場

の確保や経済的安

定のための就業支

援の取組みを進め

ます。 

1、出生率を高め、人

口減少を緩やかな

ものとしていくた

め、妊娠・出産・育

児の各期に応じ、母

子の健康保持に必

要な支援を行い切

れ目のない支援を

実施します。 

2、「子育てしやすい

まち」を佐倉市の特

徴とするため、子育

て世代包括支援セ

ンターを設置し、子

育て期に係る総合

相談を実施します。 

3、少子化の要因の

一つである子育て

に係る経済的負担

の軽減を図るため、

適切な支援を推進

します。 

1、いざというとき

でも安心して子育

てできる地域づく

りのため、地元医師

会、歯科医師会、市

内の病院と連携し、

休日当番医、休日夜

間急病診療所及び

小児初期急病診療

所の救急医療体制

の維持・充実を図り

ます。 

2、災害時における

妊産婦・乳幼児のた

めの支援物資の備

蓄を進めます。 

3、子育てを社会全

体で行っていく必

要性について意識

啓発を図るととも

に、ファミリーサポ

ートセンター事業

などにより、地域に

1、郷土佐倉に対す

る誇りや愛着を育

むことを目的とす

る「佐倉学」を普及、

定着させ、市民の転

出を抑制すること

にも寄与します。 

2、献立に地場産物

や佐倉の歴史にち

なんだメニューを

取り入れるなど、学

校給食を通して、家

庭・地域と連携をは

かりながら食育を

推進します。 
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おける子育ての相

互援助を支援しま

す。。 

重要 

業績 

評価 

指標 

（KPI） 

①婚活イベントで

の累計成婚数 

②若者対象就業セ

ミナー参加者数 

①こども総合窓口

の整備 

②窓口サービスに

満足している子育

て世帯の割合 

③安心して子ども

を産み育てられる

まちと感じる者の

割合 

①安心して子ども

を産み育てられる

まちと感じる者の

割合（再掲） 

②助産師災害活動

用必要物品の充足

率 

③ファミリーサポ

ートセンター事業

における提供会員

数 

①教育課程に位置

づけて佐倉学に取

り組んでいる市内

小中学校の率 

②自校式給食を活

用して食育を推進

している市内小中

学校の率 

担当課 
★主管課 

自治人権推進課

(★）、産業振興課 

子 育 て 支 援 課

(★）、児童青少年

課 

子 育 て 支 援 課

(★）、健康増進課、

社会教育課 

指導課(★）、教育

センター 

 

イ．今後の方向性・期待すること 

【若者の流出防止・雇用創出】 

佐倉はほどほどに住みよいまちですが、いったん都心に就学・就職・結婚す

ると「不便だ」と言って佐倉に戻ってきません。若い人の流出を防ぎ、また、

将来どうしたら佐倉に戻ってくるかを考えることが重要です。 

特に、勤め先の確保が必要です。どれだけ教育を充実させても、佐倉に住む

には近隣の勤め先が限られており、結局は東京や他県に有能な人材を取られ

てしまいます。東京との距離の問題があり、就労と生計の成立を優先すると都

会に移住する人が多いのも無理もなく、それを超えて若い人に佐倉に住んで

もらうにはどうすべきかという議論を全庁横断的に真剣に取組んでくださ

い。 

また、市内企業に協力をしてもらって市民の雇用実態を把握するとともに、

雇用創出への取組みを一層進めてください。就業支援セミナーでは受講者の

追跡を行い、就業に至ったか、離職していないかをフォローしたり、個人経営

などの起業支援と若者の就職のあっせんを複合的に取組んだりしてはどうで

しょうか。雇用創出は、行政が直接にコントロールしづらい分野でもあるでし

ょうが、定住促進・少子化対策の観点から予算を投入し、地元と協力して強力

に取組みを推進すべきです。 
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【佐倉学を定住促進につなげるために】 

 佐倉の給食や佐倉学を教育課程で教えることは郷土愛の醸成につながり、

高く評価できますが、それだけでは定住には結びつきません。 

佐倉学は 10 代から学び始めて、地域を愛し、地域に誇りを持って育ってい

く特色ある教育と評価しておりますが、一方で、佐倉学に共鳴して転入してく

るのは比較的年齢層が高い層ではないでしょうか。佐倉学を広めても子育て

しやすい環境をピーアールすることには直結せず、定住促進を目的にしたプ

ロモーションとしてはターゲットのニーズから少しずれていると感じます。

佐倉学にプラスして、基礎学力の高さを保証できる教育の特色を売りにする

ことなどが必要ではないでしょうか。 

 

【学力がアップするまち】 

前項にも関連しますが、教育に関しては子育て世代は子どもの将来に貪欲

です。教育施策に力を入れれば入れるほど、よりよい子どもの未来を築きたい

という親が自ずと集まる地域となります。それはスポーツも含め、様々な人材

が地域から輩出されることにつながり、「学力がアップするまち」として評判

になれば、さらに子育て世代が集まり、コミュニティの維持にもつながりま

す。 

例えば、学童保育所はただ預かるだけではなく勉強を見てくれるなど、ファ

ミリー世代が「預けたい」と思えるよう付加価値を充実するなど、教育分野を

飛び越えて子どもの学力向上を目指す取組みを検討してはどうでしょうか。 

 

【婚活支援の成果】 

婚活支援事業については、市外・近県からの参加者も増えている現状で、市

の魅力発信も実施目的の一つと捉え、佐倉の観光名所を併せてピーアールし

ているのは良い取組みです。しかしながら、市外在住者へのサービスは批判も

あるので、将来は佐倉に住むことを条件にする、空き家の紹介など、市のメリ

ットにつながる要件も加えてください。また、参加者数に対する成果が低いた

め、ビッグデータの活用や、事業後のフォローアップを行い、施策の目的に沿

った実績を上げる工夫が必要です。 

 

【子育て支援制度の拡充】 

佐倉のファミリー世代は児童手当や時間外・病児保育の実施は評価してお

り、子育て中の家族への補助金、教育費の支援、ファミリーサポートセンター

の一層の拡充を期待しています。 

特に小児救急は子どもがいる家庭にとっては重要です。小児初期急病診療

所は印旛管内 9 市町で運営しているものですが、小児科医の確保は、市とし

ても予算も含め、維持・充実に努めてください。 
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子育て支援施策は、子育て中の方にとっては子育てをしやすい環境を作る

にはどうすればよいか。また、子育てを終えた後、自身の介助の不安を払拭し

ながら、孫育てがしやすい環境を作るにはどうすればよいかという視点で取

組んでいただきたいと考えます。 

 

【ファミリーサポートセンターの利用促進】 

ファミリーサポートセンター事業については、提供会員が少ないことが課

題です。説明会や広報の周知だけでなく、市民カレッジやコミュニティカレッ

ジでもっと提供会員への呼びかけをしてはどうでしょうか。また、利用会員が

提供会員に支払う料金を上げたり、市が補助することはできないでしょうか。

有償ボランティアなので最低賃金以上である必要はないにしても、積極的に

やってみようと思う人を増やす方法としては一つの方法ではないかと考えま

す。 

制度の周知にあたっては、ケーブルネット 296 が作ったビデオが非常に分

かりやすく、評判も良かったので活用してください。 
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ズ
調

査
（
ア

ン
ケ

ー
ト

や
ヒ

ア
リ

ン
グ

）
、

及
び

市
内

の
新

た
な

産
業

用
地

の
可

能
性

に
つ

い
て

調
査

を
実

施
い

た
し

ま
す

。
こ

の
調

査
結

果
を

踏
ま

え
、

今
後

の
企

業
誘

致
の

方
針

に
つ

い
て

検
討

し
て

ま
い

り
ま

す
。

④
新

た
な

産
業

用
地

の
開

発
に

向
け

た
調

査
及

び
検

討

企
業

誘
致

助
成

制
度

の
拡

充
、

新
た

な
産

業
用

地
の

開
発

等
の

検
討

を
行

う
た

め
、

地
方

創
生

加
速

化
交

付
金

を
活

用
し

「
起

業
支

援
・
企

業
誘

致
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
化

推
進

事
業

に
係

る
基

礎
調

査
」
を

実
施

し
た

。
（
②

と
同

様
）

・
調

査
の

実
施

に
よ

り
、

市
内

外
企

業
の

事
業

用
地

ニ
ー

ズ
や

、
事

業
用

地
選

定
に

当
た

っ
て

の
条

件
等

を
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

（
②

と
同

様
）

調
査

結
果

を
踏

ま
え

、
企

業
誘

致
助

成
制

度
の

拡
充

、
新

た
な

産
業

用
地

の
開

発
等

の
検

討
を

行
う

。
（
②

と
同

様
）

【
2
8
年

度
懇

話
会

意
見

】
・
企

業
誘

致
の

推
進

は
地

域
雇

用
の

確
保

に
つ

な
が

る
た

め
人

口
の

維
持

に
対

し
て

非
常

に
効

果
的

な
施

策
と

考
え

る
。

・
他

市
に

目
を

向
け

る
と

、
工

業
団

地
が

余
っ

て
い

る
こ

の
時

代
に

、
誘

致
す

る
た

め
の

土
地

が
足

り
な

い
と

い
う

こ
と

は
、

市
の

立
地

が
良

い
と

い
え

る
。

総
合

戦
略

の
目

標
達

成
の

た
め

に
は

、
工

業
団

地
の

近
接

地
の 確

保
な

ど
、

産
業

用
地

の
確

保
が

必
要

に
な

っ
て

く
る

た
め

積
極

的
に

取
り

組
ん

で
い

た
だ

き
た

い
。

・
企

業
誘

致
は

佐
倉

市
の

重
要

課
題

、
具

体
的

に
成

果
を

出
せ

る
よ

う
期

待
し

た
い

。

佐
倉

市
企

業
誘

致
指

定
企

業
の

指
定

に
関

す
る

要
綱

に
基

づ
く
申

請
企

業
数

。
年

１
社

以
上

を
目

標
と

し
て

設
定

。
達

成
率

　
：
　

（
実

績
値

（
累

計
）
　

/
　

目
標

値
（
累

計
）
)　

×
　

1
0
0

具
体

的
事

業

取
組

状
況

（
Ｄ

ｏ
）

評
価

（
Ｃ

ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
）

改
善

（
Ａ

ｃ
ｔｉ
ｏ
ｎ

）

①
市

の
立

地
条

件
や

優
位

性
、

産
業

用
地

の
条

件
等

に
関

す
る

情
報

発
信

と
セ

ー
ル

ス
活

動
の

実
施

企
業

立
地

に
特

化
し

た
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

、
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
「
企

業
立

地
ガ

イ
ド

」
に

よ
る

支
援

策
等

に
つ

い
て

の
情

報
発

信
等

に
よ

る
セ

ー
ル

ス
活

動
を

市
外

事
業

者
2
6
社

に
対

し
て

実
施

し
た

。

市
外

事
業

者
１

社
が

新
た

に
市

内
（
工

業
団

地
）
へ

の
立

地
を

決
定

す
る

こ
と

と
な

り
（
平

成
2
9
年

8
月

頃
か

ら
稼

動
予

定
）
、

情
報

発
信

等
が

一
定

の
効

果
が

あ
っ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

今
後

も
引

き
続

き
情

報
発

信
を

行
う

と
と

も
に

、
情

報
発

信
等

の
手

法
に

つ
い

て
検

討
を

行
う

。

②
企

業
誘

致
助

成
制

度
の

拡
充

／
市

庁
内

誘
致

体
制

整
備

・
企

業
誘

致
助

成
制

度
の

拡
充

、
新

た
な

産
業

用
地

の
開

発
等

の
検

討
を

行
う

た
め

、
地

方
創

生
加

速
化

交
付

金
を

活
用

し
「
起

業
支

援
・
企

業
誘

致
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
化

推
進

事
業

に
係

る
基

礎
調

査
」
を

実
施

し
た

。
（
④

と
同

様
）

・
平

成
2
4
年

9
月

に
産

業
振

興
課

内
に

整
備

し
た

「
企

業
支

援
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
サ

ポ
ー

ト
デ

ス
ク

」
に

お
い

て
、

2
0
社

か
ら

の
相

談
対

応
を

行
っ

た
。

・
調

査
の

実
施

に
よ

り
、

市
内

外
企

業
の

事
業

用
地

ニ
ー

ズ
や

、
事

業
用

地
選

定
に

当
た

っ
て

の
条

件
等

を
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

（
④

と
同

様
）

・
相

談
の

あ
っ

た
事

業
者

は
主

に
助

成
制

度
や

立
地

環
境

等
に

関
心

を
有

し
て

お
り

、
上

記
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

活
用

し
、

適
切

に
対

応
で

き
た

。

調
査

結
果

を
踏

ま
え

、
企

業
誘

致
助

成
制

度
の

拡
充

、
新

た
な

産
業

用
地

の
開

発
等

の
検

討
を

行
う

。
（
④

と
同

様
）

③
企

業
誘

致
助

成
制

度
に

よ
る

工
業

団
地

や
佐

倉
イ

ン
タ

ー
チ

ェ
ン

ジ
周

辺
、

国
道

5
1
号

沿
い

等
に

お
け

る
工

場
や

流
通

業
務

施
設

等
の

誘
致

促
進

・
佐

倉
イ

ン
タ

ー
チ

ェ
ン

ジ
周

辺
、

国
道

5
1
号

沿
い

等
の

大
半

は
市

街
化

調
整

区
域

だ
が

、
平

成
2
6
年

度
制

定
の

「
市

街
化

調
整

区
域

に
お

け
る

地
区

計
画

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
に

示
さ

れ
る

一
定

の
要

件
・
手

続
を

満
た

す
こ

と
に

よ
り

工
場

等
の

建
設

可
能

区
域

と
す

る
地

区
計

画
を

設
定

で
き

る
こ

と
と

な
っ

た
。

こ
れ

を
受

け
て

、
企

業
誘

致
助

成
制

度
の

対
象

に
地

区
計

画
区

域
の

追
加

を
行

い
、

支
援

策
等

と
合

わ
せ

て
情

報
発

信
を

行
っ

た
。

・
ま

た
、

上
記

地
区

計
画

と
の

関
連

に
つ

い
て

確
認

す
る

た
め

、
公

拡
法

（
公

有
地

の
拡

大
の

推
進

に
関

す
る

法
律

）
の

届
出

等
の

大
規

模
土

地
取

得
等

に
係

る
情

報
収

集
を

行
っ

て
い

る
。

佐
倉

イ
ン

タ
ー

チ
ェ

ン
ジ

周
辺

、
国

道
5
1
号

沿
い

等
へ

の
立

地
を

可
能

と
す

る
都

市
計

画
法

上
の

制
度

改
正

に
併

せ
て

、
企

業
誘

致
制

度
の

変
更

を
行

っ
て

お
り

、
制

度
上

の
受

入
れ

態
勢

は
整

っ
て

い
る

。

引
き

続
き

、
関

係
部

局
（
都

市
部

等
）
と

の
情

報
共

有
を

密
に

行
う

。

達
成

率
2
0
%

4
0
%

％
％

％

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

工
業

団
地

等
に

お
い

て
新

規
に

誘
致

し
た

企
業

数
－

新
規

5
社

以
上

（
5
年

間
の

累
計

）
1
社

（
累

計
1
社

）
1
社

（
累

計
2
社

）

佐
倉

市
ま

ち
・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

　
進

捗
管

理
シ

ー
ト

評
価

年
度

平
成

2
8
年

度

基
本

目
標

1
：
産

業
経

済
の

活
性

化
を

図
り

、
佐

倉
に

安
定

し
た

「
し

ご
と

」
を

つ
く
り

ま
す

施
策

名
(1

)企
業

誘
致

の
推

進
取

り
ま

と
め

推
進

課
産

業
振

興
課

関
連

課
-

-26-



２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

1
4
3
,1

6
1

1
4
8
,2

0
5

2
4
5
,9

8
6

4
5
2
,4

3
0

施
策

の
内

容

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

懇
話

会
意

見
等

懇
話

会
意

見
等

を
踏

ま
え

た
今

後
に

つ
い

て

％
％

・
雇

用
の

促
進

に
つ

い
て

は
本

事
業

の
重

要
課

題
と

し
て

と
ら

え
て

お
り

、
H

２
８

年
度

に
実

施
し

た
調

査
の

結
果

等
も

踏
ま

え
、

引
き

続
き

推
進

策
・
支

援
策

の
検

討
を

行
い

ま
す

。
・
市

内
交

通
ア

ク
セ

ス
に

つ
き

ま
し

て
は

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

等
に

お
い

て
も

立
地

企
業

か
ら

多
く
の

意
見

を
い

た
だ

い
て

お
り

、
今

後
も

関
係

各
課

と
連

携
し

よ
り

良
い

事
業

環
境

と
な

る
よ

う
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

②
市

内
工

業
団

地
立

地
企

業
の

今
後

の
展

開
等

に
係

る
意

向
調

査
の

実
施

既
存

企
業

の
今

後
の

展
開

意
向

の
把

握
や

そ
れ

に
応

じ
た

助
成

制
度

の
拡

充
等

の
検

討
を

行
う

た
め

、
地

方
創

生
加

速
化

交
付

金
を

活
用

し
「
起

業
支

援
・
企

業
誘

致
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
化

推
進

事
業

に
係

る
基

礎
調

査
」
を

実
施

し
た

。

調
査

の
実

施
に

よ
り

、
既

存
企

業
の

今
後

の
展

開
意

向
等

を
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

調
査

結
果

を
踏

ま
え

、
助

成
制

度
の

検
討

を
行

う
と

と
も

に
、

市
内

企
業

に
対

す
る

検
討

結
果

の
報

告
、

及
び

継
続

的
な

意
向

把
握

に
努

め
る

。

・
企

業
誘

致
・
企

業
支

援
は

、
地

元
雇

用
創

出
に

係
る

条
件

を
生

み
出

せ
る

か
を

重
視

さ
れ

た
い

。
平

成
1
6
年

度
以

降
、

5
0
0
を

超
え

る
市

民
の

雇
用

に
繋

が
っ

て
い

る
と

の
こ

と
だ

が
、

よ
り

一
層

の
雇

用
創

出
が

望
ま

れ
る

。
効

果
的

な
企

業
支

援
を

引
き

続
き

行
っ

て
ほ

し
い

。
・
市

内
道

路
の

脆
弱

性
は

企
業

誘
致

の
マ

イ
ナ

ス
要

素
で

あ
る

。
佐

倉
イ

ン
タ

ー
チ

ェ
ン

ジ
ま

で
は

ス
ム

ー
ズ

で
も

、
各

工
業

団
地

ま
で

の
市

内
道

路
網

は
脆

弱
で

あ
り

、
抜

群
の

ア
ク

セ
ス

と
は

言
い

難
い

。
土

木
部

門
と

も
連

携
し

、
企

業
支

援
に

つ
な

が
る

視
点

か
ら

も
整

備
す

る
市

内
道

路
を

選
択

さ
れ

た
い

。

％

過
去

の
傾

向
を

考
慮

し
、

2
年

に
1
件

以
上

を
目

標
と

し
て

設
定

。
佐

倉
市

企
業

誘
致

指
定

企
業

の
指

定
に

関
す

る
要

綱
に

基
づ

く
申

請
企

業
数

。
達

成
率

　
：
　

(実
績

値
（
累

計
）
　

/
　

目
標

値
（
累

計
）
)　

×
　

1
0
0

具
体

的
事

業

取
組

状
況

（
Ｄ

ｏ
）

評
価

（
Ｃ

ｈ
ｅ
ｃ
ｋ

）
改

善
（
Ａ

ｃ
ｔｉ

ｏ
ｎ

）

①
既

存
企

業
の

事
業

拡
大

や
施

設
拡

充
に

対
す

る
支

援

支
援

策
等

に
つ

い
て

、
企

業
立

地
に

特
化

し
た

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
「
企

業
立

地
ガ

イ
ド

」
に

よ
る

情
報

発
信

や
、

既
存

企
業

6
3
社

で
構

成
す

る
「
工

業
団

地
連

絡
協

議
会

」
及

び
4
1
社

で
構

成
す

る
「
第

三
工

業
団

地
連

絡
協

議
会

」
の

会
合

等
に

お
け

る
説

明
（
年

2
回

）
を

行
っ

た
。

当
該

協
議

会
で

支
援

策
等

の
説

明
を

行
っ

た
こ

と
を

契
機

と
し

て
、

既
存

企
業

３
社

か
ら

問
い

合
わ

せ
が

あ
り

、
支

援
件

数
３

社
に

つ
な

が
っ

た
た

め
、

一
定

の
効

果
が

あ
っ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

引
き

続
き

、
情

報
発

信
を

行
う

。

達
成

率
6
7
%

目
標

達
成

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

市
の

助
成

を
受

け
再

投
資

し
た

企
業

数
－

新
規

3
社

以
上

（
5
年

間
の

累
計

）
2
社

（
累

計
2
社

）
3
社

（
累

計
5
社

）

・
既

存
企

業
の

撤
退

や
事

業
規

模
縮

小
を

防
ぎ

、
引

き
続

き
市

民
の

安
定

し
た

雇
用

を
確

保
す

る
た

め
に

、
そ

の
新

た
な

事
業

展
開

に
必

要
な

支
援

を
行

い
ま

す
。

実
施

計
画

額
（
千

円
）

※
1
-
(1

)「
企

業
誘

致
の

推
進

」
を

含
む

※
臨

時
経

費
の

積
み

上
げ

施
策

開
始

の
き

っ
か

け

地
域

経
済

の
活

性
化

や
地

元
雇

用
の

創
出

を
継

続
的

に
図

る
た

め
に

は
、

新
規

立
地

時
だ

け
で

な
く
、

既
存

企
業

に
対

し
て

立
地

後
も

引
き

続
き

支
援

を
行

う
必

要
が

あ
る

と
い

う
観

点
か

ら
、

平
成

2
3
年

度
に

既
存

企
業

の
再

投
資

（
増

設
等

）
に

係
る

支
援

策
を

既
存

施
策

に
追

加
。

佐
倉

市
ま

ち
・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

　
進

捗
管

理
シ

ー
ト

評
価

年
度

平
成

2
8
年

度

基
本

目
標

1
：
産

業
経

済
の

活
性

化
を

図
り

、
佐

倉
に

安
定

し
た

「
し

ご
と

」
を

つ
く
り

ま
す

施
策

名
(2

)既
存

企
業

の
新

た
な

展
開

の
促

進
取

り
ま

と
め

推
進

課
産

業
振

興
課

関
連

課
-

-27-



２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

1
6
,8

5
2

1
6
,8

5
2

1
6
,8

5
2

1
6
,8

5
2

施
策

の
内

容

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

地
域

経
済

の
活

性
化

や
地

元
雇

用
の

創
出

を
図

る
た

め
に

は
、

企
業

誘
致

だ
け

で
な

く
、

個
人

等
の

起
業

に
向

け
た

支
援

に
よ

る
事

業
者

の
増

加
も

必
要

で
あ

る
た

め
（
な

お
、

佐
倉

市
産

業
振

興
条

例
及

び
産

業
振

興
ビ

ジ
ョ

ン
に

起
業

支
援

や
商

店
街

活
性

化
に

つ
い

て
明

記
）
。

施
策

開
始

の
き

っ
か

け

地
域

経
済

の
活

性
化

や
地

元
雇

用
の

創
出

を
図

る
た

め
に

は
、

企
業

誘
致

だ
け

で
な

く
、

個
人

等
の

起
業

に
向

け
た

支
援

に
よ

る
事

業
者

の
増

加
も

必
要

で
あ

る
た

め
（
な

お
、

佐
倉

市
産

業
振

興
条

例
及

び
産

業
振

興
ビ

ジ
ョ

ン
に

起
業

支
援

や
商

店
街

活
性

化
に

つ
い

て
明

記
）
。

実
施

計
画

額
（
千

円
）

※
臨

時
経

費
の

積
み

上
げ

具
体

的
事

業

取
組

状
況

（
Ｄ

ｏ
）

評
価

（
Ｃ

ｈ
ｅ
ｃ
ｋ

）
改

善
（
Ａ

ｃ
ｔｉ

ｏ
ｎ

）

①
起

業
者

に
対

す
る

経
営

ア
ド

バ
イ

ス
や

講
座

の
開

催
、

融
資

等
の

支
援

・
千

葉
県

産
業

振
興

セ
ン

タ
ー

「
よ

ろ
ず

支
援

拠
点

」
と

共
催

で
「
サ

テ
ラ

イ
ト

相
談

所
」
（
月

１
回

）
を

設
置

（
相

談
数

４
６

件
）

・
平

成
２

６
年

３
月

に
佐

倉
商

工
会

議
所

に
設

置
し

た
創

業
専

門
相

談
窓

口
「
M

E
B

u
C

さ
く
ら

」
で

相
談

対
応

を
実

施
（
相

談
数

１
２

９
件

）
※

「
M

E
B

u
C

（
メ

ブ
ク

）
」
は

M
e
e
ti
n
g-

sp
o
t　

o
f　

E
n
tr

e
p
re

n
e
u
rs

　
fo

r
B

u
si

n
e
ss

　
C

o
n
su

lt
at

io
n
（
創

業
者

の
ビ

ジ
ネ

ス
相

談
の

た
め

の
集

合
場

所
）
の

略
。

・
佐

倉
起

業
塾

（
入

門
編

・
実

践
編

）
を

年
２

回
開

催
（
受

講
者

数
９

９
名

、
起

業
者

数
９

名
）

※
実

践
編

は
佐

倉
商

工
会

議
所

が
実

施
。

・
起

業
講

演
会

を
年

１
回

開
催

（
参

加
者

数
８

７
名

）
・
佐

倉
市

中
小

企
業

資
金

融
資

制
度

の
創

業
支

援
資

金
に

よ
る

融
資

を
実

施
（
３

者
）

起
業

塾
（
入

門
編

・
実

践
編

）
の

受
講

者
の

う
ち

９
名

が
起

業
を

行
い

、
ま

た
、

佐
倉

市
中

小
企

業
資

金
融

資
制

度
の

創
業

支
援

資
金

を
３

者
に

融
資

す
る

等
、

一
定

の
効

果
が

あ
っ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

・
「
サ

テ
ラ

イ
ト

相
談

所
」
や

「
M

E
B

u
C

さ
く
ら

」
に

寄
せ

ら
れ

た
相

談
内

容
の

検
証

を
行

い
、

必
要

に
応

じ
て

起
業

施
策

改
正

の
検

討
を

行
う

。
・
佐

倉
起

業
塾

の
受

講
者

、
起

業
者

に
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
行

い
、

起
業

塾
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
見

直
し

等
の

検
討

を
行

う
。

・
上

記
の

改
善

に
当

た
っ

て
、

佐
倉

商
工

会
議

所
及

び
千

葉
県

産
業

振
興

セ
ン

タ
ー

等
と

効
果

的
か

つ
効

率
的

な
実

施
方

法
等

に
つ

い
て

協
議

を
行

う
。

過
去

の
傾

向
を

踏
ま

え
、

年
1
件

以
上

を
目

標
と

し
て

設
定

。
達

成
率

　
：
　

（
実

績
値

（
累

計
）
　

/
　

目
標

値
（
累

計
）
)　

×
　

1
0
0

３
１

年
度

％

「
商

店
街

空
き

店
舗

等
出

店
促

進
補

助
金

」
を

活
用

し
て

起
業

し
た

件
数

－

5
件

以
上

（
5
年

間
の

累
計

）
1
件

（
累

計
1
件

）
2
件

（
累

計
3
件

）

達
成

率
2
0
%

6
0
%

％
％

％
％

％

過
去

の
傾

向
を

踏
ま

え
、

年
1
人

以
上

を
目

標
と

し
て

設
定

。
達

成
率

　
：
　

（
実

績
値

（
累

計
）
　

/
　

目
標

値
（
累

計
）
)　

×
　

1
0
0

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

達
成

率
8
0
%

目
標

達
成

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

佐
倉

起
業

塾
（
入

門
編

・
実

践
編

）
を

経
て

新
た

に
起

業
し

た
人

数
1
人

（
平

成
2
6
年

度
）

5
人

以
上

（
5
年

間
の

累
計

）
4
人

（
累

計
4
人

）
9
人

（
累

計
1
3
人

）

佐
倉

市
ま

ち
・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

　
進

捗
管

理
シ

ー
ト

評
価

年
度

平
成

2
8
年

度

基
本

目
標

1
：
産

業
経

済
の

活
性

化
を

図
り

、
佐

倉
に

安
定

し
た

「
し

ご
と

」
を

つ
く
り

ま
す

施
策

名
(3

)起
業

の
促

進
取

り
ま

と
め

推
進

課
産

業
振

興
課

関
連

課
-

-28-



懇
話

会
意

見
等

懇
話

会
意

見
等

を
踏

ま
え

た
今

後
に

つ
い

て

・
大

型
シ

ョ
ッ

ピ
ン

グ
セ

ン
タ

ー
・
コ

ン
ビ

ニ
・
通

販
企

業
が

進
出

す
る

一
方

で
、

町
の

商
店

街
は

後
継

ぎ
が

な
く
、

店
が

な
く
な

っ
て

い
く
。

従
来

の
や

り
方

を
抜

本
的

に
変

え
、

シ
ャ

ッ
タ

ー
通

り
、

空
き

店
舗

対
策

に
取

り
組

ん
で

ほ
し

い
。

・
京

成
方

面
か

ら
私

立
美

術
館

ま
で

の
通

り
は

佐
倉

の
玄

関
で

あ
り

、
飲

食
店

の
増

加
や

空
き

店
舗

対
策

、
歴

史
的

な
街

並
み

の
修

景
や

道
路

舗
装

に
よ

り
活

気
あ

る
雰

囲
気

づ
く
り

が
必

要
で

は
な

い
か

。
観

光
客

を
呼

び
寄

せ
る

街
並

み
づ

く
り

に
、

産
業

振
興

部
だ

け
で

な
く
、

全
庁

的
に

取
り

組
ん

で
ほ

し
い

。
常

設
営

業
が

難
し

い
な

ら
ば

、
朝

市
な

ど
一

定
期

間
に

営
業

す
る

よ
う

な
工

夫
が

必
要

で
あ

る
。

・
佐

倉
商

工
会

議
所

の
会

員
数

は
伸

び
悩

み
、

脱
会

理
由

の
8
割

は
廃

業
に

よ
る

も
の

で
あ

り
、

主
に

商
業

者
が

多
い

。
廃

業
す

る
企

業
の

多
く
は

従
業

員
2
0
名

以
下

、
商

業
者

で
あ

れ
ば

5
名

以
下

の
小

規
模

事
業

者
で

あ
る

。
こ

の
よ

う
な

状
況

の
中

、
起

業
塾

の
運

営
、

空
き

店
舗

補
助

金
は

非
常

に
効

果
的

で
あ

り
、

事
業

者
の

数
を

増
や

す
上

で
役

立
っ

て
い

る
。

市
内

企
業

の
交

流
や

、
ケ

ー
ブ

ル
テ

レ
ビ

で
起

業
者

に
つ

い
て

取
り

上
げ

、
市

民
に

も
紹

介
す

る
事

業
な

ど
、

創
業

・
起

業
支

援
の

取
組

み
は

今
後

も
続

け
て

も
ら

い
た

い
。

・
今

後
も

引
続

き
起

業
塾

受
講

者
や

起
業

者
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

や
、

佐
倉

商
工

会
議

所
や

千
葉

県
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
等

と
の

協
議

を
行

い
、

効
果

的
な

創
業

・
起

業
支

援
の

取
組

み
を

検
討

・
実

施
し

ま
す

。
・
シ

ャ
ッ

タ
ー

通
り

、
空

き
店

舗
対

策
に

つ
い

て
は

、
現

行
の

空
き

店
舗

等
出

店
促

進
補

助
金

制
度

を
継

続
し

て
実

施
し

て
ま

い
り

ま
す

。
ま

た
、

商
店

会
連

合
会

や
商

工
会

議
所

の
事

業
と

連
携

し
な

が
ら

、
多

面
的

に
商

店
街

の
活

性
化

に
取

り
組

ん
で

ま
い

り
ま

す
。

・
少

子
高

齢
化

対
策

や
シ

テ
ィ

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
事

業
等

全
庁

的
に

取
り

組
む

べ
き

と
さ

れ
る

課
題

に
お

い
て

、
産

業
振

興
施

策
が

問
題

解
決

の
一

端
を

担
え

る
よ

う
努

め
、

全
庁

的
な

協
力

体
制

に
貢

献
し

て
ま

い
り

ま
す

。

空
き

店
舗

等
に

お
け

る
起

業
を

促
進

す
る

た
め

、
平

成
２

７
年

８
月

に
「
商

店
街

空
き

店
舗

等
出

店
促

進
補

助
金

」
制

度
を

創
設

。
事

業
を

実
施

す
る

中
で

、
ニ

ー
ズ

が
高

く
、

よ
り

空
き

店
舗

活
用

が
見

込
ま

れ
た

こ
と

か
ら

、
補

助
対

象
業

種
の

拡
充

（
学

習
塾

や
カ

ル
チ

ャ
ー

ス
ク

ー
ル

等
の

追
加

）
を

行
っ

た
（
施

行
：
H

2
8
年

4
月

1
日

）
。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
チ

ラ
シ

に
よ

る
情

報
発

信
を

実
施

し
、

３
者

（
う

ち
１

者
が

起
業

者
）
に

対
し

て
補

助
金

助
成

を
実

施
し

た
。

３
者

（
う

ち
２

者
が

起
業

者
）
の

助
成

を
行

い
、

一
定

の
ニ

ー
ズ

や
効

果
が

あ
っ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

・
本

補
助

金
の

認
知

度
が

必
ず

し
も

高
い

と
は

い
え

な
い

た
め

、
引

き
続

き
情

報
発

信
を

行
う

。
・
助

成
を

受
け

た
者

等
に

対
す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

等
を

行
い

、
必

要
に

応
じ

て
補

助
制

度
改

正
の

検
討

を
行

う
。

・
空

き
店

舗
や

空
き

家
の

情
報

を
一

元
的

に
把

握
す

る
た

め
、

千
葉

県
宅

地
建

物
取

引
業

協
会

と
の

連
携

等
に

つ
い

て
検

討
を

行
う

。

③
イ

ン
キ

ュ
ベ

ー
シ

ョ
ン

施
設

の
設

置
に

係
る

検
討

イ
ン

キ
ュ

ベ
ー

シ
ョ

ン
施

設
の

設
置

等
の

検
討

を
行

う
た

め
、

地
方

創
生

加
速

化
交

付
金

を
活

用
し

「
起

業
支

援
・
企

業
誘

致
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
化

推
進

事
業

に
係

る
基

礎
調

査
」
を

実
施

し
た

。

調
査

の
実

施
に

よ
り

、
起

業
者

及
び

起
業

志
望

者
か

ら
一

定
の

利
用

ニ
ー

ズ
を

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
調

査
結

果
を

踏
ま

え
、

先
進

事
例

の
把

握
を

行
う

と
と

も
に

、
必

要
性

や
費

用
対

効
果

等
に

つ
い

て
検

討
を

行
う

。

②
「
商

店
街

空
き

店
舗

等
出

店
促

進
補

助
金

」
の

活
用

に
よ

る
起

業
支

援

-29-



施
策

の
内

容

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

施
策

開
始

の
き

っ
か

け

・
市

内
の

定
住

人
口

の
維

持
、

拡
大

の
た

め
に

は
、

市
内

に
お

け
る

雇
用

機
会

の
確

保
が

必
要

で
あ

る
と

い
う

観
点

か
ら

、
平

成
２

３
年

度
に

企
業

誘
致

助
成

金
の

「
地

元
雇

用
促

進
奨

励
金

」
の

額
、

期
間

を
拡

充
。

・
ま

た
、

雇
用

環
境

の
ミ

ス
マ

ッ
チ

等
に

よ
り

就
業

が
困

難
と

言
わ

れ
て

い
る

、
若

年
者

、
中

高
年

及
び

子
育

て
中

の
女

性
等

を
対

象
と

す
る

就
職

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
。

実
施

計
画

額
（
千

円
）

※
臨

時
経

費
の

積
み

上
げ

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
平

成
3
1
年

度

5
,3

6
4

5
,3

6
4

5
,3

6
4

5
,3

6
4

佐
倉

市
ま

ち
・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

　
進

捗
管

理
シ

ー
ト

評
価

年
度

平
成

2
8
年

度

基
本

目
標

1
：
産

業
経

済
の

活
性

化
を

図
り

、
佐

倉
に

安
定

し
た

「
し

ご
と

」
を

つ
く
り

ま
す

施
策

名
(4

)市
内

雇
用

拡
大

・
就

業
支

援
取

り
ま

と
め

推
進

課
産

業
振

興
課

関
連

課
-

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

企
業

誘
致

助
成

制
度

の
活

用
に

よ
る

市
内

雇
用

人
数

－
5
0
人

（
5
年

間
の

累
計

）
2
4
人

（
累

計
2
4
人

）
1
人

（
累

計
2
5
人

）

・
市

民
の

身
近

な
就

業
機

会
を

確
保

す
る

た
め

、
市

内
企

業
の

市
内

雇
用

拡
大

を
支

援
し

ま
す

。
・
市

民
の

市
内

及
び

近
隣

市
へ

の
就

職
を

促
し

、
転

出
を

抑
制

し
て

い
く
た

め
に

、
就

業
に

関
す

る
情

報
提

供
や

説
明

会
、

相
談

会
、

講
座

な
ど

を
実

施
し

ま
す

。

誘
致

指
定

企
業

が
「
地

元
雇

用
促

進
奨

励
金

」
を

活
用

し
て

地
元

雇
用

し
た

人
数

の
合

計
。

年
1
0
人

以
上

を
目

標
と

し
て

設
定

。
達

成
率

　
：
　

(実
績

値
（
累

計
）
　

/
　

目
標

値
（
累

計
）
)　

×
　

1
0
0

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況
２

７
年

度
２

８
年

度
２

９
年

度
３

０
年

度

2
5
%

5
0
%

％
％

％

達
成

率
4
8
%

5
0
%

％
％

％

２
８

年
度

県
の

就
業

支
援

機
関

と
の

共
催

に
よ

る
セ

ミ
ナ

ー
参

加
者

数
を

集
計

。
Ｈ

2
6
年

度
開

催
時

の
参

加
者

数
を

参
考

に
、

5
年

間
の

う
ち

3
回

開
催

の
延

べ
人

数
を

目
標

と
し

て
設

定
。

達
成

率
　

：
　

(実
績

値
（
累

計
）
　

/
　

目
標

値
（
累

計
）
)　

×
　

1
0
0

３
１

年
度

子
育

て
お

母
さ

ん
の

再
就

職
支

援
セ

ミ
ナ

ー
参

加
者

数
1
1
人

（
平

成
2
6
年

度
）

4
0
人

以
上

（
5
年

間
の

累
計

）
※

3
回

開
催

1
0
人

（
累

計
1
0
人

）
1
0
人

(累
計

2
0
人

）

達
成

率

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況
２

７
年

度
２

８
年

度
２

９
年

度
３

０
年

度
３

１
年

度

達
成

率
0
%

2
8
%

％
％

％

中
高

年
対

象
就

業
セ

ミ
ナ

ー
参

加
者

数
1
5
人

（
平

成
2
5
年

度
）

5
0
人

以
上

（
5
年

間
の

累
計

）
※

3
回

開
催

未
開

催
1
4
人

(累
計

1
4
人

)

県
の

就
業

支
援

機
関

と
の

共
催

に
よ

る
セ

ミ
ナ

ー
参

加
者

数
を

集
計

。
Ｈ

2
5
年

度
開

催
時

の
参

加
者

数
を

参
考

に
、

5
年

間
の

う
ち

3
回

開
催

の
延

べ
人

数
を

目
標

と
し

て
設

定
。

達
成

率
　

：
　

(実
績

値
（
累

計
）
　

/
　

目
標

値
（
累

計
）
)　

×
　

1
0
0

具
体

的
事

業

取
組

状
況

（
Ｄ

ｏ
）

評
価

（
Ｃ

ｈ
ｅ
ｃ
ｋ

）
改

善
（
Ａ

ｃ
ｔｉ

ｏ
ｎ

）

①
市

内
企

業
に

対
す

る
市

内
雇

用
拡

大
に

向
け

た
支

援

雇
用

機
会

の
創

出
を

図
る

た
め

、
市

内
在

住
者

の
雇

用
を

行
っ

た
既

存
企

業
に

対
し

て
、

佐
倉

市
企

業
誘

致
助

成
金

「
地

元
雇

用
促

進
奨

励
金

」
を

助
成

し
た

（
１

社
１

人
、

累
計

２
社

２
５

人
）
。

平
成

２
８

年
度

、
１

社
１

人
の

雇
用

が
創

出
さ

れ
、

一
定

の
効

果
が

あ
っ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

今
後

も
引

き
続

き
「
地

元
雇

用
促

進
奨

励
金

」
に

よ
る

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、

佐
倉

市
商

工
会

議
所

等
と

の
連

携
や

助
成

制
度

の
情

報
発

信
に

努
め

る
。

②
佐

倉
市

を
中

心
と

し
た

求
人

情
報

提
供

、
職

業
相

談
、

紹
介

成
田

公
共

職
業

安
定

所
と

の
共

同
運

営
に

よ
り

、
佐

倉
市

地
域

職
業

相
談

室
(ミ

レ
ニ

ア
ム

セ
ン

タ
ー

佐
倉

内
)で

、
就

職
に

関
す

る
情

報
提

供
（
佐

倉
市

周
辺

を
中

心
と

し
た

求
人

情
報

冊
子

の
配

架
）
、

職
業

相
談

、
紹

介
等

を
実

施
（
利

用
者

数
１

．
２

万
人

、
就

職
件

数
９

４
５

件
）
。

・
雇

用
環

境
の

改
善

等
に

よ
り

佐
倉

市
地

域
職

業
相

談
室

の
利

用
者

は
年

々
減

少
傾

向
に

あ
る

も
の

の
、

１
．

２
万

人
（
過

去
５

年
間

平
均

は
１

．
６

万
人

）
の

利
用

者
が

お
り

、
ま

た
、

就
職

件
数

は
９

４
５

件
と

な
っ

て
お

り
、

一
定

の
効

果
が

あ
っ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

今
後

も
引

き
続

き
、

求
人

情
報

提
供

等
を

実
施

す
る

。
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懇
話

会
意

見
等

懇
話

会
意

見
等

を
踏

ま
え

た
今

後
に

つ
い

て

・
就

職
支

援
セ

ミ
ナ

ー
に

は
１

年
以

上
先

に
就

職
を

考
え

て
い

る
方

や
学

生
の

方
の

受
講

も
あ

り
、

ジ
ョ

ブ
カ

フ
ェ

ち
ば

や
ジ

ョ
ブ

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

な
ど

の
支

援
機

関
の

利
用

促
進

も
目

的
と

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
就

職
実

績
の

把
握

は
今

後
検

討
し

て
ま

い
り

ま
す

。
・
高

齢
者

の
雇

用
情

勢
に

関
し

て
、

現
状

把
握

に
努

め
ま

す
。

④
中

高
年

等
の

就
業

支
援

(講
座

等
）

・
県

の
就

業
支

援
機

関
「
ジ

ョ
ブ

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

」
と

の
共

催
に

よ
り

、
「
中

高
年

の
再

就
職

支
援

セ
ミ

ナ
ー

」
を

開
催

（
年

１
回

、
参

加
者

１
４

人
）
。

・
セ

ブ
ン

－
イ

レ
ブ

ン
・
ジ

ャ
パ

ン
と

の
共

催
に

よ
り

「
シ

ニ
ア

従
業

員
の

お
仕

事
説

明
会

」
を

開
催

（
年

３
回

、
参

加
者

２
４

人
）
。

・
「
ジ

ョ
ブ

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

」
や

近
隣

市
主

催
セ

ミ
ナ

ー
（
中

高
年

齢
者

対
象

の
合

同
企

業
説

明
会

等
）
に

就
業

支
援

に
係

る
チ

ラ
シ

を
配

架
。

・
中

高
年

向
け

セ
ミ

ナ
ー

は
、

参
加

者
数

が
定

員
３

０
名

に
満

た
な

か
っ

た
た

め
、

情
報

発
信

が
十

分
で

な
か

っ
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
・
他

方
、

参
加

者
に

行
っ

た
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

に
よ

る
と

「
参

考
に

な
っ

た
」
と

回
答

し
た

者
が

１
０

０
％

と
満

足
度

は
高

く
な

っ
て

い
る

。

・
平

成
２

５
年

度
以

降
開

催
で

き
て

い
な

か
っ

た
中

高
年

向
け

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
が

で
き

、
近

隣
市

か
ら

の
参

加
も

あ
っ

た
こ

と
か

ら
、

広
く
就

業
支

援
に

な
っ

た
と

考
え

る
。

・
就

業
支

援
セ

ミ
ナ

ー
受

講
者

が
そ

の
後

就
職

し
た

か
ど

う
か

を
把

握
す

る
よ

う
努

め
て

ほ
し

い
。

・
セ

ブ
ン

イ
レ

ブ
ン

と
の

高
齢

者
の

積
極

的
雇

用
の

協
力

体
制

は
画

期
的

で
評

価
で

き
る

。
高

齢
者

の
積

極
的

雇
用

は
、

他
業

種
で

の
水

平
展

開
や

、
地

元
企

業
な

ど
と

の
官

民
協

力
体

制
を

一
層

工
夫

す
る

と
と

も
に

、
高

齢
者

の
雇

入
れ

の
み

な
ら

ず
継

続
雇

用
さ

れ
て

い
る

か
の

現
状

把
握

に
も

努
め

ら
れ

た
い

。

③
子

育
て

お
母

さ
ん

の
再

就
職

支
援

（
講

座
等

）

・
県

の
就

業
支

援
機

関
「
ジ

ョ
ブ

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

」
と

の
共

催
に

よ
り

、
「
子

育
て

お
母

さ
ん

の
再

就
職

支
援

セ
ミ

ナ
ー

」
を

開
催

（
年

１
回

、
参

加
者

１
０

人
）
。

子
育

て
お

母
さ

ん
の

参
加

を
促

進
す

る
た

め
無

料
託

児
所

を
設

置
。

・
「
ジ

ョ
ブ

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

」
や

近
隣

市
主

催
セ

ミ
ナ

ー
（
働

き
た

い
女

性
と

企
業

を
結

ぶ
交

流
会

等
）
に

再
就

職
支

援
に

係
る

チ
ラ

シ
を

配
架

。

・
参

加
者

数
が

定
員

２
０

名
に

満
た

な
か

っ
た

た
め

、
情

報
発

信
が

十
分

で
な

か
っ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

・
他

方
、

参
加

者
に

行
っ

た
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

に
よ

る
と

「
参

考
に

な
っ

た
」
と

回
答

し
た

者
が

１
０

０
％

と
満

足
度

は
高

く
な

っ
て

い
る

。

・
情

報
発

信
の

手
法

等
の

検
討

を
行

う
。

・
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

は
お

お
む

ね
好

評
で

あ
り

、
今

後
も

引
き

続
き

、
県

と
連

携
し

て
の

開
催

を
要

望
す

る
。
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施
策

の
内

容

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

懇
話

会
意

見
等

懇
話

会
意

見
等

を
踏

ま
え

た
今

後
に

つ
い

て

６
次

産
業

化
に

よ
り

付
加

価
値

の
高

い
商

品
の

開
発

に
取

り
組

み
ブ

ラ
ン

ド
化

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

地
域

で
生

産
さ

れ
た

安
心

・
安

全
な

農
畜

産
物

の
「
地

産
地

消
」
を

推
進

し
ま

す
。

施
策

開
始

の
き

っ
か

け

農
業

所
得

が
継

続
的

に
減

少
し

て
お

り
、

こ
れ

ま
で

の
生

産
だ

け
で

な
く
、

加
工

や
販

売
等

に
よ

る
農

産
物

の
付

加
価

値
向

上
に

よ
り

、
所

得
の

増
大

を
図

り
、

農
業

・
畜

産
業

の
持

続
的

発
展

を
図

る
必

要
性

が
生

じ
て

い
る

た
め

。

実
施

計
画

額
（
千

円
）

※
臨

時
経

費
の

積
み

上
げ

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
平

成
3
1
年

度

2
,5

0
0

2
,5

4
2

2
,5

4
2

2
,5

4
2

【
2
8
年

度
懇

話
会

意
見

】
・
佐

倉
市

は
工

業
化

と
同

時
に

6
次

産
業

化
も

力
を

入
れ

る
べ

き
で

は
な

い
か

。
農

業
を

中
心

と
す

る
1
次

産
業

従
事

者
の

収
入

が
増

え
て

い
な

い
現

状
を

解
決

す
る

た
め

、
6
次

産
業

化
が

求
め

ら
れ

て
き

た
と

認
識

し
て

い
る

。
道

の
駅

さ
わ

ら
で

は
売

り
上

げ
が

良
い

と
も

聞
い

て
い

る
。

柏
市

で
は

道
の

駅
の

隣
に

野
菜

レ
ス

ト
ラ

ン
を

作
っ

て
地

元
の

方
が

中
心

に
経

営
し

て
い

る
事

例
も

あ
る

。
特

色
あ

る
施

策
に

取
り

組
む

た
め

に
も

、
佐

倉
市

で
地

域
ブ

ラ
ン

ド
を

作
っ

た
り

、
商

品
を

開
発

し
た

り
、

直
売

所
を

活
か

し
た

観
光

拠
点

を
整

備
す

る
な

ど
、

6
次

産
業

化
に

力
を

入
れ

て
取

り
組

ん
で

ほ
し

い
。

・
佐

倉
市

は
農

業
に

も
根

強
い

力
を

持
っ

て
い

る
と

考
え

て
い

る
が

、
8
箇

所
も

の
直

配
所

施
設

が
あ

っ
た

の
は

本
日

配
布

さ
れ

た
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

見
て

初
め

て
知

っ
た

。
も

っ
と

多
く
の

方
へ

直
売

所
の

存
在

を
Ｐ

Ｒ
し

て
ほ

し
い

。
印

旛
沼

を
憩

い
の

場
、

北
総

地
域

の
観

光
拠

点
に

す
る

と
い

う
市

の
施

策
も

あ
る

の
で

、
マ

ル
シ

ェ
鹿

島
に

つ
い

て
も

買
い

物
だ

け
で

は
な

く
周

辺
施

設
を

活
か

し
て

も
う

少
し

足
を

留
め

て
も

ら
う

よ
う

な
仕

掛
け

に
取

り
組

ん
で

ほ
し

い
。

佐
倉

に
あ

る
水

や
緑

を
活

か
し

た
イ

ン
パ

ク
ト

あ
る

施
策

に
取

り
組

ん
で

ほ
し

い
。

・
大

多
喜

や
さ

わ
ら

な
ど

道
の

駅
で

発
展

し
て

い
る

地
域

も
あ

る
。

集
客

の
面

で
考

え
れ

ば
、

施
設

が
集

ま
っ

て
お

り
規

模
の

あ
る

道
の

駅
は

効
果

的
と

考
え

て
い

る
。

・
6
次

産
業

化
を

進
め

て
い

く
上

で
、

農
政

課
に

加
え

て
観

光
・
産

業
も

含
め

て
の

、
複

数
の

関
連

部
署

と
の

連
携

が
必

要
で

あ
る

。
・
3
月

の
佐

倉
朝

日
健

康
マ

ラ
ソ

ン
は

市
内

外
か

ら
1
万

2
千

人
以

上
の

参
加

が
あ

り
、

市
と

し
て

絶
好

の
Ｐ

Ｒ
で

き
る

場
所

。
そ

の
よ

う
な

機
会

に
直

売
所

マ
ッ

プ
を

配
布

し
た

り
、

戦
略

的
な

取
り

組
み

を
Ｐ

Ｒ
す

る
方

法
も

よ
い

。

【
2
8
年

度
懇

話
会

意
見

へ
の

回
答

】
・
引

き
続

き
6
次

産
業

化
に

力
を

入
れ

て
取

り
組

ん
で

ま
い

り
ま

す
。

・
市

内
各

直
売

所
へ

の
必

要
な

支
援

を
引

き
続

き
実

施
し

て
ま

い
り

ま
す

。
・
マ

ル
シ

ェ
か

し
ま

へ
の

必
要

な
支

援
を

検
討

し
て

ま
い

り
ま

す
。

・
朝

日
健

康
マ

ラ
ソ

ン
等

の
機

会
を

と
ら

え
、

直
売

所
マ

ッ
プ

等
の

配
布

を
実

施
し

、
P

R
し

て
ま

い
り

ま
す

。

農
業

者
、

畜
産

業
者

を
対

象
と

す
る

、
６

次
産

業
化

に
係

る
説

明
会

等
（
3
回

）
を

開
催

し
、

農
産

物
の

高
付

加
価

値
化

や
新

商
品

開
発

、
生

産
又

は
需

要
開

拓
等

の
方

法
等

の
支

援
を

行
う

６
次

産
業

化
事

業
の

説
明

を
行

う
と

と
も

に
、

相
談

に
積

極
的

に
応

じ
た

。

６
次

産
業

化
に

係
る

説
明

会
等

を
通

じ
て

農
業

者
、

畜
産

業
者

の
理

解
が

進
ん

で
い

る
と

考
え

ら
れ

る
。

引
き

続
き

、
説

明
会

等
の

開
催

に
よ

り
、

６
次

産
業

化
の

普
及

啓
発

を
行

い
、

６
次

産
業

化
を

行
う

農
業

者
等

の
拡

大
を

図
り

た
い

。

③
地

域
農

畜
産

物
の

市
内

消
費

拡
大

の
推

進

地
域

の
農

畜
産

物
を

取
り

扱
っ

て
い

る
市

内
の

農
産

物
等

直
売

所
（
7
箇

所
）
に

対
し

て
、

６
次

産
業

化
事

業
等

の
案

内
を

行
う

と
と

も
に

、
相

談
に

積
極

的
に

応
じ

た
。

直
売

所
の

売
上

げ
が

増
加

傾
向

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

消
費

拡
大

の
推

進
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

引
き

続
き

、
直

売
所

を
支

援
し

、
消

費
拡

大
の

推
進

を
図

り
た

い
。

％
％

具
体

的
事

業

取
組

状
況

（
Ｄ

ｏ
）

評
価

（
Ｃ

ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
）

改
善

（
Ａ

ｃ
ｔｉ
ｏ

ｎ
）

①
総

合
化

事
業

計
画

の
認

定
支

援

農
業

者
、

畜
産

業
者

を
対

象
と

す
る

、
六

次
産

業
化

・
地

産
地

消
法

に
基

づ
く
総

合
化

事
業

計
画

に
係

る
説

明
会

等
（
３

回
）
を

開
催

し
、

計
画

の
作

成
方

法
等

の
説

明
を

行
う

と
と

も
に

、
相

談
に

積
極

的
に

応
じ

た
。

６
次

産
業

化
に

取
り

組
む

こ
と

は
、

農
産

物
等

の
高

付
加

価
値

化
に

つ
な

が
る

も
の

の
、

農
業

者
の

意
欲

が
必

要
不

可
欠

で
あ

り
、

ま
た

、
農

業
者

が
高

齢
化

し
て

い
る

こ
と

等
か

ら
、

総
合

化
事

業
計

画
の

認
定

申
請

ま
で

に
は

至
っ

て
い

な
い

。

引
き

続
き

、
説

明
会

等
の

開
催

に
よ

り
、

総
合

化
事

業
計

画
の

普
及

啓
発

を
行

い
、

総
合

化
事

業
計

画
の

認
定

に
向

け
た

支
援

を
行

い
た

い
。

②
農

畜
産

物
の

高
付

加
価

値
化

や
新

商
品

の
開

発
、

生
産

又
は

需
要

の
開

拓
等

へ
の

支
援

％
％

６
次

産
業

化
に

取
り

組
む

こ
と

に
よ

り
、

農
産

物
等

の
高

付
加

価
値

化
に

つ
な

が
り

、
農

業
所

得
の

増
大

が
図

ら
れ

る
。

達
成

率
（
累

計
）
　

：
　

(（
実

績
値

（
累

計
）
　

-
　

初
期

値
）
　

/
　

（
目

標
値

（
累

計
）
　

-
　

初
期

値
）
)　

×
　

1
0
0

３
１

年
度

６
次

産
業

化
事

業
支

援
件

数
1
3
件

(平
成

2
6
年

度
)

累
計

2
8
件

に
増

加
1
件

（
累

計
1
4
件

）
3
件

（
累

計
1
7
件

）
達

成
率

6
.7

%
2
6.

7
%

％

％

六
次

産
業

化
・
地

産
地

消
法

に
基

づ
く
総

合
化

事
業

計
画

の
認

定
を

受
け

る
こ

と
に

よ
り

、
農

産
物

等
の

高
付

加
価

値
化

に
つ

な
が

り
、

農
業

所
得

の
増

大
が

図
ら

れ
る

。
達

成
率

（
累

計
）
　

：
　

(（
実

績
値

（
累

計
）
　

-
　

初
期

値
）
　

/
　

（
目

標
値

（
累

計
）
　

-
　

初
期

値
）
)　

×
　

1
0
0

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況
２

７
年

度
２

８
年

度
２

９
年

度
３

０
年

度

達
成

率
0
%

0
%

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況
２

７
年

度
２

８
年

度
２

９
年

度
３

０
年

度
３

１
年

度

総
合

化
事

業
計

画
の

件
数

1
件

(平
成

2
6
年

度
)

累
計

2
件

に
増

加
0
（
累

計
1
件

）
0
（
累

計
1
件

）

佐
倉

市
ま

ち
・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

　
進

捗
管

理
シ

ー
ト

評
価

年
度

平
成

2
8
年

度

基
本

目
標

1
：
産

業
経

済
の

活
性

化
を

図
り

、
佐

倉
に

安
定

し
た

「
し

ご
と

」
を

つ
く
り

ま
す

施
策

名
(5

)6
次

産
業

化
の

取
組

み
の

推
進

取
り

ま
と

め
推

進
課

農
政

課
関

連
課

-

-32-



施
策

の
内

容

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

農
業

経
営

の
強

化
及

び
生

産
性

の
向

上
を

図
る

た
め

、
農

地
の

利
用

集
積

や
農

業
用

施
設

の
適

切
な

維
持

管
理

に
努

め
る

と
と

も
に

、
生

産
基

盤
の

有
効

活
用

を
図

り
ま

す
。

施
策

開
始

の
き

っ
か

け

耕
作

放
棄

地
の

増
加

や
農

業
者

の
高

齢
化

、
国

か
ら

の
生

産
調

整
に

係
る

指
導

等
に

対
応

す
る

た
め

、
耕

作
放

棄
の

予
防

や
、

農
作

業
の

効
率

化
、

生
産

調
整

の
促

進
に

係
る

支
援

を
行

う
こ

と
が

必
要

。

実
施

計
画

額
（
千

円
）

※
臨

時
経

費
の

積
み

上
げ

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
平

成
3
1
年

度

86
,8

77
1
19

,4
2
9

98
,2

2
3

86
,1

23

Ｋ
Ｐ

Ｉは
、

農
地

利
用

集
積

を
促

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
経

営
規

模
拡

大
に

伴
う

農
作

業
の

効
率

化
、

耕
作

放
棄

の
予

防
を

図
る

こ
と

が
で

き
る

た
め

、
農

利
用

集
積

面
積

を
設

定
。

達
成

率
　

：
　

(（
実

績
値

　
-
　

初
期

値
）
　

/
　

（
目

標
値

　
-
　

初
期

値
）
)　

×
　

1
0
0達

成
率

78
.7

%
目

標
達

成
％

％
％

Ｋ
Ｐ

Ｉは
、

水
田

、
畑

作
営

農
に

お
け

る
作

業
の

効
率

化
、

低
コ

ス
ト

化
に

よ
り

、
農

業
経

営
の

安
定

化
を

図
る

こ
と

が
で

き
る

た
め

、
効

率
化

・
低

コ
ス

ト
化

に
係

る
支

援
件

数
を

設
定

。
達

成
率

（
累

計
）
　

：
　

（
実

績
値

（
累

計
）
　

/
　

目
標

値
（
累

計
）
)　

×
　

1
0
0

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

農
地

利
用

集
積

面
積

2
8
9
h
a（

平
成

2
6
年

度
）

3
5
0
h
aに

増
加

3
3
7
h
aに

増
加

3
5
2
h
aに

増
加

達
成

率
16

.7
%

66
.7

%
％

％
％

Ｋ
Ｐ

Ｉは
、

飼
料

用
米

の
作

付
け

に
よ

り
、

飼
料

の
国

内
自

供
率

の
向

上
や

農
業

者
の

所
得

安
定

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
た

め
、

飼
料

用
米

の
作

付
面

積
を

設
定

。
達

成
率

　
：
　

(（
実

績
値

　
-
　

初
期

値
）
　

/
　

（
目

標
値

　
-
　

初
期

値
）
)　

×
　

1
0
0

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

効
率

化
・
低

コ
ス

ト
化

支
援

件
数

6
件

/
年

（
平

成
2
6
年

度
）

6
件

/
年

（
累

計
3
0
件

）
5
件

/
年

（
累

計
5
件

）
1
5
件

/
年

（
累

計
2
0
件

）

達
成

率
目

標
達

成
目

標
達

成
％

％

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

飼
料

用
米

の
作

付
面

積
5
6
.6

ｈ
ａ
(平

成
2
6
年

度
)

1
0
0
ｈ

ａ
に

増
加

1
3
2
h
aに

増
加

1
2
5
.9

h
aに

減
少

Ｋ
Ｐ

Ｉは
、

Ｗ
Ｃ

Ｓ
の

作
付

け
に

よ
り

、
飼

料
の

国
内

自
供

率
の

向
上

や
農

業
者

の
所

得
安

定
を

図
る

こ
と

が
で

き
る

た
め

、
Ｗ

Ｃ
Ｓ

の
作

付
面

積
を

設
定

。
達

成
率

　
：
　

(（
実

績
値

　
-
　

初
期

値
）
　

/
　

（
目

標
値

　
-
　

初
期

値
）
)　

×
　

1
0
0

佐
倉

市
ま

ち
・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

　
進

捗
管

理
シ

ー
ト

評
価

年
度

平
成

2
8
年

度

取
り

ま
と

め
推

進
課

農
政

課
基

本
目

標
1
：
産

業
経

済
の

活
性

化
を

図
り

、
佐

倉
に

安
定

し
た

「
し

ご
と

」
を

つ
く
り

ま
す

施
策

名
(6

)農
業

経
営

の
安

定
強

化
関

連
課

-

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

％

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

W
C

S
（
稲

発
酵

粗
飼

料
用

稲
）
の

作
付

面
積

4
.4

ｈ
ａ
(平

成
2
6
年

度
)

2
5
ｈ

ａ
に

増
加

24
.5

ha
51

.6
ha

達
成

率
97

.6
%

目
標

達
成

％
％

％
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懇
話

会
意

見
等

懇
話

会
意

見
等

を
踏

ま
え

た
今

後
に

つ
い

て

・
国

や
県

、
ま

た
、

市
独

自
の

補
助

事
業

を
活

用
し

、
農

業
者

の
経

営
安

定
に

向
け

た
支

援
を

継
続

し
て

ま
い

り
ま

す
。

・
耕

作
放

棄
地

の
発

生
防

止
や

解
消

を
図

る
た

め
、

基
盤

整
備

事
業

の
実

施
や

農
業

機
械

等
の

導
入

、
新

規
就

農
へ

の
支

援
を

引
き

続
き

実
施

し
て

ま
い

り
ま

す
。

・
K
P

Iの
達

成
率

は
非

常
に

高
く
、

市
内

農
家

が
価

格
低

下
な

ど
環

境
の

変
化

に
対

し
て

積
極

的
に

取
組

ん
だ

結
果

と
し

て
評

価
で

き
る

。
・
農

業
は

自
然

環
境

や
経

済
的

要
因

の
ほ

か
、

生
産

調
整

な
ど

国
の

方
針

転
換

の
影

響
も

受
け

や
す

く
、

国
の

補
助

が
な

い
と

採
算

が
な

か
な

か
取

れ
な

い
の

は
現

状
か

と
思

う
が

、
飼

料
用

米
や

W
C

S
へ

の
取

組
み

な
ど

交
付

金
な

ど
最

大
限

活
用

し
な

が
ら

も
農

家
の

収
入

を
維

持
で

き
る

よ
う

に
、

市
と

し
て

積
極

的
に

支
援

を
継

続
し

て
ほ

し
い

。
・
高

齢
化

や
農

業
で

儲
か

ら
ず

、
後

継
者

が
育

た
ず

に
高

齢
化

が
進

む
た

め
、

耕
作

放
棄

地
が

増
加

し
て

い
る

。
機

械
の

購
入

補
助

や
新

規
就

農
者

の
受

入
れ

に
よ

り
、

市
内

の
耕

作
放

棄
地

が
解

消
し

て
い

る
部

分
も

あ
る

の
で

、
よ

り
一

層
の

対
策

と
支

援
を

検
討

し
て

ほ
し

い
。

具
体

的
事

業

取
組

状
況

（
Ｄ

ｏ
）

評
価

（
Ｃ

ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
）

改
善

（
Ａ

ｃ
ｔｉ
ｏ

ｎ
）

①
農

地
利

用
集

積
に

よ
る

経
営

規
模

拡
大

の
支

援

農
地

利
用

集
積

に
よ

る
経

営
規

模
の

拡
大

に
よ

り
耕

作
放

棄
の

発
生

予
防

を
図

る
た

め
、

新
規

で
農

地
利

用
集

積
（
貸

借
）
を

行
っ

た
農

業
者

（
2
0
件

、
3
0
ｈ

ａ
）
に

対
し

、
農

地
賃

借
料

等
に

係
る

経
費

の
助

成
（
※

）
を

行
っ

た
。

（
※

）
佐

倉
市

耕
作

放
棄

地
予

防
対

策
事

業
補

助
金

：
認

定
農

業
者

又
は

新
規

就
農

者
を

対
象

と
し

て
、

農
地

賃
借

料
、

機
械

作
業

費
等

に
係

る
経

費
の

1
/
3
（
上

限
1
.5

万
円

/
1
0
ａ
）
を

補
助

す
る

も
の

。

農
地

利
用

集
積

面
積

3
5
2
h
aの

内
、

平
成

2
6
年

度
か

ら
2
8
年

度
の

3
年

間
の

事
業

対
象

と
な

る
農

地
利

用
集

積
面

積
（
貸

借
）
は

9
2
h
aで

あ
り

、
経

営
規

模
拡

大
に

よ
る

営
農

の
効

率
化

や
耕

作
放

棄
の

予
防

を
図

る
こ

と
が

で
き

、
一

定
の

効
果

が
あ

っ
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。

今
後

も
引

き
続

き
、

農
地

利
用

集
積

に
よ

る
経

営
規

模
拡

大
に

向
け

た
支

援
を

行
う

。

②
生

産
・
流

通
の

効
率

化
・
低

コ
ス

ト
化

の
支

援

・
水

田
経

営
に

お
け

る
作

業
の

効
率

化
、

低
コ

ス
ト

化
等

を
図

る
た

め
、

生
産

調
整

(主
食

用
米

以
外

の
飼

料
用

米
等

を
作

付
)を

達
成

し
た

農
業

者
（
4
件

）
に

対
し

、
農

業
機

械
等

の
導

入
に

係
る

経
費

の
助

成
（
※

）
を

行
っ

た
。

（
※

）
佐

倉
市

水
田

農
業

構
造

改
革

事
業

補
助

金
（
担

い
手

強
化

事
業

）
：
農

業
機

械
等

(田
植

え
機

、
コ

ン
バ

イ
ン

、
乾

燥
機

等
)の

導
入

に
係

る
経

費
の

1
/
3
以

内
(1

0
0
万

円
を

限
度

)を
補

助
す

る
も

の
。

・
畑

作
経

営
に

お
け

る
作

業
の

効
率

化
、

低
コ

ス
ト

化
等

を
図

る
た

め
、

認
定

農
業

者
（
1
1
件

）
に

対
し

、
農

業
用

機
械

の
導

入
等

に
係

る
経

費
の

助
成

（
※

）
を

行
っ

た
。

（
※

）
佐

倉
市

農
産

園
芸

総
合

対
策

事
業

補
助

金
（
生

産
体

制
強

化
事

業
）
：
施

設
修

繕
(ビ

ニ
ー

ル
ハ

ウ
ス

の
張

替
等

)、
農

業
用

機
械

(防
除

機
、

自
動

カ
ー

テ
ン

、
温

風
暖

房
機

)等
の

導
入

に
係

る
経

費
の

1
/
3
以

内
(1

0
0
万

円
限

度
)を

補
助

す
る

も
の

。

農
業

者
1
5
者

に
対

す
る

支
援

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
農

作
業

の
効

率
化

、
低

コ
ス

ト
化

を
図

る
こ

と
が

で
き

、
一

定
の

効
果

が
あ

っ
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。

今
後

も
引

き
続

き
、

効
率

化
等

に
向

け
た

支
援

を
行

う
。

な
お

、
予

算
上

の
制

約
が

あ
る

た
め

、
助

成
希

望
農

業
者

数
に

よ
り

助
成

額
が

減
少

す
る

こ
と

か
ら

、
制

度
の

周
知

徹
底

を
図

り
、

計
画

的
に

支
援

を
行

う
。

④
耕

畜
連

携
に

よ
る

収
益

性
向

上
の

支
援

飼
料

用
米

等
の

作
付

け
を

行
っ

て
い

る
農

家
の

栽
培

状
況

の
現

地
調

査
を

行
う

と
と

も
に

、
当

該
農

家
と

畜
産

業
者

の
飼

料
供

給
に

係
る

マ
ッ

チ
ン

グ
を

行
う

な
ど

農
家

と
畜

産
業

者
の

取
引

実
施

に
よ

る
収

益
性

向
上

に
係

る
支

援
を

行
っ

た
。

農
家

と
畜

産
業

者
の

マ
ッ

チ
ン

グ
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

飼
料

用
米

等
に

つ
い

て
、

農
家

に
と

っ
て

は
販

売
（
需

要
）
先

の
確

保
、

畜
産

業
者

に
と

っ
て

は
購

入
（
供

給
）
先

の
確

保
に

よ
り

収
益

性
の

向
上

を
図

る
こ

と
が

で
き

、
一

定
の

効
果

が
あ

っ
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。

今
後

も
引

き
続

き
、

農
家

と
畜

産
業

者
の

マ
ッ

チ
ン

グ
等

を
行

う
。

③
水

田
フ

ル
活

用
の

支
援

（
飼

料
用

米
や

Ｗ
Ｃ

Ｓ
の

推
進

）

水
田

経
営

に
お

け
る

米
の

生
産

調
整

を
図

る
た

め
、

飼
料

用
米

、
Ｗ

Ｃ
Ｓ

(稲
発

酵
粗

飼
料

用
稲

)の
作

付
け

を
行

い
生

産
調

整
を

達
成

し
た

農
業

者
（
8
9
件

、
飼

料
用

米
1
2
5
.9

ｈ
ａ
・
Ｗ

Ｃ
Ｓ

5
1
.6

ｈ
ａ
）
に

対
し

、
作

付
け

面
積

に
応

じ
て

助
成

（
※

）
を

行
っ

た
。

（
※

）
佐

倉
市

水
田

農
業

構
造

改
革

事
業

補
助

金
（
水

田
作

物
推

進
事

業
）
：
飼

料
用

米
等

の
作

付
面

積
1
0
ア

ー
ル

当
た

り
1
万

5
千

円
を

補
助

す
る

も
の

。

農
業

者
8
9
件

に
対

す
る

支
援

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
水

田
の

フ
ル

活
用

を
図

る
こ

と
が

で
き

、
一

定
の

効
果

が
あ

っ
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。

今
後

も
引

き
続

き
、

水
田

フ
ル

活
用

に
向

け
た

支
援

を
行

う
。

な
お

、
主

食
用

米
の

販
売

価
格

が
上

昇
す

る
と

、
飼

料
用

米
等

の
作

付
け

を
行

う
農

業
者

が
減

少
す

る
可

能
性

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

飼
料

用
米

等
の

作
付

け
を

行
う

メ
リ

ッ
ト

な
ど

の
説

明
を

行
う

。
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施
策

の
内

容

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

懇
話

会
意

見
等

懇
話

会
意

見
等

を
踏

ま
え

た
今

後
に

つ
い

て

【
2
8
年

度
懇

話
会

意
見

】
①

2
7
年

度
に

、
こ

の
懇

話
会

で
こ

の
中

に
あ

る
直

売
所

の
施

設
見

学
を

行
っ

た
。

扱
っ

て
い

た
農

産
物

や
品

物
は

良
い

と
感

じ
た

た
め

、
も

っ
と

建
物

や
内

装
な

ど
直

配
所

の
雰

囲
気

作
り

を
工

夫
し

て
は

ど
う

か
。

例
え

ば
、

観
光

ガ
イ

ド
「
こ

と
り

っ
ぷ

」
の

旺
文

社
や

、
「
さ

く
ら

で
く
ら

す
」
の

文
化

工
房

な
ど

の
事

業
者

と
連

携
し

て
、

女
性

に
受

け
入

れ
ら

れ
や

す
い

施
設

の
雰

囲
気

作
り

や
、

ス
タ

ン
プ

ラ
リ

ー
な

ど
仕

掛
け

づ
く
り

を
プ

ロ
デ

ュ
ー

ス
で

き
れ

ば
も

っ
と

良
い

施
設

に
な

る
と

考
え

て
い

る
。

②
市

の
耕

作
放

棄
地

は
増

加
し

て
い

る
。

新
規

就
農

者
へ

空
い

て
い

る
農

家
住

宅
の

情
報

提
供

と
周

辺
の

耕
作

放
棄

地
を

マ
ッ

チ
ン

グ
す

る
こ

と
で

、
耕

作
放

棄
地

の
解

消
を

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
か

。

％
％

【
2
8
年

度
懇

話
会

意
見

へ
の

回
答

】
①

各
直

売
所

の
代

表
者

会
議

を
実

施
す

る
な

ど
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
意

見
を

聞
く
中

で
、

仕
掛

け
づ

く
り

を
検

討
し

て
ま

い
り

ま
す

。
②

新
規

就
農

者
の

中
で

も
、

既
に

耕
作

放
棄

地
を

解
消

し
営

農
し

て
い

る
方

も
い

ま
す

こ
と

か
ら

、
引

き
続

き
耕

作
放

棄
地

解
消

に
取

り
組

ん
で

ま
い

り
ま

す
。

具
体

的
事

業

取
組

状
況

（
Ｄ

ｏ
）

評
価

（
Ｃ

ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
）

改
善

（
Ａ

ｃ
ｔｉ
ｏ
ｎ

）

①
新

規
就

農
支

援
（
営

農
・
生

活
の

両
面

か
ら

の
支

援
）

・
新

規
就

農
希

望
者

に
対

し
て

、
営

農
形

態
や

方
法

等
に

つ
い

て
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
行

っ
た

上
で

、
農

地
の

あ
っ

せ
ん

や
、

空
き

家
バ

ン
ク

の
活

用
に

よ
る

農
家

住
宅

の
情

報
提

供
を

行
っ

た
。

・
就

農
す

る
こ

と
に

な
っ

た
新

規
就

農
者

（
8
名

の
う

ち
4

名
）
に

対
し

て
、

新
規

就
農

時
に

必
要

な
資

材
購

入
に

係
る

経
費

に
対

す
る

助
成

（
耕

作
放

棄
地

対
策

事
業

補
助

金
）
を

行
っ

た
。

ま
た

、
就

農
後

１
日

で
も

早
く
地

域
の

一
員

と
し

て
生

活
や

営
農

が
可

能
と

な
る

よ
う

地
区

代
表

者
等

へ
の

顔
合

わ
せ

を
行

う
な

ど
き

め
細

か
い

支
援

を
行

っ
た

。

・
新

規
就

農
希

望
者

に
対

す
る

き
め

細
か

い
対

応
に

よ
り

、
新

た
な

新
規

就
農

者
が

8
名

と
な

り
、

一
定

の
効

果
が

あ
っ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

・
た

だ
し

、
営

農
や

生
活

の
拠

点
と

な
る

農
家

住
宅

を
見

つ
け

る
こ

と
が

困
難

で
あ

る
と

い
っ

た
課

題
が

あ
る

。

・
今

後
も

引
き

続
き

、
農

業
委

員
会

等
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
新

規
就

農
希

望
者

に
対

す
る

支
援

を
行

う
。

・
空

き
家

バ
ン

ク
や

不
動

産
業

者
等

と
連

携
し

、
農

家
住

宅
に

係
る

情
報

収
集

を
行

う
。

②
後

継
者

の
育

成
支

援
（
認

定
農

業
者

へ
の

認
定

支
援

）

認
定

農
業

者
に

な
る

た
め

に
は

、
市

町
村

か
ら

農
業

経
営

改
善

計
画

（
※

）
の

認
定

を
受

け
る

必
要

が
あ

る
た

め
、

当
該

計
画

の
策

定
に

当
た

っ
て

、
農

業
者

（
3
件

）
に

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

を
行

っ
た

上
で

助
言

を
行

っ
た

。
（
※

）
農

業
経

営
改

善
計

画
：
年

間
労

働
時

間
1
,8

0
0
時

間
以

内
、

年
間

農
業

所
得

5
7
0
万

円
を

目
標

と
し

た
計

画
。

高
齢

に
よ

り
、

認
定

更
新

を
行

わ
な

か
っ

た
農

業
者

が
3

件
い

た
が

、
農

業
者

に
対

す
る

き
め

細
か

い
対

応
に

よ
り

、
新

た
な

認
定

農
業

者
が

3
件

と
な

り
、

件
数

は
維

持
さ

れ
、

一
定

の
効

果
が

あ
っ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

今
後

も
引

き
続

き
、

農
業

委
員

会
等

と
連

携
を

図
り

な
が

ら
、

認
定

農
業

者
を

希
望

す
る

農
業

者
に

対
す

る
支

援
を

行
う

。

％
％

K
P

Iと
し

て
、

農
業

就
業

人
口

の
確

保
の

た
め

に
は

新
規

就
農

者
だ

け
で

な
く
既

に
農

業
を

営
ん

で
い

る
農

業
者

の
育

成
も

必
要

で
あ

る
た

め
、

認
定

農
業

者
件

数
を

設
定

。
　

※
認

定
農

業
者

：
農

業
を

営
ん

で
い

る
者

（
農

業
者

）
で

あ
っ

て
、

市
町

村
か

ら
農

業
経

営
改

善
計

画
の

認
定

を
受

け
た

者
。

各
種

支
援

措
置

が
あ

る
。

達
成

率
　

：
　

(（
実

績
値

　
-
　

初
期

値
）
　

/
　

（
目

標
値

　
-
　

初
期

値
）
)　

×
　

1
0
0

３
１

年
度

認
定

農
業

者
件

数
1
1
1
件

（
平

成
2
6
年

度
）

1
2
0
件

に
増

加
1
1
8
件

（
累

計
）

1
1
8
件

（
累

計
）

達
成

率
7
7.

8%
7
7
.8

%
％

％

K
P

Iと
し

て
、

農
業

就
業

人
口

の
減

少
等

が
進

ん
で

い
る

た
め

、
新

た
に

農
業

を
開

始
す

る
新

規
就

農
者

数
を

設
定

。
達

成
率

　
：
　

(（
実

績
値

　
-
　

初
期

値
）
　

/
　

（
目

標
値

　
-
　

初
期

値
）
)　

×
　

1
0
0

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況
２

７
年

度
２

８
年

度
２

９
年

度
３

０
年

度

達
成

率
1
3.

3%
6
6
.7

%

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況
２

７
年

度
２

８
年

度
２

９
年

度
３

０
年

度
３

１
年

度

新
規

就
農

者
数

1
9
人

（
平

成
2
6
年

度
）

3
4
人

に
増

加
2
1
人

（
累

計
）

2
9
人

（
累

計
）

佐
倉

市
ま

ち
・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

　
進

捗
管

理
シ

ー
ト

評
価

年
度

平
成

2
8
年

度

基
本

目
標

1
：
産

業
経

済
の

活
性

化
を

図
り

、
佐

倉
に

安
定

し
た

「
し

ご
と

」
を

つ
く

り
ま

す
施

策
名

(7
)担

い
手

の
育

成
支

援
取

り
ま

と
め

推
進

農
政

課
関

連
課

-

農
業

を
持

続
し

、
農

家
人

口
を

維
持

し
て

い
く
た

め
、

新
規

就
農

者
の

受
け

入
れ

や
後

継
者

育
成

の
環

境
を

整
え

、
担

い
手

の
確

保
・
育

成
に

努
め

ま
す

。

施
策

開
始

の
き

っ
か

け

農
業

生
産

の
担

い
手

で
あ

る
農

業
就

業
人

口
の

減
少

や
高

齢
化

が
進

ん
で

お
り

、
農

業
の

担
い

手
の

確
保

・
育

成
に

よ
り

、
農

業
の

持
続

的
発

展
を

図
る

必
要

性
が

生
じ

て
い

る
た

め
。

実
施

計
画

額
（
千

円
）

※
臨

時
経

費
の

積
み

上
げ

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
平

成
3
1
年

度

1
9,

04
2

3
3,

34
4

3
5,

27
0

3
5,

2
7
0

-35-



施
策

の
内

容

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

懇
話

会
意

見
等

懇
話

会
意

見
等

を
踏

ま
え

た
今

後
に

つ
い

て

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

達
成

率
0
%

0
%

％
％

％
佐

倉
フ

ィ
ル

ム
コ

ミ
ッ

シ
ョ

ン
に

よ
る

ロ
ケ

受
入

件
数

2
5
件

/年
（
平

成
26

年
度

）
5
0
件

/年
に

増
加

2
5
件

2
5
件

指
標

名

％

佐
倉

フ
ィ

ル
ム

コ
ミ

ッ
シ

ョ
ン

（産
業

振
興

課
）
の

斡
旋

・仲
介

に
よ

り
撮

影
を

行
っ

た
件

数
を

集
計

。
達

成
率

　
：　

(（
実

績
値

　
-
　

初
期

値
）
　

/
　

（目
標

値
　

-
　

初
期

値
）)

　
×

　
10

0

達
成

率
7
4
%

目
標

達
成

％
％

市
外

の
方

で
、

移
住

や
空

き
家

バ
ン

ク
に

関
し

て
の

具
体

的
な

相
談

を
受

け
た

人
数

を
集

計
。

目
標

値
は

シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

担
当

設
置

（H
2
7
）
以

前
の

定
住

促
進

所
管

課
で

の
相

談
人

数
を

参
考

に
設

定
。

達
成

率
（
累

計
）
　

：
　

(（
実

績
値

（
累

計
）　

-
　

初
期

値
）
　

/
　

（
目

標
値

（
累

計
）
　

-
　

初
期

値
）)

　
×

　
10

0

初
期

値
目

標
値

達
成

状
況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

①
Ｊ

Ｐ
タ

ワ
ー

K
IT

T
E
東

京
シ

テ
ィ

ア
イ

（
東

京
駅

丸
の

内
南

口
）

（
来

場
者

数
2
,9

00
人

）
、

東
京

ス
カ

イ
ツ

リ
ー

の
「
全

国
観

光
Ｐ

Ｒ
コ

ー
ナ

ー
」
（
同

1
,0

00
人

）
、

地
下

3
階

イ
ベ

ン
ト

ス
ペ

ー
ス

で
定

住
促

進
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

②
市

内
（
花

火
大

会
、

産
業

ま
つ

り
等

）
、

近
隣

市
開

催
イ

ベ
ン

ト
で

佐
倉

市
紹

介
ブ

ー
ス

を
出

展
③

東
京

女
子

美
術

大
学

（
連

携
協

定
締

結
）
の

文
化

祭
で

佐
倉

市
紹

介
ブ

ー
ス

を
出

展

イ
ベ

ン
ト

開
催

や
出

展
で

は
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

の
配

布
、

物
産

・
農

産
物

の
販

売
、

移
住

・就
農

相
談

、
日

本
遺

産
認

定
紹

介
、

甲
冑

試
着

体
験

等
、

様
々

な
魅

力
発

信
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
の

実
施

に
よ

り
、

市
外

の
方

の
佐

倉
市

に
対

す
る

認
知

度
等

を
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
シ

テ
ィ

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
に

対
す

る
民

間
企

業
か

ら
の

支
援

に
つ

き
ま

し
て

は
、

平
成

2
9
年

度
か

ら
31

年
度

ま
で

、
シ

テ
ィ

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
推

進
業

務
委

託
と

し
て

実
施

し
て

い
る

な
か

で
、

民
間

の
ノ

ウ
ハ

ウ
を

生
か

せ
る

よ
う

取
り

組
ん

で
ま

い
り

ま
す

。
・
観

光
入

込
客

数
の

把
握

・
分

析
や

、
フ

ィ
ル

ム
コ

ミ
ッ

シ
ョ

ン
等

の
複

数
部

署
に

ま
た

が
る

取
り

組
み

に
つ

い
て

は
、

各
部

署
間

の
連

携
を

強
化

し
、

目
的

や
情

報
の

共
有

を
進

め
て

ま
い

り
ま

す
。

・
P

R
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

や
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
・
チ

ラ
シ

の
配

布
等

の
効

果
に

つ
い

て
は

で
き

る
だ

け
測

定
で

き
る

よ
う

な
工

夫
を

検
討

し
て

ま
い

り
ま

す
。

・
ア

ウ
ト

レ
ッ

ト
な

ど
集

客
力

が
高

い
施

設
を

佐
倉

に
つ

く
っ

て
ほ

し
い

。
・
イ

ベ
ン

ト
時

に
交

通
渋

滞
が

ひ
ど

く
、

駐
車

場
代

も
高

い
た

め
、

イ
ベ

ン
ト

の
中

身
が

良
く
て

も
リ

ピ
ー

タ
ー

を
失

っ
て

し
ま

う
。

・
シ

テ
ィ

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
戦

略
策

定
は

専
門

的
な

知
識

が
必

要
な

面
も

あ
り

、
他

市
で

は
民

間
企

業
出

身
者

を
特

命
で

採
用

す
る

な
ど

し
て

い
る

。
予

算
と

の
関

係
は

あ
る

が
、

シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

的
な

活
動

を
民

間
企

業
に

評
価

・
支

援
し

て
も

ら
っ

て
は

ど
う

か
。

ま
た

、
テ

レ
ビ

や
動

画
な

ど
の

媒
体

を
利

用
し

た
佐

倉
の

紹
介

や
、

フ
ィ

ル
ム

コ
ミ

ッ
シ

ョ
ン

の
積

極
的

な
受

入
れ

な
ど

プ
ッ

シ
ュ

型
の

P
R

戦
術

も
検

討
さ

れ
た

い
。

・
入

れ
込

み
客

数
を

把
握

し
て

い
る

部
署

が
分

散
し

て
お

り
、

集
計

対
象

と
な

る
イ

ベ
ン

ト
や

観
光

拠
点

の
基

準
が

揃
っ

て
い

な
い

。
統

一
し

て
把

握
す

る
よ

う
に

し
て

は
ど

う
か

。
同

一
規

模
の

観
光

地
の

入
れ

込
み

客
数

と
比

較
す

る
と

、
佐

倉
は

ま
だ

ま
だ

伸
び

し
ろ

は
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
の

で
、

根
拠

と
な

る
デ

ー
タ

を
正

確
に

把
握

さ
れ

た
い

。
・
定

住
促

進
し

た
い

タ
ー

ゲ
テ

ィ
ン

グ
設

定
と

、
そ

れ
に

適
し

た
対

策
が

適
正

に
と

ら
れ

て
い

る
か

。
東

京
で

の
定

住
促

進
イ

ベ
ン

ト
実

施
と

近
隣

市
町

村
で

の
実

施
は

い
ず

れ
が

成
果

を
あ

げ
て

い
る

か
、

目
的

と
効

果
を

意
識

し
て

取
り

組
ん

で
ほ

し
い

。

イ
ベ

ン
ト

の
集

客
増

加
に

よ
る

佐
倉

市
の

知
名

度
向

上
、

定
住

人
口

の
増

加
を

図
る

た
め

、
イ

ベ
ン

ト
開

催
の

事
前

告
知

に
力

を
入

れ
る

と
と

も
に

、
イ

ベ
ン

ト
来

場
者

に
対

す
る

S
N

S
等

に
よ

る
情

報
拡

散
を

促
進

す
る

仕
掛

け
づ

く
り

に
つ

い
て

検
討

。

具
体

的
事

業

取
組

状
況

（
Ｄ

ｏ
）

評
価

（Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ
ｋ
）

改
善

（
Ａ

ｃ
ｔｉ

ｏ
ｎ

）

①
各

種
メ

デ
ィ

ア
の

積
極

的
な

売
り

込
み

や
ロ

ケ
の

受
入

れ
に

よ
る

佐
倉

の
イ

メ
ー

ジ
ア

ッ
プ

と
ブ

ラ
ン

ド
力

の
強

化

①
佐

倉
イ

ベ
ン

ト
ガ

イ
ド

（夏
号

・
秋

冬
号

）
を

1.
2
万

部
作

成
し

、
京

成
線

東
京

方
面

の
各

駅
等

に
配

架
②

ミ
ニ

コ
ミ

紙
、

雑
誌

等
に

広
告

を
掲

載
（
あ

ん
ふ

ぁ
ん

、
リ

ビ
ン

グ
新

聞
東

京
東

版
・
横

浜
東

版
、

田
舎

暮
ら

し
の

本
、

H
an

ak
o

M
o
o
k）

③
プ

レ
ス

リ
リ

ー
ス

配
信

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
（
リ

リ
ー

ス
4
件

）
④

文
化

施
設

（
旧

堀
田

邸
）
等

で
ロ

ケ
を

受
入

れ
（
2
5
回

）

東
京

方
面

に
向

け
た

イ
ベ

ン
ト

・観
光

情
報

発
信

の
強

化
や

、
プ

レ
ス

リ
リ

ー
ス

配
信

サ
ー

ビ
ス

の
試

み
、

ロ
ケ

の
受

入
れ

は
、

イ
メ

ー
ジ

ア
ッ

プ
と

ブ
ラ

ン
ド

力
強

化
に

向
け

た
今

後
の

取
組

に
繋

が
る

成
果

が
あ

っ
た

も
の

と
考

え
る

。

市
内

外
へ

の
情

報
発

信
力

を
更

に
強

化
す

る
た

め
、

市
民

参
加

に
よ

る
シ

テ
ィ

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

構
築

を
図

る
と

と
も

に
、

各
種

メ
デ

ィ
ア

へ
の

情
報

発
信

を
行

う
民

間
企

業
の

プ
レ

ス
リ

リ
ー

ス
配

信
サ

ー
ビ

ス
の

活
用

等
を

充
実

さ
せ

る
。

②
定

住
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

作
成

・配
架

／
佐

倉
市

の
ブ

ラ
ン

ド
化

、
魅

力
発

掘
に

繋
が

る
事

業
の

実
施

①
定

住
促

進
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
「
さ

く
ら

で
く
ら

す
」
を

京
成

線
東

京
方

面
の

各
駅

等
に

配
架

し
た

ほ
か

、
イ

ベ
ン

ト
等

で
配

布
②

「
佐

倉
フ

ァ
ン

ク
ラ

ブ
の

組
織

化
に

向
け

た
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

等
の

実
施

業
務

委
託

」に
基

づ
き

「
S

a
ku

ra
 R

e
 C

re
at

io
n
」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

実
施

（
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

6
回

、
参

加
者

数
延

べ
2
00

人
）

③
子

育
て

環
境

体
験

ツ
ア

ー
を

実
施

（
2
1
人

）
④

お
し

ゃ
べ

り
ラ

ン
チ

（給
食

試
食

・
意

見
収

集
）
を

実
施

（
2
1
人

）

定
住

促
進

の
取

組
は

、
「
さ

く
ら

で
く
ら

す
」
を

継
続

し
て

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
活

動
を

展
開

し
た

こ
と

に
よ

り
、

佐
倉

市
の

ブ
ラ

ン
ド

化
、

魅
力

発
掘

に
繋

が
る

事
業

が
実

施
で

き
た

も
の

と
考

え
る

。
ま

た
、

S
a
ku

ra
 R

e
 C

re
at

io
n
の

取
組

み
に

よ
り

、
市

民
に

よ
る

魅
力

発
掘

や
魅

力
発

信
の

取
組

み
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。

定
住

促
進

に
関

す
る

組
織

間
の

情
報

共
有

等
を

図
り

、
知

名
度

の
向

上
、

定
住

人
口

の
増

加
に

効
果

を
有

す
る

支
援

制
度

等
に

つ
い

て
検

討
。

魅
力

発
信

に
市

民
参

加
を

取
り

入
れ

る
仕

組
み

づ
く
り

が
必

要
。

③
定

住
・
交

流
人

口
増

加
の

た
め

の
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

（
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

配
布

、
物

産
・
農

産
物

の
P

R
、

移
住

・
就

農
相

談
等

の
実

施
）

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

定
住

に
つ

い
て

具
体

的
な

相
談

に
入

っ
て

い
る

者
数

－
1
0
人

/
年

（
累

計
5
0
人

）
3
7人

（
累

計
37

人
）

62
人

（
累

計
9
9人

）

佐
倉

市
ま

ち
・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

　
進

捗
管

理
シ

ー
ト

評
価

年
度

平
成

2
8
年

度

取
り

ま
と

め
推

進
課

企
画

政
策

課
基

本
目

標
２

：
佐

倉
の

魅
力

を
発

信
し

、
新

し
い

「
ひ

と
」
の

流
れ

を
つ

く
り

ま
す

施
策

名
（
１

）
シ

テ
ィ

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

推
進

関
連

課
-

・
定

住
・交

流
人

口
の

増
加

を
図

る
た

め
、

市
の

知
名

度
を

高
め

る
と

と
も

に
、

市
内

外
の

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

向
け

た
効

果
的

か
つ

戦
略

的
な

情
報

発
信

を
推

進
し

ま
す

。

施
策

開
始

の
き

っ
か

け

第
4
次

佐
倉

市
総

合
計

画
で

は
人

口
減

少
課

題
対

策
と

し
て

、
「
定

住
人

口
の

維
持

」
「
交

流
人

口
の

増
加

」
が

将
来

都
市

像
を

描
く
た

め
の

前
提

と
し

て
提

示
さ

れ
、

「
定

住
・
交

流
促

進
」
へ

の
積

極
的

な
取

組
が

必
要

と
な

っ
た

た
め

。

実
施

計
画

額
（
千

円
）

※
臨

時
経

費
の

積
み

上
げ

平
成

2
8年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
平

成
3
1
年

度

7
,4

8
0

1
2,

4
5
3

1
1
,1

4
1

1
1,

1
41
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施
策

の
内

容

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

施
策

開
始

の
き

っ
か

け
佐

倉
市

の
知

名
度

や
イ

メ
ー

ジ
の

向
上

や
交

流
人

口
の

増
加

を
図

る
た

め
に

は
、

観
光

情
報

の
発

信
や

観
光

イ
ベ

ン
ト

の
開

催
を

行
う

必
要

が
あ

る
た

め
。

実
施

計
画

額
（
千

円
）

※
臨

時
経

費
の

積
み

上
げ

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
平

成
3
1
年

度

14
9
,3

28
20

3
,3

65
63

,3
00

63
,3

0
0

佐
倉

市
ま

ち
・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

　
進

捗
管

理
シ

ー
ト

評
価

年
度

平
成

2
8
年

度

基
本

目
標

2
：
佐

倉
の

魅
力

を
発

信
し

、
新

し
い

「
ひ

と
」
の

流
れ

を
つ

く
り

ま
す

施
策

名
(2

)観
光

客
誘

致
の

た
め

の
取

組
み

の
実

施
取

り
ま

と
め

推
進

課
産

業
振

興
課

関
連

課
企

画
政

策
課

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

屋
内

・
屋

外
公

衆
無

線
L
A

N
設

置
基

数
－

1
3
基

（
平

成
2
7
年

度
）

1
3
基

・
転

入
促

進
に

加
え

、
市

を
訪

れ
る

交
流

人
口

の
増

加
、

市
の

知
名

度
や

イ
メ

ー
ジ

の
向

上
の

た
め

、
各

種
メ

デ
ィ

ア
を

活
用

し
て

観
光

情
報

を
発

信
す

る
と

と
も

に
、

人
々

を
惹

き
つ

け
る

観
光

イ
ベ

ン
ト

な
ど

を
定

期
的

・
継

続
的

に
開

催
し

ま
す

。
・
花

を
活

用
し

た
イ

ベ
ン

ト
を

充
実

す
る

と
と

も
に

、
印

旛
沼

周
辺

地
域

の
更

な
る

魅
力

の
向

上
を

図
り

ま
す

。

市
内

外
か

ら
の

観
光

客
、

及
び

今
後

増
加

が
予

想
さ

れ
る

外
国

人
観

光
客

の
利

便
性

向
上

を
図

る
た

め
、

市
内

の
主

要
観

光
拠

点
に

無
料

で
接

続
で

き
る

公
衆

無
線

Ｌ
Ａ

Ｎ
の

設
置

基
数

。
達

成
率

　
：
　

（
実

績
値

　
/
　

目
標

値
)　

×
　

1
0
0

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況
２

７
年

度
２

８
年

度
２

９
年

度
３

０
年

度

29
.3

%
1
8%

％
％

％

達
成

率
目

標
達

成

２
８

年
度

市
の

主
要

観
光

施
設

の
入

込
客

数
（
県

「
観

光
入

込
調

査
」
の

元
と

な
る

デ
ー

タ
）
及

び
主

要
観

光
イ

ベ
ン

ト
の

入
込

客
数

の
合

計
人

数
。

達
成

率
　

：
　

(（
実

績
値

　
-
　

初
期

値
）
　

/
　

（
目

標
値

　
-
　

初
期

値
）
)　

×
　

1
0
0

３
１

年
度

観
光

入
込

客
数

（
イ

ベ
ン

ト
を

含
む

）
1
5
0
万

人
（
平

成
2
6
年

）
1
8
0
万

人
に

増
加

1
5
8
万

8
千

人
1
5
5
万

4
千

人
達

成
率

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

達
成

率
初

期
値

を
下

回
っ

た
7%

％
％

％

イ
ベ

ン
ト

（
チ

ュ
ー

リ
ッ

プ
フ

ェ
ス

タ
、

時
代

ま
つ

り
、

佐
倉

城
址

の
さ

く
ら

、
市

民
花

火
大

会
）
来

場
者

満
足

度
（
単

純
平

均
）

82
.5

%
（
平

成
2
6
年

度
）

9
2
.5

%
に

増
加

82
.0

%
83

.2
0%

市
の

主
要

観
光

イ
ベ

ン
ト

で
あ

る
、

チ
ュ

ー
リ

ッ
プ

フ
ェ

ス
タ

、
時

代
ま

つ
り

、
佐

倉
城

址
の

さ
く
ら

、
市

民
花

火
大

会
の

来
場

者
ア

ン
ケ

ー
ト

に
お

い
て

イ
ベ

ン
ト

内
容

に
満

足
し

て
い

る
と

回
答

し
た

人
の

割
合

。

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

3.
1
%

6.
30

%
％

％
％

市
の

主
要

観
光

施
設

入
込

客
数

の
う

ち
、

印
旛

沼
周

辺
に

あ
る

佐
倉

ふ
る

さ
と

広
場

、
草

ぶ
え

の
丘

、
サ

ン
セ

ッ
ト

ヒ
ル

ズ
の

合
計

人
数

。
達

成
率

　
：
　

(（
実

績
値

　
-
　

初
期

値
）
　

/
　

（
目

標
値

　
-
　

初
期

値
）
)　

×
　

1
0
0

３
１

年
度

印
旛

沼
周

辺
観

光
施

設
（
佐

倉
ふ

る
さ

と
広

場
・
草

ぶ
え

の
丘

・
サ

ン
セ

ッ
ト

ヒ
ル

ズ
）
来

場
者

数

4
7
万

人
（
平

成
2
6
年

度
）

5
9
万

6
千

人
に

増
加

4
7
万

4
千

人
4
7
万

8
千

人

達
成

率

具
体

的
事

業

取
組

状
況

（
Ｄ

ｏ
）

評
価

（
Ｃ

ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
）

改
善

（
Ａ

ｃ
ｔｉ
ｏ

ｎ
）

①
観

光
案

内
所

や
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

、
各

種
メ

デ
ィ

ア
を

活
用

し
た

観
光

情
報

（
多

言
語

に
よ

る
も

の
を

含
む

）
の

発
信

・
日

本
遺

産
認

定
に

伴
い

作
成

し
た

多
言

語
（
６

カ
国

７
言

語
）
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
、

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

を
観

光
案

内
所

や
観

光
施

設
に

お
い

て
配

布
。

併
せ

て
、

Ｊ
Ｒ

佐
倉

駅
前

に
日

本
遺

産
啓

発
の

観
光

案
内

看
板

を
設

置
。

・
市

内
の

主
要

観
光

拠
点

１
３

箇
所

に
設

置
し

た
無

料
公

衆
無

線
Ｌ

Ａ
Ｎ

の
運

用
を

行
い

、
４

カ
国

５
言

語
対

応
の

観
光

情
報

サ
イ

ト
に

よ
り

情
報

発
信

を
行

っ
た

。

日
本

遺
産

の
認

定
や

、
2
0
2
0
年

開
催

の
東

京
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

に
よ

り
、

今
後

増
加

が
予

想
さ

れ
る

外
国

人
観

光
客

へ
の

利
便

性
向

上
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。

多
言

語
対

応
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

各
種

メ
デ

ィ
ア

に
よ

る
露

出
の

増
加

や
、

フ
ェ

イ
ス

ブ
ッ

ク
や

ツ
イ

ッ
タ

ー
等

S
N

S
の

効
果

的
な

活
用

（
ア

ク
セ

ス
情

報
の

精
査

含
む

）
を

行
う

。
そ

の
際

、
引

き
続

き
、

広
報

部
門

、
シ

テ
ィ

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
部

門
と

連
携

を
図

る
こ

と
と

す
る

。
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懇
話

会
意

見
等

懇
話

会
意

見
等

を
踏

ま
え

た
今

後
に

つ
い

て

佐
倉

ふ
る

さ
と

広
場

に
お

け
る

「
チ

ュ
ー

リ
ッ

プ
フ

ェ
ス

タ
」
・

「
市

民
花

火
大

会
」
、

佐
倉

城
址

公
園

に
お

け
る

「
佐

倉
城

址
の

さ
く
ら

」
・
「
に

わ
の

わ
（
ア

ー
ト

＆
ク

ラ
フ

ト
フ

ェ
ア

）
」
、

城
下

町
地

区
に

お
け

る
「
佐

倉
時

代
ま

つ
り

」
・
「
佐

倉
秋

祭
り

」
の

開
催

に
当

た
っ

て
、

交
付

金
の

助
成

等
の

支
援

を
行

っ
た

。

観
光

入
込

客
数

は
前

年
よ

り
減

少
は

し
た

が
、

初
期

値
と

比
較

し
て

微
増

の
1
5
5
万

人
と

な
り

、
ま

た
、

満
足

度
も

前
年

度
よ

り
増

加
し

て
お

り
、

一
定

の
効

果
が

あ
っ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

今
後

も
、

内
容

の
充

実
や

効
率

的
か

つ
効

果
的

な
運

営
に

向
け

て
見

直
し

を
行

い
な

が
ら

、
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

等
を

行
う

。

③
花

を
活

用
し

た
イ

ベ
ン

ト
の

充
実

・
４

月
の

「
佐

倉
城

址
の

さ
く
ら

」
、

「
チ

ュ
ー

リ
ッ

プ
フ

ェ
ス

タ
」

を
は

じ
め

と
し

、
７

月
の

「
風

車
の

ヒ
マ

ワ
リ

ガ
ー

デ
ン

」
、

１
０

月
の

「
コ

ス
モ

ス
フ

ェ
ス

タ
」
を

開
催

。
リ

ピ
ー

タ
ー

に
も

喜
ば

れ
る

よ
う

、
毎

年
度

、
花

の
品

種
や

色
、

植
栽

配
置

の
変

更
等

の
見

直
し

を
実

施
。

・
市

内
の

花
め

ぐ
り

マ
ッ

プ
を

作
成

し
、

各
種

イ
ベ

ン
ト

時
及

び
各

観
光

施
設

に
て

情
報

発
信

を
行

っ
た

。

チ
ュ

ー
リ

ッ
プ

フ
ェ

ス
タ

の
期

間
中

に
熊

本
地

震
が

発
生

し
た

こ
と

で
入

込
客

数
は

減
少

と
な

っ
た

も
の

の
、

周
辺

観
光

施
設

全
体

に
訪

れ
た

入
込

客
数

は
初

期
値

と
比

較
し

て
微

増
と

な
っ

て
お

り
、

一
定

の
効

果
が

あ
っ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

今
後

も
、

内
容

の
充

実
や

効
率

的
か

つ
効

果
的

な
運

営
に

向
け

て
見

直
し

を
行

い
な

が
ら

、
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

等
を

行
う

。

②
観

光
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

や
各

種
観

光
企

画
事

業
等

に
対

す
る

支
援 【
2
8
年

度
懇

話
会

意
見

へ
の

回
答

】
・
佐

倉
市

の
立

地
的

な
優

位
性

や
歴

史
、

自
然

、
文

化
の

観
光

資
源

を
よ

り
効

果
的

に
活

用
し

、
今

後
も

観
光

施
策

に
推

進
に

努
め

て
ま

い
り

た
い

。
・
ア

ニ
メ

を
活

用
し

た
ま

ち
づ

く
り

は
、

新
た

な
客

層
を

呼
び

込
め

る
有

力
な

ツ
ー

ル
と

考
え

ら
れ

る
た

め
、

今
後

具
体

的
に

事
業

を
進

め
て

ま
い

り
た

い
。

・
日

本
遺

産
に

も
認

定
さ

れ
た

城
下

町
佐

倉
の

「
サ

ム
ラ

イ
の

ま
ち

」
の

イ
メ

ー
ジ

な
ど

を
、

Ｓ
Ｎ

Ｓ
を

効
果

的
に

利
用

し
て

、
海

外
な

ど
に

積
極

的
に

情
報

発
信

を
行

っ
て

ま
い

り
た

い
。

⑥
佐

倉
に

ゆ
か

り
の

あ
る

ア
ニ

メ
・

漫
画

等
を

活
用

し
た

観
光

客
増

加
策

の
実

施

新
規

事
業

の
実

現
に

向
け

て
、

ア
ニ

メ
制

作
会

社
等

関
係

者
と

協
議

を
実

施
。

新
規

事
業

に
つ

い
て

は
ア

ニ
メ

制
作

会
社

等
関

係
者

と
協

議
を

継
続

中
。

ア
ニ

メ
関

連
事

業
を

独
自

に
実

施
し

て
い

る
鉄

道
事

業
者

や
、

ア
ニ

メ
制

作
会

社
等

関
係

者
等

と
連

携
を

図
り

な
が

ら
、

新
た

な
事

業
実

施
に

向
け

た
検

討
を

行
う

。

【
2
8
年

度
懇

話
会

意
見

】
・
日

本
遺

産
の

北
総

4
都

市
江

戸
紀

行
が

あ
る

が
、

こ
の

4
都

市
の

中
で

も
佐

倉
市

が
一

番
、

東
京

に
近

い
立

地
で

あ
る

。
こ

の
ア

ド
バ

ン
テ

ー
ジ

を
活

か
し

て
、

観
光

施
策

も
点

か
ら

面
に

広
が

る
よ

う
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
取

っ
て

頑
張

っ
て

ほ
し

い
。

ア
ニ

メ
を

活
か

し
た

ま
ち

づ
く
り

は
、

版
権

の
問

題
が

あ
る

も
の

の
佐

倉
に

ゆ
か

り
の

あ
る

モ
ン

キ
ー

パ
ン

チ
氏

や
高

橋
真

琴
氏

、
山

川
惣

治
氏

な
ど

に
協

力
を

い
た

だ
き

、
観

光
客

の
誘

致
に

結
び

つ
け

ら
れ

な
い

か
。

ま
た

、
マ

ル
シ

ェ
鹿

島
な

ど
の

施
設

に
、

子
供

も
大

人
も

喜
べ

る
よ

う
も

の
を

ア
ニ

メ
館

み
た

い
な

雰
囲

気
を

取
り

入
れ

の
も

一
案

で
あ

る
。

・
K
P

I（
観

光
入

込
客

数
）
・
（
イ

ベ
ン

ト
来

場
者

満
足

度
）
の

指
標

目
標

値
に

お
い

て
、

目
標

値
の

設
定

が
厳

し
す

ぎ
な

い
か

と
心

配
し

て
い

る
。

現
在

、
観

光
入

込
客

数
で

初
期

値
1
5
0
万

人
（
平

成
2
6
年

度
）
か

ら
目

標
値

1
8
0
万

人
（
平

成
3
1
年

度
）
と

あ
り

、
イ

ベ
ン

ト
来

場
者

満
足

度
で

初
期

値
8
2
.5

％
（
平

成
2
6
年

度
）
か

ら
目

標
値

9
2
.5

％
（
平

成
3
1
年

度
）
と

設
定

さ
れ

て
い

る
が

、
現

状
の

値
か

ら
さ

ら
に

、
こ

れ
だ

け
伸

ば
そ

う
と

な
る

と
相

当
ハ

ー
ド

ル
が

高
い

の
で

は
な

い
か

。
・
具

体
的

事
業

③
花

を
活

用
し

た
イ

ベ
ン

ト
の

充
実

と
し

て
、

「
チ

ュ
ー

リ
ッ

プ
フ

ェ
ス

タ
」
は

、
多

地
域

に
も

同
様

の
イ

ベ
ン

ト
が

あ
る

た
め

、
観

光
入

込
客

数
の

増
加

に
向

け
て

差
別

化
す

る
要

素
が

重
要

で
は

な
い

か
。

個
人

的
に

は
知

人
の

Ｓ
Ｎ

Ｓ
を

見
た

の
が

き
っ

か
け

で
、

国
営

ひ
た

ち
海

浜
公

園
の

ネ
モ

ヒ
ラ

を
見

に
観

光
に

行
っ

た
が

、
現

地
は

大
変

多
く
の

人
で

賑
わ

っ
て

い
た

。
フ

ェ
イ

ス
ブ

ッ
ク

や
イ

ン
ス

タ
グ

ラ
ム

な
ど

イ
ベ

ン
ト

参
加

へ
の

動
機

づ
け

や
波

及
効

果
が

高
い

と
考

え
て

い
る

。
既

存
の

メ
デ

ィ
ア

に
加

え
て

、
ソ

ー
シ

ャ
ル

メ
デ

ィ
ア

を
う

ま
く
利

用
し

て
ほ

し
い

。
若

年
層

へ
の

広
報

効
果

と
し

て
は

紙
面

よ
り

も
何

よ
り

も
ま

ず
携

帯
を

見
る

頻
度

が
高

い
と

感
じ

て
い

る
。

④
「
印

旛
沼

周
辺

地
域

の
活

性
化

推
進

プ
ラ

ン
」
に

基
づ

く
印

旛
沼

周
辺

地
域

の
整

備
推

進
（
印

旛
沼

周
辺

に
お

け
る

観
光

拠
点

の
回

遊
性

の
向

上
を

含
む

）

・
印

旛
沼

周
辺

地
域

に
お

け
る

回
遊

性
の

向
上

を
図

る
た

め
、

渡
し

運
航

（
ふ

る
さ

と
広

場
桟

橋
～

サ
ン

セ
ッ

ト
ヒ

ル
ズ

下
仮

設
桟

橋
）
、

乗
合

運
航

（
春

夏
秋

の
イ

ベ
ン

ト
時

の
み

）
、

貸
切

船
の

舟
運

事
業

を
開

始
し

た
。

・
サ

ン
セ

ッ
ト

ヒ
ル

ズ
に

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ル
ー

ム
、

シ
ャ

ワ
ー

ル
ー

ム
及

び
倉

庫
を

設
置

し
、

施
設

利
用

者
が

農
業

体
験

等
を

通
じ

た
交

流
や

長
時

間
滞

在
が

可
能

と
な

る
環

境
整

備
を

行
っ

た
。

舟
運

事
業

の
開

始
に

よ
り

、
佐

倉
ふ

る
さ

と
広

場
の

来
場

者
に

船
で

遊
覧

し
な

が
ら

印
旛

沼
に

つ
い

て
学

ぶ
機

会
を

広
く
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
り

（
乗

船
者

総
数

は
1
9
1
9
人

）
、

佐
倉

ふ
る

さ
と

広
場

の
環

境
拠

点
と

し
て

の
魅

力
向

上
に

一
定

の
効

果
が

あ
っ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

舟
運

事
業

に
加

え
て

、
平

成
2
9
年

度
以

降
に

サ
ン

セ
ッ

ト
ヒ

ル
ズ

下
の

観
光

農
園

の
整

備
や

、
地

方
創

生
拠

点
整

備
交

付
金

を
活

用
し

た
佐

倉
ふ

る
さ

と
広

場
管

理
棟

（
佐

蘭
花

）
の

機
能

強
化

事
業

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
印

旛
沼

周
辺

地
域

の
回

遊
性

の
向

上
等

を
図

る
。

⑤
観

光
振

興
に

関
す

る
調

査
及

び
事

業
の

実
施

北
総

観
光

連
盟

や
成

田
空

港
周

辺
地

域
国

際
観

光
推

進
協

議
会

な
ど

の
各

種
協

議
会

の
構

成
自

治
体

や
経

済
団

体
と

情
報

交
換

を
行

う
と

と
も

に
、

広
域

的
な

観
光

マ
ッ

プ
の

作
成

や
、

県
が

実
施

す
る

海
外

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
事

業
や

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

事
業

に
参

加
す

る
こ

と
に

よ
り

、
観

光
振

興
に

係
る

調
査

を
行

っ
た

。

佐
倉

市
の

観
光

施
設

及
び

イ
ベ

ン
ト

へ
の

入
込

客
数

は
こ

こ
数

年
増

加
傾

向
に

あ
る

こ
と

か
ら

、
各

施
設

や
イ

ベ
ン

ト
の

知
名

度
が

向
上

し
て

き
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
ま

た
、

外
国

人
観

光
客

も
増

加
傾

向
に

あ
る

こ
と

か
ら

、
今

後
2
0
2
0
年

東
京

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

に
向

け
て

更
な

る
広

報
活

動
の

強
化

が
必

要
と

考
え

ら
れ

る
。

日
本

遺
産

の
構

成
市

と
連

携
を

図
り

な
が

ら
、

事
業

の
立

案
・
実

施
を

行
う

と
と

も
に

、
県

が
進

め
る

訪
日

教
育

旅
行

の
受

入
等

の
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
事

業
に

参
加

す
る

こ
と

に
よ

り
、

外
国

人
観

光
客

の
誘

致
拡

大
を

図
る

。
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施
策

の
内

容

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

懇
話

会
意

見
等

懇
話

会
意

見
等

を
踏

ま
え

た
今

後
に

つ
い

て

実
施

計
画

額
（
千

円
）

※
臨

時
経

費
の

積
み

上
げ

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
平

成
3
1
年

度

6
0
,8

2
6

7
6
,1

1
0

5
0
,9

0
8

1
5
4
,9

8
5

佐
倉

市
ま

ち
・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

　
進

捗
管

理
シ

ー
ト

評
価

年
度

平
成

2
8
年

度

取
り

ま
と

め
推

進
課

文
化

課
基

本
目

標
2
：
佐

倉
の

魅
力

を
発

信
し

、
新

し
い

「
ひ

と
」
の

流
れ

を
つ

く
り

ま
す

施
策

名
(3

)歴
史

文
化

遺
産

を
活

か
し

た
来

訪
者

の
増

加
関

連
課

産
業

振
興

課
/
公

園
緑

地
課

・
本

市
は

、
近

隣
市

町
の

中
で

も
、

歴
史

文
化

遺
産

が
豊

富
に

存
在

し
て

い
ま

す
。

こ
れ

ら
を

資
産

と
し

て
活

用
し

周
知

す
る

イ
ベ

ン
ト

な
ど

を
行

い
、

佐
倉

市
の

知
名

度
を

高
め

る
と

と
も

に
、

交
流

人
口

の
増

加
を

図
り

ま
す

。

施
策

開
始

の
き

っ
か

け

第
4
次

佐
倉

市
総

合
計

画
で

は
人

口
減

少
対

策
と

し
て

、
「
定

住
人

口
の

維
持

」
「
交

流
人

口
の

増
加

」
が

将
来

都
市

像
を

描
く
た

め
の

前
提

と
し

て
提

示
さ

れ
、

「
定

住
・
交

流
促

進
」
へ

の
積

極
的

な
取

組
が

必
要

と
な

っ
た

た
め

。

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
事

業
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

旧
堀

田
邸

、
武

家
屋

敷
、

佐
倉

順
天

堂
記

念
館

の
年

間
合

計
入

館
者

数
4
3
,3

5
1
人

（
平

成
2
6
年

度
）

4
8
,0

0
0
人

に
増

加
4
8
,5

1
7
人

4
7
,2

2
4
人

具
体

的
事

業

取
組

状
況

（
Ｄ

ｏ
）

評
価

（
Ｃ

ｈ
ｅ
ｃ
ｋ

）
改

善
（
Ａ

ｃ
ｔｉ

ｏ
ｎ

）

①
歴

史
文

化
遺

産
を

回
遊

で
き

る
事

業
の

実
施

、
誘

致
及

び
支

援
（
新

町
周

辺
等

）

①
さ

く
ら

庭
園

で
音

楽
イ

ベ
ン

ト
（
夜

間
公

開
）
を

1
回

、
ヨ

ガ
イ

ベ
ン

ト
を

2
回

開
催

②
旧

堀
田

邸
観

月
の

夕
べ

を
開

催
（
夜

間
公

開
・
コ

ン
サ

ー
ト

）
③

子
供

向
け

散
策

イ
ベ

ン
ト

「
に

ゃ
ん

さ
ん

ぽ
」
を

開
催

④
ぶ

ら
り

佐
倉

検
定

を
2
回

開
催

（
う

ち
1
回

は
歴

博
が

会
場

）
⑤

時
代

ま
つ

り
（
産

業
振

興
課

）
に

併
せ

て
甲

冑
試

着
会

（
1
回

）
を

開
催

⑥
武

家
屋

敷
甲

冑
試

着
会

の
開

催
数

増
（
平

成
2
7
年

度
1
回

→
平

成
2
8
年

度
3
回

）
⑦

に
わ

の
わ

ち
ば

ア
ー

ト
＆

ク
ラ

フ
ト

（
実

行
委

員
会

主
催

）
、

城
下

町
き

も
の

さ
ん

ぽ
（
城

下
町

商
店

会
主

催
）
を

支
援

⑧
ド

ラ
マ

・
C

M
等

の
撮

影
支

援
⑨

鉄
道

会
社

等
の

イ
ベ

ン
ト

を
支

援

・
Ｋ

Ｐ
Ｉが

目
標

値
を

下
回

る
結

果
と

な
っ

た
が

、
撮

影
使

用
料

収
入

が
前

年
度

比
で

約
2
.2

倍
と

収
入

総
額

は
前

年
度

を
上

回
り

、
本

事
業

が
非

常
に

効
果

的
で

あ
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

・
文

化
財

施
設

と
意

外
な

も
の

と
を

組
み

合
わ

せ
た

イ
ベ

ン
ト

を
開

催
す

る
こ

と
に

よ
り

、
今

ま
で

来
館

し
た

こ
と

の
な

い
人

に
周

知
す

る
こ

と
が

で
き

た
と

考
え

ら
れ

る
。

・
こ

れ
か

ら
の

佐
倉

市
を

担
う

子
供

た
ち

が
楽

し
み

な
が

ら
、

文
化

財
施

設
を

回
遊

で
き

る
イ

ベ
ン

ト
を

開
発

で
き

た
。

今
後

も
文

化
財

施
設

の
魅

力
を

再
発

見
で

き
る

よ
う

な
イ

ベ
ン

ト
や

意
外

な
も

の
と

の
組

み
合

わ
せ

に
よ

る
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

し
、

新
た

な
顧

客
獲

得
を

目
指

す
。

②
Ｈ

Ｐ
・
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
等

を
通

じ
た

「
歴

史
の

ま
ち

佐
倉

」
の

情
報

発
信

①
平

成
2
8
年

4
月

2
5
日

に
日

本
遺

産
「
北

総
四

都
市

江
戸

紀
行

・
江

戸
を

感
じ

る
北

総
の

町
並

み
」
の

城
下

町
佐

倉
と

し
て

認
定

さ
れ

、
4
市

と
県

で
設

立
し

た
日

本
遺

産
活

用
協

議
会

が
文

化
庁

補
助

事
業

と
し

て
公

式
H

P
・
ア

プ
リ

、
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
・
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
の

作
成

・
公

開
を

行
っ

た
。

②
ス

カ
イ

ツ
リ

ー
、

成
田

山
、

酒
々

井
千

葉
氏

ま
つ

り
に

お
い

て
、

兜
・
甲

冑
体

験
の

シ
テ

ィ
ー

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
を

行
っ

た
。

・
Ｋ

Ｐ
Ｉが

目
標

値
を

下
回

る
結

果
と

な
っ

た
が

、
概

ね
達

成
で

き
て

お
り

、
日

本
遺

産
認

定
も

受
け

、
積

極
的

な
P

R
に

も
努

め
る

な
ど

、
本

事
業

が
非

常
に

効
果

的
で

あ
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

情
報

発
信

の
手

法
に

よ
り

イ
メ

ー
ジ

ア
ッ

プ
の

効
果

に
違

い
が

見
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
情

報
発

信
の

手
法

に
つ

い
て

検
討

を
行

い
、

H
P

等
に

反
映

し
て

い
き

た
い

。

①
古

今
佐

倉
真

佐
子

城
絵

図
は

、
行

政
管

理
課

市
史

編
さ

ん
担

当
が

所
管

し
て

い
ま

す
。

歴
博

で
の

販
売

に
つ

い
て

は
、

そ
の

他
の

刊
行

物
と

と
も

に
国

立
歴

史
民

俗
博

物
館

振
興

協
会

と
委

託
販

売
に

つ
い

て
協

議
し

、
平

成
3
0
年

度
か

ら
の

実
施

を
目

指
し

て
準

備
を

進
め

て
い

ま
す

。
②

③
日

本
遺

産
北

総
四

都
市

江
戸

紀
行

活
用

協
議

会
の

事
業

と
し

て
、

ネ
イ

テ
ィ

ブ
ス

ピ
ー

カ
ー

を
リ

ポ
ー

タ
ー

と
し

た
Ｐ

Ｖ
の

動
画

配
信

や
海

外
メ

デ
ィ

ア
を

活
用

し
た

情
報

発
信

（
情

報
誌

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

、
Ｓ

Ｎ
Ｓ

）
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
同

協
議

会
で

は
４

市
向

け
の

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
等

の
開

発
も

検
討

し
て

い
ま

す
。

日
本

遺
産

構
成

文
化

財
を

は
じ

め
と

す
る

歴
史

文
化

資
産

を
観

光
資

源
と

し
て

の
情

報
発

信
に

努
め

ま
す

。

①
冊

子
「
め

ぐ
る

　
た

ず
ね

る
　

し
る

　
佐

倉
」
の

完
成

度
は

非
常

に
高

い
・
歴

博
で

の
売

行
き

も
よ

く
、

他
県

の
方

に
も

売
れ

て
い

る
。

古
今

佐
倉

真
佐

子
古

地
図

な
ど

佐
倉

の
歴

史
文

化
を

紹
介

す
る

冊
子

は
、

佐
倉

順
天

堂
記

念
館

と
武

家
屋

敷
な

ど
限

定
的

に
販

売
さ

れ
て

い
る

が
、

歴
博

な
ど

色
々

な
と

こ
ろ

で
販

売
を

展
開

で
き

な
い

か
検

討
さ

れ
た

い
。

②
情

報
発

信
の

手
法

は
、

年
齢

が
高

い
方

に
は

広
報

誌
、

若
く
な

れ
ば

な
る

ほ
ど

ネ
ッ

ト
・
ア

プ
リ

・
S
N

S
と

い
っ

た
手

法
が

有
効

で
あ

る
。

イ
ベ

ン
ト

毎
に

、
内

容
を

研
究

し
て

タ
ー

ゲ
ッ

ト
を

定
め

、
効

果
的

に
情

報
発

信
し

て
い

く
こ

と
を

更
に

推
進

さ
れ

た
い

。
ま

た
、

佐
倉

に
関

す
る

テ
レ

ビ
番

組
な

ど
は

佐
倉

の
特

長
を

知
っ

て
も

ら
う

よ
い

機
会

で
あ

り
、

市
民

個
人

で
市

外
に

情
報

発
信

で
き

る
よ

う
に

市
民

に
迅

速
に

周
知

し
て

ほ
し

い
。

③
観

光
の

振
興

は
、

事
業

者
と

し
て

は
あ

り
が

た
い

取
組

み
で

あ
る

。
日

本
遺

産
の

認
定

を
踏

ま
え

、
何

か
形

に
な

る
も

の
が

で
き

る
と

よ
い

。
東

京
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
の

前
に

韓
国

で
の

冬
季

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

も
あ

る
が

、
宿

泊
客

を
佐

倉
や

日
本

に
誘

導
で

き
る

仕
組

み
を

研
究

で
き

な
い

か
。

％
％

％
達

成
率

目
標

達
成

8
3
.3

%

歴
史

文
化

資
産

を
活

用
・
周

知
す

る
イ

ベ
ン

ト
な

ど
を

開
催

す
る

こ
と

で
入

館
者

数
に

反
映

さ
れ

る
た

め
、

入
館

者
数

と
し

た
。

数
値

は
平

成
2
6
年

度
の

約
１

０
％

増
加

を
設

定
。

達
成

率
　

：
　

(（
実

績
値

　
-
　

初
期

値
）
　

/
　

（
目

標
値

　
-
　

初
期

値
）
)　

×
　

1
0
0

-39-



施
策

の
内

容

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

懇
話

会
意

見
等

懇
話

会
意

見
等

を
踏

ま
え

た
今

後
に

つ
い

て

・
都

市
住

民
が

、
自

然
と

ふ
れ

あ
い

な
が

ら
農

業
体

験
を

楽
し

む
機

会
を

提
供

し
ま

す
。

施
策

開
始

の
き

っ
か

け
人

口
の

減
少

、
高

齢
化

の
進

展
等

に
よ

り
農

山
村

の
活

力
が

低
下

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
都

市
と

の
地

域
間

交
流

を
促

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
の

活
性

化
を

推
進

す
る

た
め

。
実

施
計

画
額

（
千

円
）

※
臨

時
経

費
の

積
み

上
げ

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
平

成
3
1
年

度

3
8
,7

20
5
71

,1
6
0

1
3
3
,4

96
2
2
,3

02

佐
倉

市
ま

ち
・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

　
進

捗
管

理
シ

ー
ト

評
価

年
度

平
成

2
8
年

度

基
本

目
標

2
：
佐

倉
の

魅
力

を
発

信
し

、
新

し
い

「
ひ

と
」
の

流
れ

を
つ

く
り

ま
す

施
策

名
(4

)都
市

と
農

村
の

交
流

促
進

取
り

ま
と

め
推

進
課

農
政

課

関
連

課
-

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

草
ぶ

え
の

丘
利

用
者

数
1
1
6
,2

5
1
人

（
平

成
2
6
年

度
）

1
5
0
,0

0
0
人

に
増

加
1
3
8
,3

0
4
人

1
4
1
,0

3
6
人

％

Ｋ
Ｐ

Ｉは
、

佐
倉

草
ぶ

え
の

丘
が

都
市

と
農

村
の

交
流

事
業

等
を

実
施

し
て

い
る

た
め

、
そ

の
利

用
者

数
を

設
定

。
目

標
値

は
、

平
成

2
9
年

度
以

降
の

施
設

改
修

工
事

に
基

づ
く
受

入
機

能
強

化
に

よ
る

誘
客

拡
大

を
見

込
み

、
1
5
0
,0

0
0
人

に
設

定
。

な
お

、
地

域
再

生
計

画
「
印

旛
沼

周
辺

地
域

活
性

化
計

画
」
に

お
い

て
も

同
様

の
Ｋ

Ｐ
Ｉ

を
設

定
。

達
成

率
　

：
　

(（
実

績
値

　
-
　

初
期

値
）
　

/
　

（
目

標
値

　
-
　

初
期

値
）
)　

×
　

1
0
0

具
体

的
事

業

取
組

状
況

（
Ｄ

ｏ
）

評
価

（
Ｃ

ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
）

改
善

（
Ａ

ｃ
ｔｉ
ｏ

ｎ
）

①
農

業
体

験
農

園
等

都
市

と
農

村
の

交
流

促
進

飯
野

台
ふ

れ
あ

い
農

園
の

利
用

を
促

進
す

る
た

め
、

市
内

高
齢

者
施

設
及

び
幼

稚
園

・
保

育
園

等
に

案
内

文
の

送
付

を
し

、
農

園
に

係
る

情
報

発
信

を
行

っ
た

。

平
成

2
8
年

度
は

農
園

利
用

が
8
5
区

画
の

う
ち

1
2
区

画
（
利

用
率

1
4
.1

%
）
、

総
面

積
3
,3

9
0
㎡

の
う

ち
7
1
0
㎡

（
利

用
率

2
0
.9

％
）
に

と
ど

ま
っ

て
い

る
た

め
、

情
報

発
信

が
十

分
で

な
か

っ
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。

・
農

園
利

用
率

の
向

上
を

図
る

た
め

、
情

報
発

信
の

手
法

等
（
情

報
発

信
を

行
う

イ
ベ

ン
ト

、
頻

度
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

等
）

に
つ

い
て

見
直

し
を

行
う

。
・
農

業
未

経
験

者
で

あ
っ

て
も

農
園

利
用

を
行

い
や

す
い

環
境

の
整

備
（
農

業
者

に
よ

る
指

導
、

農
機

具
の

貸
出

等
）

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
。

達
成

率
6
5
.3

%
7
3
.4

%
％

％

・
飯

野
台

ふ
れ

あ
い

農
園

に
つ

い
て

は
、

保
育

園
、

幼
稚

園
や

高
齢

者
施

設
な

ど
へ

の
P

R
を

強
化

す
る

と
と

も
に

、
地

元
農

業
者

と
協

力
し

な
が

ら
創

意
工

夫
に

よ
り

利
用

率
の

向
上

を
図

っ
て

ま
い

り
ま

す
。

ま
た

、
草

ぶ
え

の
丘

と
の

ア
ク

セ
ス

に
つ

い
て

も
、

今
後

整
備

さ
れ

る
シ

ェ
ア

ハ
ウ

ス
と

の
一

体
利

用
を

図
る

中
で

研
究

し
て

ま
い

り
ま

す
。

②
農

業
や

農
地

を
活

か
し

た
交

流
活

動
の

推
進

・
佐

倉
草

ぶ
え

の
丘

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

に
加

え
、

季
節

ご
と

の
イ

ベ
ン

ト
チ

ラ
シ

（
年

4
回

発
行

）
に

よ
り

情
報

発
信

を
行

っ
た

。
・
佐

倉
草

ぶ
え

の
丘

に
お

い
て

、
地

元
農

家
と

連
携

し
て

農
産

物
（
米

、
ジ

ャ
ガ

イ
モ

、
落

花
生

、
サ

ツ
マ

イ
モ

、
餅

つ
き

）
を

生
産

（
作

付
け

、
育

成
、

収
穫

）
す

る
過

程
を

学
ぶ

体
験

型
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

し
た

（
参

加
者

数
約

1
.6

万
人

）
。

情
報

発
信

や
体

験
型

イ
ベ

ン
ト

の
開

催
等

に
よ

り
、

佐
倉

草
ぶ

え
の

丘
の

利
用

者
数

が
初

期
値

と
比

較
し

て
2
.5

万
人

と
増

加
し

て
お

り
、

一
定

の
効

果
が

あ
っ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

・
今

後
も

引
き

続
き

、
情

報
発

信
を

行
う

。
・
体

験
型

イ
ベ

ン
ト

の
参

加
者

に
対

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
等

を
行

い
、

イ
ベ

ン
ト

の
見

直
し

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
。

な
お

、
地

元
農

家
の

高
齢

化
が

進
ん

で
い

る
こ

と
か

ら
、

今
後

も
継

続
的

に
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

し
て

い
け

る
体

制
づ

く
り

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
。

・
草

ぶ
え

の
丘

と
飯

野
台

ふ
れ

あ
い

農
園

の
チ

ラ
シ

は
、

非
常

に
見

や
す

く
な

り
、

お
し

ゃ
れ

に
な

っ
た

。
こ

れ
に

よ
り

利
用

者
増

え
た

の
で

は
な

い
か

。
・
ほ

と
ん

ど
の

幼
稚

園
保

育
園

で
サ

ツ
マ

イ
モ

植
え

や
お

芋
パ

ー
テ

ィ
を

や
っ

て
い

る
。

市
民

農
園

は
幼

稚
園

・
保

育
園

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
絞

る
と

利
用

率
が

上
が

る
の

で
は

な
い

か
。

一
方

で
、

利
用

者
が

一
年

を
通

し
て

市
民

農
園

を
管

理
す

る
の

は
大

変
な

の
で

、
草

取
り

の
有

料
手

伝
い

な
ど

メ
ニ

ュ
ー

を
研

究
し

て
ほ

し
い

。
・
草

ぶ
え

の
丘

は
、

印
旛

沼
か

ら
の

道
路

の
建

設
が

1
0
年

程
度

か
か

る
見

込
み

で
あ

り
、

ア
ク

セ
ス

が
便

利
と

は
言

え
な

い
。

ま
た

、
飯

野
台

ふ
れ

あ
い

農
園

は
駐

車
場

が
あ

る
草

ぶ
え

の
丘

か
ら

離
れ

て
お

り
、

道
路

に
面

し
て

お
ら

ず
、

車
や

観
光

バ
ス

で
は

入
っ

て
い

け
な

い
。

両
施

設
の

ア
ク

セ
ス

面
の

課
題

を
克

服
す

る
手

段
を

考
え

て
ほ

し
い

。
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施
策

の
内

容

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

懇
話

会
意

見
等

懇
話

会
意

見
等

を
踏

ま
え

た
今

後
に

つ
い

て

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

ブ
ラ

イ
ン

ド
サ

ッ
カ

ー
に

係
る

イ
ベ

ン
ト

へ
の

参
加

者
数

-
1
0
0
人

/
年

（
累

計
4
0
0
人

）
未

実
施

1
9
2
人

（
累

計
1
9
2
人

）

達
成

率
－

4
8
%

％
％

％

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

ブ
ラ

イ
ン

ド
サ

ッ
カ

ー
の

試
合

が
行

え
る

環
境

整
備

-
コ

ー
ト

1
面

（
平

成
2
7
年

度
）

1
面

1
面

達
成

率
1
0
0
%

1
0
0
%

％
％

％

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

佐
倉

朝
日

健
康

マ
ラ

ソ
ン

大
会

申
込

者
数

1
2
,6

9
7
人

（
平

成
2
6
年

度
）

1
3
,0

0
0
人

（
維

持
）

1
3
0
1
2
人

1
3
1
0
9
人

・
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

事
前

キ
ャ

ン
プ

や
国

際
大

会
等

を
誘

致
し

、
関

係
行

事
に

つ
い

て
は

、
関

係
各

課
等

と
連

携
の

う
え

情
報

発
信

に
努

め
ま

す
。

・
ス

ポ
ー

ツ
施

設
の

改
修

に
つ

い
て

は
、

公
園

緑
地

課
、

指
定

管
理

者
と

連
携

の
う

え
情

報
発

信
に

努
め

ま
す

。
・
長

嶋
茂

雄
記

念
岩

名
球

場
に

つ
い

て
は

、
市

の
ス

ポ
ー

ツ
推

進
並

び
に

シ
テ

ィ
ー

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

観
点

か
ら

、
プ

ロ
野

球
イ

ー
ス

タ
ン

リ
ー

グ
や

高
校

野
球

の
公

式
戦

等
を

誘
致

す
る

と
と

も
に

、
市

民
の

皆
様

に
レ

ベ
ル

の
高

い
試

合
が

身
近

に
感

じ
ら

れ
る

よ
う

に
活

用
し

て
ま

い
り

ま
す

。
・
佐

倉
朝

日
健

康
マ

ラ
ソ

ン
大

会
に

つ
い

て
は

、
参

加
者

だ
け

で
は

な
く
、

応
援

に
訪

れ
る

方
々

な
ど

誰
も

が
楽

し
め

る
よ

う
、

実
行

委
員

会
と

連
携

し
創

意
工

夫
し

て
ま

い
り

ま
す

。
・
ス

ポ
ー

ツ
施

設
の

名
称

に
つ

い
て

は
、

関
係

各
課

と
検

討
し

て
ま

い
り

ま
す

。

・
岩

名
運

動
競

技
場

で
ブ

ラ
イ

ン
ド

サ
ッ

カ
ー

が
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

の
認

知
度

が
低

い
。

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
を

目
途

に
事

前
キ

ャ
ン

プ
地

を
招

致
し

た
り

、
公

式
戦

を
開

催
す

る
な

ど
、

障
害

福
祉

課
と

連
携

し
な

が
ら

、
競

技
と

拠
点

の
情

報
発

信
を

推
進

し
て

ほ
し

い
。

・
長

嶋
茂

雄
記

念
岩

名
球

場
は

、
改

修
に

よ
り

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

や
仕

様
が

ど
の

程
度

の
規

模
に

な
っ

た
の

か
、

市
民

に
周

知
し

て
ほ

し
い

。
高

校
野

球
予

選
や

プ
ロ

野
球

招
致

な
ど

期
待

が
高

ま
っ

て
お

り
、

球
場

の
能

力
と

知
名

度
を

活
か

し
た

活
用

方
法

を
検

討
さ

れ
た

い
。

ま
た

、
長

嶋
茂

雄
氏

へ
の

注
目

度
は

依
然

高
く
、

佐
倉

を
野

球
の

聖
地

に
す

る
な

ど
長

嶋
氏

を
活

か
し

た
情

報
発

信
を

推
進

し
て

も
ら

い
た

い
。

・
朝

日
健

康
マ

ラ
ソ

ン
は

市
内

外
に

認
知

度
高

く
、

素
晴

ら
し

い
事

業
で

あ
る

。
一

方
で

、
更

衣
室

な
ど

の
整

備
や

京
成

佐
倉

駅
か

ら
の

ア
ク

セ
ス

や
沿

道
の

飲
食

店
が

少
な

い
な

ど
、

参
加

者
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

へ
の

お
も

て
な

し
が

足
り

な
い

。
公

式
マ

ラ
ソ

ン
で

あ
り

、
イ

ベ
ン

ト
と

し
て

定
着

し
て

お
り

、
営

業
マ

イ
ン

ド
を

持
っ

て
佐

倉
市

の
イ

メ
ー

ジ
を

上
げ

る
た

め
に

全
市

的
に

取
り

組
ん

で
も

ら
い

た
い

。
・
佐

倉
市

で
も

、
ス

ポ
ー

ツ
施

設
の

名
称

に
「
佐

倉
城

」
を

冠
す

る
な

ど
、

印
象

的
な

名
称

を
付

け
て

み
て

は
ど

う
か

。

％
％

％
達

成
率

初
期

値
を

下
回

っ
た

目
標

達
成

観
覧

者
は

市
外

か
ら

も
来

場
す

る
た

め
、

交
流

人
口

増
加

へ
の

寄
与

度
を

測
る

指
標

と
し

て
、

観
覧

数
を

設
定

し
ま

し
た

。
達

成
率

　
：
　

(（
実

績
値

　
-
　

初
期

値
）
　

/
　

（
目

標
値

　
-
　

初
期

値
）
)　

×
　

1
0
0

達
成

率
目

標
達

成
目

標
達

成
％

％
％

定
員

が
設

定
さ

れ
て

い
る

た
め

、
現

状
維

持
を

目
標

値
に

設
定

。
達

成
率

　
：
　

(（
実

績
値

　
-
　

初
期

値
）
　

/
　

（
目

標
値

　
-
　

初
期

値
）
)　

×
　

1
0
0

ブ
ラ

イ
ン

ド
サ

ッ
カ

ー
フ

ェ
ン

ス
及

び
ゴ

ー
ル

を
購

入
し

、
試

合
が

で
き

る
環

境
整

備
を

目
標

値
に

設
定

。
達

成
率

　
：
　

（
実

績
値

　
/
　

目
標

値
　

）
　

×
　

1
0
0

日
本

ブ
ラ

イ
ン

ド
サ

ッ
カ

ー
協

会
に

よ
る

体
験

教
室

の
1
回

開
催

人
数

を
設

定
。

達
成

率
（
累

計
）
　

：
　

（
実

績
値

（
累

計
）
　

/
　

目
標

値
（
累

計
）
)　

×
　

1
0
0

具
体

的
事

業

取
組

状
況

（
Ｄ

ｏ
）

評
価

（
Ｃ

ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
）

改
善

（
Ａ

ｃ
ｔｉ
ｏ
ｎ

）

①
岩

名
運

動
公

園
等

を
活

用
し

た
イ

ベ
ン

ト
等

の
開

催

①
関

東
大

学
サ

ッ
カ

ー
リ

ー
グ

戦
を

開
催

（
6
月

、
9
月

）
②

ブ
ラ

イ
ン

ド
サ

ッ
カ

ー
体

験
学

習
を

開
催

（
7
月

）
③

第
3
回

長
嶋

茂
雄

少
年

野
球

教
室

（
1
1
月

）
④

第
3
6
回

佐
倉

朝
日

健
康

マ
ラ

ソ
ン

大
会

を
開

催
予

定
（
3

月
）

ブ
ラ

イ
ン

ド
サ

ッ
カ

ー
チ

ー
ム

の
練

習
会

場
と

し
て

岩
名

球
技

場
が

使
用

さ
れ

、
ま

た
、

関
東

大
学

サ
ッ

カ
ー

を
観

戦
す

る
人

が
岩

名
に

訪
れ

る
な

ど
新

た
な

交
流

人
口

が
生

ま
れ

た
と

考
え

る
。

①
各

イ
ベ

ン
ト

情
報

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

広
報

誌
で

掲
載

し
て

い
る

が
、

認
知

度
が

低
い

と
感

じ
ら

れ
る

の
で

情
報

発
信

方
法

を
検

討
す

る
。

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

長
嶋

茂
雄

少
年

野
球

教
室

の
観

覧
数

1
,0

0
0
人

（
平

成
2
6
年

度
）

平
成

2
6
年

度
比

1
割

増
加

6
2
0
人

1
2
0
0
人

・
長

嶋
茂

雄
少

年
野

球
教

室
な

ど
近

年
の

ス
ポ

ー
ツ

振
興

の
取

組
み

に
よ

り
、

「
ス

ポ
ー

ツ
の

ま
ち

佐
倉

」
の

イ
メ

ー
ジ

が
定

着
し

つ
つ

あ
る

こ
と

か
ら

、
岩

名
運

動
公

園
等

を
活

用
し

た
ス

ポ
ー

ツ
に

関
す

る
イ

ベ
ン

ト
等

を
充

実
し

、
佐

倉
市

の
知

名
度

を
高

め
る

と
と

も
に

、
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

た
ま

ち
の

活
性

化
を

図
り

ま
す

。

佐
倉

市
ま

ち
・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

　
進

捗
管

理
シ

ー
ト

評
価

年
度

平
成

2
8
年

度

取
り

ま
と

め
推

進
課

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

課
基

本
目

標
2
：
佐

倉
の

魅
力

を
発

信
し

、
新

し
い

「
ひ

と
」
の

流
れ

を
つ

く
り

ま
す

施
策

名
(5

)ス
ポ

ー
ツ

を
活

用
し

た
活

性
化

の
推

進
関

連
課

-

施
策

開
始

の
き

っ
か

け

3
5
回

を
誇

る
佐

倉
朝

日
健

康
マ

ラ
ソ

ン
は

、
北

海
道

か
ら

沖
縄

、
ま

た
、

海
外

か
ら

も
出

場
す

る
大

会
に

育
っ

て
い

る
。

さ
ら

に
交

流
人

口
を

増
加

さ
せ

る
た

め
、

魅
力

あ
る

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

を
開

催
し

、
市

の
魅

力
を

高
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

た
め

。

実
施

計
画

額
（
千

円
）

※
臨

時
経

費
の

積
み

上
げ

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
平

成
3
1
年

度

2
,7

7
3

5
,5

4
9

7
,3

0
8

5
9
,5

0
8
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施
策

の
内

容

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

懇
話

会
意

見
等

懇
話

会
意

見
等

を
踏

ま
え

た
今

後
に

つ
い

て

佐
倉

市
ま

ち
・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

　
進

捗
管

理
シ

ー
ト

評
価

年
度

平
成

2
8
年

度

基
本

目
標

2
：
佐

倉
の

魅
力

を
発

信
し

、
新

し
い

「
ひ

と
」
の

流
れ

を
つ

く
り

ま
す

施
策

名
(6

)転
入

促
進

や
転

出
抑

制
に

つ
な

が
る

住
宅

施
策

の
実

施
取

り
ま

と
め

推
進

課
建

築
住

宅
課

関
連

課

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

-

施
策

開
始

の
き

っ
か

け
良

好
な

住
生

活
の

実
現

を
目

指
す

た
め

、
平

成
2
6
年

3
月

に
作

成
し

た
佐

倉
市

住
生

活
基

本
計

画
に

よ
り

、
計

画
に

記
さ

れ
て

い
る

施
策

で
あ

る
空

家
対

策
及

び
定

住
化

対
策

等
を

推
進

し
ま

す
。

実
施

計
画

額
（
千

円
）

※
臨

時
経

費
の

積
み

上
げ

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
平

成
3
1
年

度

2
2,

89
3

49
,4

7
3

若
者

世
帯

等
の

親
と

の
近

居
・
同

居
の

住
み

替
え

支
援

件
数

-
3
0
件

（
5
年

間
の

累
計

）
0
件

1
4
件

（
累

計
1
4
件

）

54
,2

73
54

,2
73

・
若

者
世

帯
等

の
市

内
へ

の
転

入
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
市

外
へ

の
転

出
を

抑
制

す
る

た
め

、
ま

た
、

子
育

て
支

援
や

高
齢

者
の

見
守

り
支

援
の

た
め

、
親

世
帯

と
の

同
居

・
近

居
の

た
め

の
住

み
替

え
を

支
援

し
ま

す
。

・
空

き
家

の
利

活
用

を
促

進
し

、
定

住
人

口
の

増
加

を
図

る
た

め
、

中
古

住
宅

の
リ

フ
ォ

ー
ム

を
支

援
す

る
と

と
も

に
、

空
き

家
情

報
を

収
集

し
、

市
内

外
へ

発
信

し
ま

す
。

・
農

家
住

宅
へ

の
居

住
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
情

報
収

集
・
発

信
に

よ
り

、
農

村
部

に
お

け
る

人
口

減
少

の
抑

制
に

努
め

ま
す

。

達
成

率
0%

4
6.

7
%

％
％

％

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

親
と

子
の

近
居

・
同

居
を

支
援

し
、

定
住

人
口

増
加

を
推

進
す

る
た

め
の

指
標

と
し

て
設

定
。

達
成

率
　

：
　

(実
績

値
　

/
　

目
標

値
）
)　

×
　

1
0
0

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

11
.1

%
23

.9
%

％
％

％

中
古

住
宅

リ
フ

ォ
ー

ム
の

リ
フ

ォ
ー

ム
を

支
援

し
、

空
き

家
の

利
活

用
を

促
進

す
る

た
め

の
指

標
と

し
て

設
定

。
達

成
率

　
：
　

(実
績

値
　

/
　

目
標

値
）
)　

×
　

1
0
0

３
１

年
度

中
古

住
宅

リ
フ

ォ
ー

ム
支

援
事

業
実

績
数

-
1
1
7
件

（
5
年

間
の

累
計

）
1
3
件

（
累

計
1
3
件

）
1
5
件

（
累

計
2
8
件

）

達
成

率

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

達
成

率
23

.1
%

4
2.

6
%

％
％

％

空
き

家
バ

ン
ク

の
累

計
登

録
数

1
2
件

（
平

成
2
6
年

度
）

1
2
0
件

（
5
年

間
の

累
計

）
2
5
件

（
累

計
 3

7
件

）
2
1
件

（
累

計
 5

8
件

）

空
き

家
の

売
買

、
賃

貸
を

支
援

し
、

空
き

家
の

利
活

用
を

促
進

す
る

た
め

の
指

標
と

し
て

設
定

。
達

成
率

　
：
　

(（
実

績
値

　
-
　

初
期

値
）
　

/
　

（
目

標
値

　
-
　

初
期

値
）
)　

×
　

1
0
0

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

50
.0

%
99

.0
%

％
％

％

空
き

家
の

売
買

、
賃

貸
を

支
援

し
、

空
き

家
の

利
活

用
を

促
進

す
る

た
め

の
指

標
と

し
て

設
定

。
達

成
率

（
累

計
）
　

：
　

（
実

績
値

（
累

計
）
　

/
　

目
標

値
（
累

計
）
)　

×
　

1
0
0

３
１

年
度

空
き

家
バ

ン
ク

の
マ

ッ
チ

ン
グ

数
3
6
件

（
平

成
2
6
年

度
）

2
0
0
件

（
5
年

間
の

累
計

）
6
4
件

（
累

計
1
0
0
件

)
9
8
件

（
累

計
1
9
8
件

）

達
成

率

具
体

的
事

業

取
組

状
況

（
Ｄ

ｏ
）

評
価

（
Ｃ

ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
）

改
善

（
Ａ

ｃ
ｔｉ
ｏ
ｎ

）

①
若

者
世

帯
等

の
親

と
の

近
居

・
同

居
の

住
み

替
え

支
援

①
広

報
さ

く
ら

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

に
よ

り
事

業
の

啓
発

を
行

い
ま

し
た

。
予

算
額

(7
0
0
0
千

円
:1

4
件

分
)を

す
べ

て
執

行
(7

0
0
0
千

円
:1

4
件

分
)し

、
市

内
か

ら
8
世

帯
、

市
外

か
ら

6
世

帯
の

移
住

が
あ

り
ま

し
た

。
更

に
市

内
外

へ
の

情
報

発
信

を
強

化
し

て
い

く
方

法
を

検
討

し
ま

す
。

②
中

古
住

宅
リ

フ
ォ

ー
ム

支
援

事
業 【
2
8
年

度
懇

話
会

意
見

】
・
中

古
住

宅
リ

フ
ォ

ー
ム

支
援

事
業

に
お

い
て

、
利

用
者

側
と

し
て

は
、

信
頼

で
き

る
業

者
に

安
い

料
金

で
行

い
た

い
と

考
え

る
。

今
後

、
悪

質
な

業
者

が
参

入
し

て
く
る

場
合

も
考

え
ら

れ
る

た
め

注
意

い
た

だ
き

た
い

。
・
近

居
・
同

居
の

住
み

替
え

支
援

に
つ

い
て

は
、

親
が

佐
倉

市
、

子
供

が
市

外
と

い
う

ケ
ー

ス
が

多
い

と
思

わ
れ

る
。

市
外

の
方

へ
の

Ｐ
Ｒ

方
法

に
工

夫
が

必
要

で
あ

る
。

【
2
8
年

度
懇

話
会

意
見

へ
の

回
答

】
・
リ

フ
ォ

ー
ム

業
者

の
選

定
に

つ
き

ま
し

て
は

申
請

者
個

人
の

判
断

で
お

こ
な

う
も

の
で

あ
り

、
市

が
直

接
関

与
す

る
こ

と
は

難
し

い
も

の
と

考
え

ま
す

が
、

契
約

時
や

施
工

時
に

お
い

て
申

請
者

か
ら

相
談

等
が

あ
っ

た
場

合
は

、
適

切
に

対
応

し
て

ま
い

り
ま

す
。

・
近

居
・
同

居
の

住
み

替
え

支
援

事
業

に
つ

き
ま

し
て

は
、

市
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
す

る
こ

と
で

市
外

の
方

へ
も

広
く
周

知
を

図
っ

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

。
ま

た
、

全
国

の
書

店
で

取
り

扱
っ

て
お

り
ま

す
、

田
舎

暮
ら

し
に

関
心

の
あ

る
人

の
た

め
の

月
刊

誌
「
田

舎
暮

ら
し

の
本

」
に

も
、

情
報

を
掲

載
し

て
お

り
ま

す
。

市
外

の
方

へ
の

制
度

周
知

方
法

に
つ

き
ま

し
て

は
、

今
後

も
引

き
続

き
研

究
し

て
ま

い
り

ま
す

。

①
広

報
さ

く
ら

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

に
よ

り
事

業
の

啓
発

を
行

い
ま

し
た

。
②

空
家

バ
ン

ク
と

の
連

携
を

図
り

ま
し

た
。

予
算

額
(7

0
0
0
千

円
:1

4
件

分
)を

す
べ

て
執

行
(7

0
0
0
千

円
:1

5
件

)し
、

市
内

か
ら

6
世

帯
、

市
外

か
ら

9
世

帯
の

移
住

が
あ

り
ま

し
た

。
更

に
市

内
外

へ
の

情
報

発
信

を
強

化
し

て
い

く
方

法
を

検
討

し
ま

す
。

③
空

き
家

等
を

活
用

し
た

移
住

者
支

援

①
広

報
さ

く
ら

、
自

治
会

回
覧

、
地

区
へ

の
説

明
、

各
イ

ベ
ン

ト
時

に
お

け
る

ブ
ー

ス
設

置
等

に
よ

り
空

き
家

バ
ン

ク
事

業
の

啓
発

を
行

い
ま

し
た

。

2
6
年

度
か

ら
の

累
計

で
、

物
件

登
録

5
8
件

、
利

用
者

登
録

1
4
7
件

、
契

約
成

立
数

3
2
件

(市
内

移
住

者
1
2
件

、
市

外
移

住
者

2
0
件

)と
な

り
、

一
定

の
実

績
が

あ
り

ま
し

た
。

更
に

市
内

外
へ

の
情

報
発

信
を

強
化

し
、

物
件

登
録

数
及

び
契

約
数

の
増

加
に

よ
り

、
移

住
者

の
増

加
を

目
指

し
ま

す
。
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施
策

の
内

容

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

懇
話

会
意

見
等

懇
話

会
意

見
等

を
踏

ま
え

た
今

後
に

つ
い

て

・
地

域
毎

の
課

題
に

的
確

に
対

応
し

、
住

ま
い

と
ま

ち
の

価
値

を
維

持
向

上
し

て
い

く
た

め
、

地
域

活
性

化
に

つ
な

が
る

住
宅

施
策

を
推

進
し

ま
す

。

施
策

開
始

の
き

っ
か

け

平
成

2
6
年

3
月

に
作

成
し

た
佐

倉
市

住
生

活
基

本
計

画
の

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
し

て
実

施
す

る
も

の
で

す
。

昭
和

3
0
年

代
～

昭
和

4
0
年

代
後

半
に

か
け

て
造

成
さ

れ
た

団
地

の
う

ち
、

様
々

な
諸

条
件

に
よ

り
再

生
の

取
組

を
行

う
必

要
性

の
あ

る
団

地
に

つ
い

て
、

市
民

協
働

に
よ

り
地

域
課

題
の

解
決

に
取

り
組

む
先

導
的

な
モ

デ
ル

団
地

と
し

て
実

施
し

、
他

団
地

へ
の

波
及

効
果

を
目

指
し

ま
す

。

実
施

計
画

額
（
千

円
）

※
臨

時
経

費
の

積
み

上
げ

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
平

成
3
1
年

度

0
0

0
0

佐
倉

市
ま

ち
・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

　
進

捗
管

理
シ

ー
ト

評
価

年
度

平
成

2
8
年

度

取
り

ま
と

め
推

進
課

建
築

住
宅

課
基

本
目

標
2
：
佐

倉
の

魅
力

を
発

信
し

、
新

し
い

「
ひ

と
」
の

流
れ

を
つ

く
り

ま
す

施
策

名
(7

)地
域

毎
の

課
題

に
応

じ
た

住
宅

施
策

の
実

施
関

連
課

-

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

具
体

的
事

業

取
組

状
況

（
Ｄ

ｏ
）

評
価

（
Ｃ

ｈ
ｅ
ｃ
ｋ

）
改

善
（
Ａ

ｃ
ｔｉ

ｏ
ｎ

）

①
団

地
再

生
モ

デ
ル

事
業

等
地

域
活

性
化

に
つ

な
が

る
住

宅
施

策
の

推
進

関
係

各
課

で
組

織
し

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

に
よ

り
会

議
及

び
現

地
視

察
を

行
い

、
課

題
抽

出
や

効
果

的
な

事
業

の
検

討
を

行
い

ま
し

た
。

住
宅

、
高

齢
者

、
商

店
街

、
子

育
て

な
ど

団
地

再
生

に
つ

な
が

る
様

々
な

視
点

か
ら

意
見

交
換

等
を

行
い

、
総

合
的

な
検

討
を

行
い

ま
し

た
。

引
き

続
き

、
庁

内
横

断
的

な
連

携
を

図
り

、
多

種
多

様
の

政
策

と
連

動
し

た
中

で
進

め
て

い
き

ま
す

。

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

・
団

地
再

生
モ

デ
ル

事
業

の
対

象
団

地
で

あ
る

３
団

地
（
千

成
、

八
幡

台
、

中
志

津
）
に

つ
い

て
は

、
自

治
会

と
協

働
し

事
業

を
進

め
て

お
り

、
自

治
会

役
員

等
に

対
し

て
の

事
業

周
知

は
図

れ
て

い
る

も
の

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
今

後
は

自
治

会
役

員
等

だ
け

で
は

な
く
、

地
域

住
民

の
方

々
に

も
事

業
の

趣
旨

が
ご

理
解

い
た

だ
け

る
よ

う
周

知
を

図
る

と
と

も
に

、
課

題
の

解
決

に
向

け
た

施
策

を
地

域
の

方
々

と
協

働
し

て
進

め
て

ま
い

り
ま

す
。

・
空

き
家

バ
ン

ク
事

業
の

借
主

、
買

主
か

ら
、

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
の

開
設

に
関

す
る

相
談

等
が

あ
っ

た
際

に
は

、
市

役
所

内
関

係
各

課
と

情
報

共
有

を
図

っ
て

ま
い

り
ま

す
。

ま
た

事
業

者
に

対
し

て
は

、
開

設
に

関
す

る
必

要
な

手
続

き
を

お
こ

な
う

よ
う

助
言

し
て

ま
い

り
ま

す
。

・
所

有
者

が
不

明
な

空
家

に
つ

き
ま

し
て

は
、

「
空

家
等

対
策

の
推

進
に

関
す

る
特

別
措

置
法

」
（
空

家
特

措
法

）
に

基
づ

き
、

税
務

部
局

か
ら

提
供

さ
れ

た
課

税
情

報
を

活
用

す
る

な
ど

、
所

有
者

の
把

握
に

努
め

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
所

有
者

が
判

明
し

た
場

合
は

、
環

境
担

当
部

局
や

道
路

担
当

部
局

と
も

連
携

し
、

適
正

管
理

を
お

こ
な

う
よ

う
助

言
等

を
し

て
お

り
ま

す
。

今
後

も
管

理
が

不
全

な
空

家
の

所
有

者
に

対
し

ま
し

て
は

、
適

正
に

管
理

さ
れ

る
よ

う
空

家
特

措
法

に
基

づ
い

た
助

言
等

を
お

こ
な

っ
て

ま
い

り
ま

す
。

・
団

地
再

生
モ

デ
ル

事
業

は
施

策
目

標
と

手
段

に
具

体
性

が
あ

り
評

価
で

き
る

が
、

趣
旨

が
市

民
に

は
伝

わ
っ

て
い

な
い

の
で

情
報

発
信

す
る

必
要

が
あ

る
。

市
民

の
協

力
を

得
な

が
ら

ス
ピ

ー
ド

感
を

も
っ

て
課

題
解

決
に

取
り

組
ん

で
も

ら
い

た
い

。
・
空

き
家

を
使

い
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

を
集

中
的

に
建

設
す

る
と

い
う

話
が

、
地

域
で

の
説

明
が

な
く
進

ん
で

お
り

問
題

と
な

っ
て

い
る

地
域

が
あ

る
。

地
域

の
人

も
施

設
の

必
要

性
は

認
識

し
て

い
る

が
、

関
連

機
関

か
ら

事
前

に
説

明
が

な
か

っ
た

こ
と

で
不

満
が

生
じ

て
い

る
。

県
や

市
の

土
木

、
福

祉
、

自
治

会
部

局
と

連
携

し
、

地
域

の
声

を
聴

い
た

上
で

事
業

を
進

め
る

べ
き

で
あ

る
。

・
所

有
者

不
明

の
土

地
・
空

き
家

は
全

国
的

に
も

問
題

に
な

っ
て

お
り

、
管

理
を

放
棄

し
て

敷
地

が
荒

れ
、

近
隣

に
迷

惑
を

か
け

て
い

る
ケ

ー
ス

も
目

立
っ

て
い

る
。

所
有

者
を

探
し

出
し

、
管

理
を

要
求

す
る

の
は

容
易

で
な

く
、

市
の

担
当

部
署

で
も

対
応

に
苦

慮
し

て
い

る
と

思
わ

れ
る

。
全

庁
的

に
対

応
を

検
討

し
て

も
ら

い
、

条
例

を
制

定
し

て
所

有
者

を
取

り
締

ま
る

な
ど

一
歩

進
ん

だ
対

策
を

講
じ

て
も

ら
い

た
い

。

％
％

％
達

成
率

0
%

目
標

達
成

市
民

協
働

に
よ

る
団

地
再

生
に

取
り

組
む

こ
と

で
、

地
域

課
題

を
解

決
す

る
た

め
の

指
標

と
し

て
設

定
。

達
成

率
　

：
　

(実
績

値
　

/
　

目
標

値
)　

×
　

1
0
0

団
地

再
生

モ
デ

ル
事

業
に

取
り

組
ん

で
い

る
団

地
数

-
3
団

地
0
団

地
3
団

地

-43-



施
策

の
内

容

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

懇
話

会
意

見
等

懇
話

会
意

見
等

を
踏

ま
え

た
今

後
に

つ
い

て

・
佐

倉
市

景
観

計
画

（
平

成
2
9
年

1
2
月

策
定

）
で

も
重

要
景

観
拠

点
の

1
つ

と
し

て
位

置
付

け
て

い
る

、
旧

城
下

町
エ

リ
ア

の
景

観
形

成
に

つ
き

ま
し

て
は

、
重

要
な

拠
点

と
し

て
の

認
識

を
市

民
、

事
業

者
と

共
有

し
、

関
連

部
局

と
連

携
し

な
が

ら
道

路
な

ど
公

共
施

設
の

整
備

や
、

景
観

資
源

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

な
ど

に
よ

り
取

り
組

ん
で

ま
い

り
ま

す
。

・
景

観
計

画
の

推
進

に
あ

た
っ

て
は

、
地

域
住

民
へ

の
周

知
・
啓

発
に

努
め

る
と

と
も

に
、

引
き

続
き

景
観

形
成

協
議

会
の

活
動

を
支

援
す

る
な

ど
、

地
域

住
民

等
と

連
携

し
な

が
ら

推
進

し
て

ま
い

り
ま

す
。

・
建

築
物

等
の

景
観

誘
導

に
あ

た
っ

て
は

、
商

工
会

議
所

や
関

係
団

体
と

連
携

し
な

が
ら

住
民

や
事

業
者

の
景

観
形

成
へ

の
認

識
を

高
め

、
専

門
家

に
よ

る
景

観
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
制

度
を

活
用

し
な

が
ら

景
観

形
成

を
推

進
し

て
ま

い
り

ま
す

。

・
佐

倉
を

観
光

地
と

し
て

考
え

た
と

き
に

、
京

成
佐

倉
か

ら
美

術
館

ま
で

の
通

り
は

最
も

重
要

で
あ

る
が

、
非

常
に

見
栄

え
が

悪
い

。
他

の
観

光
拠

点
で

は
道

路
舗

装
を

改
修

し
た

う
え

で
、

町
全

体
を

テ
ー

マ
パ

ー
ク

と
言

え
る

景
観

を
整

え
た

ま
ち

が
あ

る
。

景
観

計
画

に
お

い
て

も
旧

城
下

町
歴

史
景

観
拠

点
は

佐
倉

市
の

重
要

景
観

拠
点

と
位

置
付

け
ら

れ
て

い
る

の
で

、
具

体
的

な
景

観
形

成
に

係
る

際
に

は
道

路
の

補
修

も
計

画
さ

れ
た

い
。

・
景

観
形

成
重

点
地

区
へ

の
指

定
に

あ
た

り
、

新
町

地
区

の
住

民
の

7
割

の
支

持
を

得
て

い
る

が
、

計
画

の
推

進
に

あ
た

っ
て

は
引

き
続

き
住

民
の

理
解

を
得

る
よ

う
努

め
、

他
の

地
域

に
も

い
い

影
響

が
出

る
よ

う
し

て
も

ら
い

た
い

。
・
城

下
町

の
代

表
と

し
て

新
町

通
り

を
中

心
と

し
て

景
観

形
成

を
す

る
に

あ
た

り
、

住
居

の
建

築
や

改
築

に
対

し
、

細
か

め
の

誘
導

・
規

制
が

実
施

さ
れ

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
。

そ
れ

に
あ

た
り

、
地

域
住

民
や

事
業

者
の

景
観

に
対

す
る

認
識

を
高

め
て

い
く
こ

と
が

必
要

と
な

る
。

ま
た

、
再

投
資

の
際

、
後

継
者

が
存

在
す

る
場

所
は

景
観

意
識

が
継

続
す

る
が

、
後

継
者

が
存

在
し

な
い

場
所

は
、

そ
こ

を
引

き
継

ぐ
事

業
者

を
探

す
マ

ッ
チ

ン
グ

な
ど

の
支

援
事

業
も

必
要

と
な

っ
て

く
る

。
日

本
遺

産
の

認
定

を
受

け
て

い
る

の
で

、
商

工
会

議
所

と
の

市
内

の
連

携
や

、
香

取
市

、
成

田
市

、
銚

子
市

と
の

他
の

自
治

体
と

の
連

携
に

よ
り

取
り

組
ん

で
も

ら
い

た
い

。

％
％

％
達

成
率

0
%

0
%

地
域

の
特

性
や

実
情

に
応

じ
た

き
め

細
や

か
な

景
観

形
成

を
推

進
す

る
た

め
の

指
標

と
し

て
設

定
。

達
成

率
　

：
　

(実
績

値
　

/
　

目
標

値
)　

×
　

1
0
0

達
成

率
1
0
%

2
0
%

％

具
体

的
事

業

取
組

状
況

（
Ｄ

ｏ
）

評
価

（
Ｃ

ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
）

改
善

（
Ａ

ｃ
ｔｉ
ｏ
ｎ

）

②
良

好
な

景
観

づ
く
り

の
取

組
み

に
対

す
る

支
援

　
地

元
住

民
等

で
構

成
さ

れ
る

新
町

地
区

景
観

整
備

協
議

会
の

会
議

開
催

を
事

務
局

と
し

て
支

援
し

た
。

　
新

町
地

区
景

観
整

備
協

議
会

で
、

日
本

遺
産

に
つ

い
て

の
勉

強
会

を
実

施
し

、
「
城

下
町

」
通

り
の

景
観

に
つ

い
て

認
識

を
高

め
た

。

　
引

き
続

き
、

新
町

地
区

景
観

整
備

協
議

会
の

運
営

を
支

援
し

、
新

町
地

区
を

景
観

形
成

重
点

区
域

に
指

定
す

る
作

業
を

進
め

る
。

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

景
観

形
成

重
点

区
域

の
指

定
数

-
1
区

域
0
区

域
0
区

域

佐
倉

市
ま

ち
・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

　
進

捗
管

理
シ

ー
ト

評
価

年
度

平
成

2
8
年

度

取
り

ま
と

め
推

進
課

都
市

計
画

課
基

本
目

標
2
：
佐

倉
の

魅
力

を
発

信
し

、
新

し
い

「
ひ

と
」
の

流
れ

を
つ

く
り

ま
す

施
策

名
(8

)良
好

な
景

観
の

地
域

づ
く
り

の
推

進
関

連
課

-

・
「
佐

倉
市

の
イ

メ
ー

ジ
」
を

高
め

、
定

住
・
交

流
人

口
の

増
加

を
図

る
た

め
、

豊
か

な
み

ど
り

や
歴

史
・
文

化
を

活
か

し
た

、
佐

倉
の

個
性

あ
ふ

れ
る

景
観

の
形

成
を

進
め

ま
す

。

施
策

開
始

の
き

っ
か

け

第
4
次

佐
倉

市
総

合
計

画
に

お
け

る
ま

ち
づ

く
り

の
基

本
方

針
「
住

環
境

が
整

備
さ

れ
た

住
み

や
す

い
ま

ち
づ

く
り

」
の

実
現

に
当

た
り

、
豊

か
な

み
ど

り
や

歴
史

・
文

化
を

活
か

し
た

佐
倉

市
の

個
性

あ
ふ

れ
る

景
観

の
形

成
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
た

め
。

実
施

計
画

額
（
千

円
）

※
臨

時
経

費
の

積
み

上
げ

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

市
民

の
景

観
団

体
へ

の
技

術
的

支
援

1
団

体
/
年

（
平

成
2
6
年

度
）

2
団

体
/
年

（
延

べ
1
0
団

体
）

1
団

体
（
延

べ
1
団

体
）

1
団

体
（
延

べ
2
団

体
）

％
％

市
民

等
が

主
体

的
に

取
り

組
む

景
観

形
成

活
動

を
支

援
し

、
景

観
形

成
を

推
進

す
る

た
め

の
指

標
と

し
て

設
定

。
達

成
率

　
：
　

(実
績

値
（
延

べ
団

体
数

）
　

/
　

目
標

値
（
延

べ
団

体
数

）
)　

×
　

1
0
0

①
景

観
に

関
わ

る
情

報
交

流
・
情

報
発

信
の

推
進

　
景

観
形

成
重

点
区

域
指

定
に

向
け

た
ア

ン
ケ

ー
ト

を
予

定
区

域
内

の
地

権
者

・
住

民
を

対
象

に
実

施
し

た
。

　
屋

外
広

告
物

条
例

に
基

づ
き

、
景

観
に

影
響

を
与

え
る

屋
外

広
告

物
に

つ
い

て
、

違
反

事
業

者
に

制
度

説
明

を
行

い
、

是
正

を
促

し
た

。

　
K
P

Iの
景

観
形

成
重

点
区

域
の

指
定

は
、

対
象

区
域

内
の

住
民

等
の

意
向

確
認

に
時

間
を

要
し

て
い

る
た

め
、

指
定

に
至

ら
な

か
っ

た
。

　
K
P

Iの
景

観
形

成
団

体
へ

の
技

術
的

支
援

は
、

1
団

体
で

あ
っ

た
。

今
後

、
市

民
等

の
主

体
的

な
活

動
を

掘
り

起
し

、
積

極
的

に
連

携
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
　

違
反

屋
外

広
告

物
に

つ
い

て
、

一
定

の
効

果
が

あ
っ

た
が

、
景

観
に

関
す

る
情

報
を

い
っ

そ
う

発
信

す
る

必
要

が
あ

る
。

　
佐

倉
市

景
観

計
画

運
用

に
必

要
な

景
観

条
例

改
正

整
備

を
行

う
。

　
屋

外
広

告
物

に
つ

い
て

、
引

き
続

き
是

正
指

導
を

行
う

。
　

機
会

を
と

ら
え

、
景

観
に

関
す

る
情

報
発

信
に

努
め

る
。

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
平

成
3
1
年

度

2
,8

4
3

3
,9

0
2

3
,2

2
6

3
,2

2
5
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施
策

の
内

容

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

懇
話

会
意

見
等

懇
話

会
意

見
等

を
踏

ま
え

た
今

後
に

つ
い

て

・
市

外
在

住
者

か
ら

の
婚

活
イ

ベ
ン

ト
参

加
希

望
に

つ
い

て
は

、
結

婚
後

、
佐

倉
に

住
む

意
思

が
あ

る
こ

と
を

条
件

に
申

し
込

み
を

受
け

付
け

て
お

り
ま

す
。

今
後

は
、

出
会

い
の

場
の

提
供

だ
け

で
な

く
、

結
婚

後
の

新
生

活
の

場
と

し
て

佐
倉

市
を

イ
メ

ー
ジ

し
て

い
た

だ
け

る
よ

う
な

事
業

内
容

も
取

り
入

れ
な

が
ら

、
定

住
化

促
進

に
つ

な
が

る
よ

う
努

め
て

参
り

ま
す

。
・
結

婚
相

談
事

業
に

つ
い

て
、

婚
活

支
援

事
業

と
相

互
に

係
り

合
い

、
よ

り
大

き
な

効
果

が
生

ま
れ

る
手

法
を

検
討

し
て

参
り

ま
す

。

・
婚

活
支

援
事

業
は

、
市

外
在

住
者

の
参

加
も

増
え

、
市

税
の

投
入

が
適

正
と

い
え

る
か

。
将

来
は

佐
倉

に
住

む
こ

と
を

条
件

に
す

る
な

ど
佐

倉
市

へ
何

ら
か

の
利

益
を

持
た

せ
な

が
ら

、
成

婚
率

を
上

げ
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
佐

倉
の

魅
力

発
信

と
な

る
事

業
内

容
を

工
夫

し
て

い
る

点
は

評
価

で
き

る
の

で
、

空
き

家
の

紹
介

な
ど

定
住

促
進

に
つ

な
が

る
手

法
も

加
え

て
は

ど
う

か
。

・
結

婚
相

談
事

業
は

き
め

細
や

か
な

対
応

で
評

判
が

よ
く
、

成
婚

率
も

安
定

し
て

い
る

一
方

で
、

婚
活

イ
ベ

ン
ト

は
成

婚
率

が
低

い
。

両
事

業
で

補
完

的
に

対
応

で
き

る
よ

う
進

め
た

り
、

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

を
利

用
す

る
な

ど
民

間
の

手
法

も
参

考
に

し
て

は
ど

う
か

。
・
若

い
世

代
の

経
済

的
安

定
を

目
指

し
、

市
で

は
就

職
セ

ミ
ナ

ー
開

催
な

ど
実

施
し

て
い

る
が

、
受

講
後

に
就

職
で

き
た

か
ど

う
か

フ
ォ

ロ
ー

す
る

よ
う

努
め

ら
れ

た
い

。

具
体

的
事

業

取
組

状
況

（
Ｄ

ｏ
）

評
価

（
Ｃ

ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
）

改
善

（
Ａ

ｃ
ｔｉ
ｏ

ｎ
）

①
若

者
に

対
す

る
結

婚
相

談
や

出
会

い
・
結

婚
に

向
け

た
支

援

・
結

婚
相

談
を

毎
月

3
回

実
施

し
た

。
（
相

談
数

合
計

6
8
7
件

、
お

見
合

い
合

計
2
1
件

、
成

婚
報

告
合

計
3
組

(2
8
年

度
)）

・
佐

倉
市

婚
活

支
援

協
議

会
事

務
局

と
し

て
、

婚
活

イ
ベ

ン
ト

を
年

4
回

実
施

し
た

。
（
参

加
者

合
計

1
6
9
人

、
成

立
カ

ッ
プ

ル
数

合
計

2
5
組

、
成

婚
報

告
合

計
1
組

(2
8
年

度
)）

・
婚

活
イ

ベ
ン

ト
で

は
、

2
7
年

度
回

答
時

か
ら

成
婚

報
告

が
2
組

増
え

た
。

・
結

婚
相

談
に

お
い

て
は

平
成

2
8
年

度
中

に
1
組

の
成

婚
報

告
が

あ
っ

た
。

長
年

に
渡

り
継

続
し

て
取

り
組

ん
で

い
る

成
果

と
判

断
し

て
い

る
。

・
一

方
、

両
事

業
と

も
参

加
回

数
は

多
く
て

も
成

婚
ま

で
至

ら
な

い
人

が
い

る
が

、
要

因
は

不
明

で
あ

る
。

よ
り

多
く
の

方
が

成
婚

さ
れ

る
よ

う
、

事
業

の
周

知
や

イ
ベ

ン
ト

募
集

人
数

の
見

直
し

、
利

用
者

の
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

た
イ

ベ
ン

ト
・
支

援
を

実
施

し
、

参
加

者
増

に
努

め
る

。

②
若

者
に

対
す

る
職

業
相

談
や

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催

ジ
ョ

ブ
カ

フ
ェ

ち
ば

・
八

街
市

・
富

里
市

・
酒

々
井

町
と

の
共

催
で

、
「
就

活
基

礎
セ

ミ
ナ

ー
in

八
街

」
を

開
催

し
た

。
・
参

加
者

数
6
人

（
う

ち
佐

倉
市

1
人

）
・
セ

ミ
ナ

ー
の

後
に

行
わ

れ
る

個
別

相
談

は
、

セ
ミ

ナ
ー

参
加

者
の

う
ち

2
人

が
利

用
し

た
。

・
例

年
近

隣
市

町
で

共
催

を
し

て
お

り
、

今
年

度
は

会
場

で
は

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
佐

倉
市

民
の

参
加

は
1
名

に
留

ま
っ

た
。

・
近

年
、

雇
用

情
勢

は
ゆ

る
や

か
に

回
復

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
周

知
不

足
だ

け
で

は
な

く
、

受
講

者
の

ニ
ー

ズ
の

変
化

で
あ

る
可

能
性

が
あ

る
。

・
参

加
者

ア
ン

ケ
ー

ト
に

よ
る

と
、

セ
ミ

ナ
ー

参
加

者
の

満
足

度
は

高
か

っ
た

。

セ
ミ

ナ
ー

参
加

者
の

満
足

度
は

高
く
、

内
容

は
充

実
し

て
い

る
と

判
断

で
き

る
こ

と
か

ら
、

よ
り

多
く
の

方
に

参
加

し
て

い
た

だ
け

る
よ

う
に

、
さ

ま
ざ

ま
な

媒
体

を
活

用
し

て
広

く
周

知
に

努
め

る
。

達
成

率
4
3
%

6
3
%

％
％

％

若
者

対
象

就
業

セ
ミ

ナ
ー

参
加

者
数

8
人

（
平

成
2
6
年

度
）

3
0
人

以
上

（
5
年

間
の

累
計

）
※

3
回

開
催

1
3
人

6
人

達
成

状
況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

県
の

就
業

支
援

機
関

と
の

共
催

に
よ

る
セ

ミ
ナ

ー
参

加
者

数
を

集
計

。
Ｈ

2
6
年

度
開

催
時

の
参

加
者

数
を

参
考

に
、

5
年

間
の

う
ち

3
回

開
催

の
延

べ
人

数
を

目
標

と
し

て
設

定
。

達
成

率
　

：
　

(実
績

値
　

/
　

目
標

値
)　

×
　

1
0
0

佐
倉

市
ま

ち
・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

　
進

捗
管

理
シ

ー
ト

評
価

年
度

平
成

2
８

年
度

取
り

ま
と

め
推

進
課

自
治

人
権

推
進

課
基

本
目

標
3
：
若

い
世

代
の

結
婚

・
出

産
・
子

育
て

の
希

望
を

叶
え

ま
す

施
策

名
(1

)若
い

世
代

の
経

済
的

安
定

と
結

婚
支

援
関

連
課

産
業

振
興

課

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

婚
活

イ
ベ

ン
ト

で
の

累
計

成
婚

数
1
1
組

（
平

成
2
6
年

度
）

1
5
組

に
増

加
1
2

1
3

平
成

2
3
年

度
か

ら
の

事
業

で
あ

る
婚

活
イ

ベ
ン

ト
の

累
計

成
婚

者
数

。
イ

ベ
ン

ト
実

施
状

況
か

ら
、

1
年

に
1
組

以
上

の
成

婚
を

目
標

と
し

た
。

達
成

率
　

：
　

(（
実

績
値

　
-
　

初
期

値
）
　

/
　

（
目

標
値

　
-
　

初
期

値
）
)　

×
　

1
0
0

達
成

率
2
5
%

5
0
%

％
％

％

・
若

い
世

代
の

結
婚

の
希

望
を

叶
え

る
た

め
、

そ
の

出
会

い
の

場
の

確
保

や
経

済
的

安
定

の
た

め
の

就
業

支
援

の
取

組
み

を
進

め
ま

す
。

施
策

開
始

の
き

っ
か

け

　
生

活
が

多
様

化
し

市
民

か
ら

の
相

談
・
要

望
が

増
加

す
る

中
、

昭
和

5
1
年

度
に

結
婚

相
談

を
開

設
し

た
。

ま
た

、
市

内
の

農
業

従
事

者
や

事
業

者
の

後
継

者
対

策
及

び
市

の
活

性
化

を
目

的
と

し
、

平
成

2
3
年

度
に

佐
倉

市
婚

活
支

援
協

議
会

を
結

成
し

、
結

婚
相

談
と

は
違

う
支

援
の

形
と

し
て

婚
活

イ
ベ

ン
ト

を
行

っ
て

い
る

。
　

雇
用

環
境

が
厳

し
さ

を
増

す
中

、
若

者
の

就
業

を
支

援
す

る
た

め
、

県
が

運
営

す
る

「
ち

ば
若

者
キ

ャ
リ

ア
セ

ン
タ

ー
（
ジ

ョ
ブ

カ
フ

ェ
ち

ば
）
」
と

の
連

携
に

よ
り

、
若

者
の

能
力

向
上

・
就

職
促

進
を

図
る

セ
ミ

ナ
ー

等
を

開
催

す
る

こ
と

と
な

っ
た

。

実
施

計
画

額
（
千

円
）

※
臨

時
経

費
の

積
み

上
げ

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
平

成
3
1
年

度

5
2
5

5
2
5

5
2
5

5
2
5
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施
策

の
内

容

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

窓
口

サ
ー

ビ
ス

に
満

足
し

て
い

る
子

育
て

世
帯

の
割

合
2
6
.6

％
（
平

成
2
6
年

度
）

5
0
％

以
上

に
増

加

具
体

的
事

業

取
組

状
況

（
Ｄ

ｏ
）

②
子

育
て

世
代

に
対

す
る

包
括

的
支

援
の

実
施

①
こ

ど
も

総
合

窓
口

の
設

置
◆

平
成

2
8
年

4
月

か
ら

の
こ

ど
も

総
合

窓
口

開
設

に
向

け
、

窓
口

カ
ウ

ン
タ

ー
や

遊
び

場
の

設
置

を
行

っ
た

。

◆
来

庁
者

か
ら

は
「
窓

口
が

明
る

く
な

っ
た

」
と

い
う

声
を

い
た

だ
い

て
い

る
。

◆
子

ど
も

た
ち

が
遊

ぶ
場

所
を

フ
ロ

ア
の

中
心

に
配

置
し

た
こ

と
で

、
保

護
者

が
手

続
を

し
て

い
る

間
、

子
ど

も
た

ち
を

安
全

に
見

守
る

こ
と

が
で

き
る

。
◆

子
ど

も
に

関
す

る
手

続
は

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

で
実

施
で

き
る

よ
う

に
な

り
、

利
用

者
の

利
便

性
向

上
に

つ
な

が
る

。

◆
平

成
2
8
年

4
月

か
ら

子
育

て
支

援
課

、
健

康
管

理
セ

ン
タ

ー
、

西
部

及
び

南
部

保
健

セ
ン

タ
ー

の
計

４
箇

所
に

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
を

開
設

し
、

母
子

健
康

手
帳

交
付

時
に

全
て

の
妊

婦
へ

の
面

接
に

努
め

た
。

◆
平

成
２

７
年

度
の

保
健

師
に

よ
る

妊
婦

面
接

は
、

3
4
.8

％
（
3
7
7
件

/
1
,0

8
2
件

）
で

あ
っ

た
の

に
対

し
、

平
成

２
８

年
度

は
9
8
.9

％
（
1
,0

4
3
件

/
1
,0

5
4
件

）
と

大
幅

に
上

昇
し

た
。

◆
利

用
者

か
ら

は
、

こ
ん

な
に

話
を

聞
い

て
も

ら
え

る
と

は
思

っ
て

な
か

っ
た

。
　

話
を

聞
い

て
も

ら
っ

て
、

安
心

し
た

。
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
が

ま
と

め
ら

れ
て

い
て

見
や

す
い

。
　

休
日

に
開

い
て

い
る

窓
口

が
あ

っ
て

よ
か

っ
た

。
ひ

と
り

で
抱

え
込

ん
で

し
ま

う
人

も
い

る
か

ら
、

必
要

な
取

り
組

み
で

す
ね

。
な

ど
、

好
評

。

◆
妊

婦
全

員
面

接
の

実
施

に
よ

り
継

続
支

援
ケ

ー
ス

が
増

加
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

地
区

担
当

保
健

師
の

負
担

が
増

加
し

て
お

り
、

継
続

的
か

つ
確

実
な

支
援

を
実

施
し

て
い

く
に

は
、

支
援

に
係

る
保

健
師

の
マ

ン
パ

ワ
ー

確
保

（
増

員
）
が

急
務

で
あ

る
。

・
出

生
率

を
高

め
、

人
口

減
少

を
緩

や
か

な
も

の
と

し
て

い
く
た

め
、

妊
娠

・
出

産
・
育

児
の

各
期

に
応

じ
、

母
子

の
健

康
保

持
に

必
要

な
支

援
を

行
い

切
れ

目
の

な
い

支
援

を
実

施
し

ま
す

。
・
「
子

育
て

し
や

す
い

ま
ち

」
を

佐
倉

市
の

特
徴

と
す

る
た

め
、

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
を

設
置

し
、

子
育

て
期

に
係

る
総

合
相

談
を

実
施

し
ま

す
。

・
少

子
化

の
要

因
の

一
つ

で
あ

る
子

育
て

に
係

る
経

済
的

負
担

の
軽

減
を

図
る

た
め

、
適

切
な

支
援

を
推

進
し

ま
す

。

安
心

し
て

子
ど

も
を

産
み

育
て

ら
れ

る
ま

ち
と

感
じ

る
者

の
割

合
-

5
0
％

以
上

47
.0

%
48

.6
%

市
民

意
識

調
査

に
お

い
て

、
子

育
て

支
援

に
つ

い
て

満
足

及
び

や
や

満
足

と
感

じ
る

市
民

の
割

合
を

指
標

と
し

て
設

定
。

達
成

率
　

：
　

(実
績

値
　

/
　

目
標

値
)　

×
　

1
0
0

◆
来

庁
者

に
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
す

る
な

ど
し

て
、

よ
り

利
用

し
や

す
い

窓
口

を
め

ざ
し

改
善

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
◆

教
育

委
員

会
と

の
連

携
に

つ
い

て
も

協
議

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

％
％

％
％

評
価

（
Ｃ

ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
）

改
善

（
Ａ

ｃ
ｔｉ
ｏ

ｎ
）

達
成

率
94

.0
%

97
.2

%
％

％
％

未
実

施
31

.7
%

％

平
成

2
6
年

度
に

実
施

し
た

来
庁

者
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

か
ら

、
窓

口
サ

ー
ビ

ス
に

満
足

し
て

い
る

子
育

て
世

帯
の

割
合

を
初

期
値

と
し

て
設

定
。

達
成

率
　

：
　

(（
実

績
値

　
-
　

初
期

値
）
　

/
　

（
目

標
値

　
-
　

初
期

値
）
)　

×
　

1
0
0

達
成

率
0%

21
.8

%

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

佐
倉

市
ま

ち
・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

　
進

捗
管

理
シ

ー
ト

評
価

年
度

平
成

2
8
年

度

取
り

ま
と

め
推

進
課

子
育

て
支

援
課

基
本

目
標

3
：
若

い
世

代
の

結
婚

・
出

産
・
子

育
て

の
希

望
を

叶
え

ま
す

施
策

名
(2

)出
産

や
子

育
て

に
対

す
る

支
援

関
連

課
児

童
青

少
年

課

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

こ
ど

も
総

合
窓

口
の

整
備

-
1
か

所
（
平

成
2
7
年

度
）

1
か

所
（
平

成
2
7
年

度
）

1
か

所

こ
ど

も
総

合
窓

口
を

整
備

す
る

こ
と

を
指

標
と

し
て

設
定

。
達

成
率

　
：
　

(実
績

値
　

/
　

目
標

値
)　

×
　

1
0
0

達
成

率
目

標
達

成
目

標
達

成
％

施
策

開
始

の
き

っ
か

け
人

口
減

少
と

い
う

大
き

な
課

題
を

解
決

す
る

た
め

に
、

子
育

て
世

代
を

誘
引

し
、

定
住

を
促

す
こ

と
が

必
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

積
極

的
な

子
育

て
支

援
の

取
組

が
求

め
ら

れ
て

い
る

た
め

。
実

施
計

画
額

（
千

円
）

※
臨

時
経

費
の

積
み

上
げ

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
平

成
3
1
年

度

44
6,

88
7

33
7,

3
50

27
1,

27
8

26
6,

4
43
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懇
話

会
意

見
等

懇
話

会
意

見
等

を
踏

ま
え

た
今

後
に

つ
い

て

【
2
8
年

度
懇

話
会

意
見

へ
の

回
答

】
・
K
P

Iに
来

場
者

数
を

設
定

い
た

し
ま

す
。

・
教

育
委

員
会

と
の

連
携

を
深

め
、

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

化
の

実
現

に
向

け
研

究
し

て
ま

い
り

ま
す

。
・
H

P
の

改
善

や
情

報
ツ

ー
ル

の
使

用
な

ど
、

子
育

て
に

係
る

支
援

施
策

の
情

報
発

信
に

努
め

て
ま

い
り

ま
す

。

【
2
8
年

度
懇

話
会

意
見

】
・
K
P

Iに
来

場
者

数
を

設
定

し
て

は
ど

う
か

。
・
教

育
委

員
会

と
の

連
携

に
よ

る
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
化

の
実

現
を

希
望

す
る

。
・
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
化

の
た

め
に

必
要

で
あ

れ
ば

、
テ

レ
ビ

会
議

な
ど

の
シ

ス
テ

ム
構

築
も

検
討

が
必

要
で

あ
る

。
・
窓

口
の

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

サ
ー

ビ
ス

は
子

育
て

し
や

す
さ

に
繋

が
る

良
い

取
り

組
み

で
あ

り
、

情
報

発
信

に
努

め
て

欲
し

い
。

・
市

の
H

P
か

ら
子

育
て

支
援

情
報

を
入

手
す

る
に

は
、

階
層

が
深

す
ぎ

て
探

し
に

く
い

。
・
妊

婦
面

接
等

の
際

に
、

P
C

画
面

で
案

内
し

な
が

ら
子

育
て

情
報

を
提

供
で

き
る

と
、

更
に

伝
わ

り
や

す
い

。

③
子

育
て

コ
ン

シ
ェ

ル
ジ

ュ
の

充
実

◆
子

育
て

支
援

課
子

育
て

コ
ン

シ
ェ

ル
ジ

ュ
に

よ
る

相
談

件
数

3
0
5

件
、

吉
見

光
の

子
モ

ン
テ

ッ
ソ

ー
リ

子
ど

も
の

家
コ

ン
シ

ェ
ル

ジ
ュ

テ
レ

サ
に

よ
る

相
談

件
数

は
3
,2

1
0
件

で
あ

っ
た

。

◆
吉

見
光

の
子

モ
ン

テ
ッ

ソ
ー

リ
子

ど
も

の
家

コ
ン

シ
ェ

ル
ジ

ュ
テ

レ
サ

に
お

い
て

は
、

児
童

セ
ン

タ
ー

や
地

域
子

育
て

支
援

拠
点

な
ど

に
出

向
き

相
談

に
対

応
す

る
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
活

動
に

積
極

的
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

◆
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

の
開

設
に

よ
り

、
出

産
時

の
上

の
子

の
預

か
り

や
、

職
場

復
帰

を
見

据
え

て
の

保
育

園
入

園
の

相
談

等
が

増
え

、
子

育
て

支
援

課
コ

ン
シ

ェ
ル

ジ
ュ

に
よ

る
実

績
も

増
加

し
た

も
の

と
考

え
る

。

◆
子

育
て

コ
ン

シ
ェ

ル
ジ

ュ
を

よ
り

一
層

ご
利

用
い

た
だ

く
た

め
、

コ
ン

シ
ェ

ル
ジ

ュ
の

認
知

度
を

高
め

る
た

め
の

取
り

組
み

が
必

要
が

あ
る

。

④
子

育
て

世
代

に
対

す
る

経
済

的
負

担
の

軽
減

（
児

童
手

当
や

医
療

費
助

成
、

幼
稚

園
就

援
奨

励
費

）

◆
児

童
手

当
を

対
象

者
述

べ
2
3
4
,4

9
2
人

に
支

給
し

た
。

◆
0
歳

か
ら

中
学

3
年

生
ま

で
の

児
童

を
対

象
に

通
院

・
入

院
医

療
費

の
助

成
を

実
施

し
た

。
（
受

給
対

象
者

数
2
2
,0

4
1
人

）
◆

幼
稚

園
就

園
奨

励
費

を
市

内
私

立
幼

稚
園

に
補

助
金

と
し

て
交

付
し

た
。

（
補

助
対

象
者

数
2
,1

6
3
人

）

◆
児

童
手

当
や

医
療

費
助

成
、

幼
稚

園
就

園
奨

励
費

の
交

付
に

よ
り

、
子

育
て

世
代

に
お

け
る

経
済

的
負

担
を

軽
減

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
◆

国
県

の
方

向
性

や
他

市
の

状
況

な
ど

を
踏

ま
え

て
、

子
育

て
世

代
の

経
済

的
負

担
の

軽
減

策
に

つ
い

て
引

き
続

き
検

討
し

て
い

く
。

⑤
子

育
て

支
援

等
に

関
す

る
情

報
提

供
の

充
実

◆
子

育
て

支
援

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

1
0
,0

0
0
部

発
行

◆
子

育
て

支
援

課
独

自
に

「
子

育
て

支
援

特
集

号
」
4
,0

0
0
部

発
行

◆
市

の
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
へ

の
掲

載

◆
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
、

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

や
広

報
紙

な
ど

、
様

々
な

媒
体

を
活

用
し

て
情

報
を

発
信

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
◆

市
の

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

か
ら

子
育

て
情

報
を

入
手

す
る

際
に

、
階

層
が

深
く
見

つ
け

に
く
い

と
言

っ
た

課
題

が
あ

り
改

良
が

必
要

で
あ

る
。
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施
策

の
内

容

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

懇
話

会
意

見
等

懇
話

会
意

見
等

を
踏

ま
え

た
今

後
に

つ
い

て

具
体

的
事

業

取
組

状
況

（
Ｄ

ｏ
）

評
価

（
Ｃ

ｈ
ｅ
ｃ
ｋ

）
改

善
（
Ａ

ｃ
ｔｉ

ｏ
ｎ

）

社
会

情
勢

の
変

化
に

よ
り

保
育

ニ
ー

ズ
が

増
大

し
、

ま
た

、
新

規
保

育
園

の
開

園
に

よ
り

、
潜

在
ニ

ー
ズ

の
掘

り
起

こ
し

が
な

さ
れ

る
中

、
新

規
保

育
園

の
整

備
を

積
極

的
に

進
め

、
保

育
定

員
を

拡
大

し
て

い
く
。

①
・
保

育
定

員
の

拡
大

（
保

育
園

、
認

定
こ

ど
も

園
、

地
域

型
保

育
事

業
の

積
極

的
整

備
）

保
育

定
員

の
拡

大
　

1
1
8
人

（
H

2
7
.4

.1
：
1
,9

8
8
人

→
H

2
8
.4

.1
：
2
,1

0
6
人

）
①

生
活

ク
ラ

ブ
風

の
村

保
育

園
佐

倉
東

（
民

営
化

に
よ

る
新

規
開

園
・
定

員
増

3
0
人

）
②

あ
い

・
あ

い
保

育
園

ユ
ー

カ
リ

が
丘

園
（
新

規
開

園
・
定

員
6
0
人

）
③

の
び

の
び

ハ
ウ

ス
（
小

規
模

保
育

事
業

か
ら

認
可

保
育

園
へ

移
行

・
定

員
増

1
7
人

）
④

ユ
ー

カ
リ

ハ
ロ

ー
キ

ッ
ズ

（
定

員
増

1
0
人

）
⑤

吉
見

光
の

子
モ

ン
テ

ッ
ソ

ー
リ

子
ど

も
の

家
（
定

員
増

1
人

）

公
立

保
育

園
の

民
営

化
や

新
規

保
育

園
整

備
、

既
存

園
の

定
員

増
に

よ
っ

て
保

育
定

員
は

1
1
8
人

増
加

し
た

が
、

待
機

児
童

の
解

消
に

は
至

ら
な

か
っ

た
。

【
2
8
年

度
懇

話
会

意
見

へ
の

回
答

】
・
待

機
児

童
の

解
消

の
た

め
に

は
、

保
育

定
員

の
拡

大
と

保
育

士
の

確
保

の
両

面
の

ア
プ

ロ
ー

チ
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

ま
す

。
現

在
の

保
育

士
確

保
に

向
け

た
取

り
組

み
に

つ
い

て
は

、
保

育
士

等
職

員
の

処
遇

向
上

を
目

的
と

し
て

常
勤

職
員

１
人

に
つ

き
月

額
1
6
,0

0
0
円

の
市

単
独

補
助

を
行

っ
て

お
り

ま
す

。
引

き
続

き
、

こ
の

補
助

を
続

け
る

と
同

時
に

、
保

育
士

へ
の

家
賃

補
助

や
奨

学
金

等
の

施
策

に
つ

い
て

も
研

究
し

て
ま

い
り

ま
す

。
・
保

育
定

員
の

拡
大

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ま
で

の
施

設
整

備
の

状
況

や
今

後
の

潜
在

的
保

育
ニ

ー
ズ

の
推

移
を

踏
ま

え
な

が
ら

、
必

要
に

応
じ

て
、

施
設

整
備

を
行

い
平

成
2
9
年

度
中

の
待

機
児

童
の

解
消

を
目

指
し

ま
す

。

【
2
8
年

度
懇

話
会

意
見

】
・
保

育
園

待
機

児
童

の
解

消
に

向
け

て
き

め
細

か
く
、

保
育

定
員

の
拡

大
を

や
っ

て
も

ら
っ

て
い

る
と

感
じ

て
い

る
。

一
方

で
、

全
国

的
に

不
足

し
て

い
る

保
育

士
確

保
へ

の
取

り
組

み
も

必
要

で
あ

る
。

・
質

の
確

保
と

し
て

、
保

育
に

関
わ

る
常

勤
職

員
の

割
合

を
増

や
す

こ
と

は
ど

う
か

。
ま

た
、

他
市

事
例

と
し

て
、

住
居

の
補

助
や

奨
学

金
等

の
施

策
が

あ
る

自
治

体
も

あ
る

の
で

参
考

に
で

き
な

い
か

。
・
こ

れ
だ

け
の

施
設

整
備

を
行

っ
て

も
な

お
、

需
要

に
対

し
認

可
保

育
園

が
不

足
し

て
い

る
よ

う
で

あ
れ

ば
、

認
可

外
保

育
施

設
を

認
証

保
育

施
設

等
に

引
き

上
げ

る
よ

う
検

討
す

る
の

も
一

案
で

は
な

い
か

。
例

え
ば

、
東

京
で

は
施

設
の

面
積

要
件

な
ど

一
定

の
条

件
を

ク
リ

ア
し

て
な

く
て

も
、

条
件

を
緩

和
し

た
認

証
保

育
な

ど
の

カ
テ

ゴ
リ

ー
を

設
け

対
応

し
て

い
る

。

佐
倉

市
ま

ち
・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

　
進

捗
管

理
シ

ー
ト

評
価

年
度

平
成

2
8
年

度

取
り

ま
と

め
推

進
課

子
育

て
支

援
課

基
本

目
標

3
：
若

い
世

代
の

結
婚

・
出

産
・
子

育
て

の
希

望
を

叶
え

ま
す

施
策

名
(3

)保
育

園
待

機
児

童
の

解
消

関
連

課
-

4
1
人

（
H

2
8
.4

.1
時

点
）

0
人

（
H

2
9
.4

.1
時

点
）

保
育

園
待

機
児

童
数

を
指

標
と

し
て

設
定

。
達

成
率

　
：
　

(（
実

績
値

　
-
　

初
期

値
）
　

/
　

（
目

標
値

　
-
　

初
期

値
）
)　

×
　

1
0
0
　

　
た

だ
し

、
保

育
園

待
機

児
童

数
が

初
期

値
よ

り
増

加
し

た
場

合
は

、
「
初

期
値

よ
り

増
加

し
た

」
と

記
載

す
る

。

達
成

率
初

期
値

よ
り

増
加

し
た

1
0
0
%

％
％

％

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

保
育

園
待

機
児

童
数

3
4
人

（
H

2
7
.4

.1
時

点
）

0
人

（
H

2
9
.4

.1
時

点
）

「
子

育
て

し
や

す
い

ま
ち

」
を

佐
倉

市
の

特
徴

と
す

る
た

め
に

、
待

機
児

童
ゼ

ロ
の

推
進

な
ど

保
育

サ
ー

ビ
ス

の
量

的
な

充
足

を
目

指
す

と
と

も
に

、
保

護
者

の
就

労
形

態
の

多
様

化
に

対
応

し
、

利
用

者
の

立
場

に
立

っ
た

保
育

サ
ー

ビ
ス

の
拡

充
を

進
め

ま
す

。

施
策

開
始

の
き

っ
か

け
「
子

育
て

し
や

す
い

ま
ち

」
を

目
指

す
中

で
、

待
機

児
童

の
解

消
は

解
決

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
喫

緊
の

課
題

で
あ

る
た

め
。

実
施

計
画

額
（
千

円
）

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
平

成
3
1
年

度

1
3
0
,7

5
4

3
5
,3

6
0

2
7
1
,0

7
0

1
1
,3

6
0

-48-



施
策

の
内

容

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

懇
話

会
意

見
等

懇
話

会
意

見
等

を
踏

ま
え

た
今

後
に

つ
い

て

災
害

時
に

助
産

師
が

使
用

す
る

資
機

材
を

備
蓄

し
て

お
く

こ
と

で
、

災
害

時
の

助
産

へ
の

安
心

感
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

助
産

師
会

の
助

産
師

と
と

も
に

在
庫

や
備

品
の

動
作

確
認

を
実

施
す

る
等

、
引

き
続

き
適

正
管

理
に

努
め

ま
す

。

1
0
0
%

1
0
0
%

％
％

評
価

（
Ｃ

ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
）

改
善

（
Ａ

ｃ
ｔｉ
ｏ

ｎ
）

％

助
産

師
災

害
活

動
用

必
要

物
品

の
充

足
率

を
指

標
と

し
て

設
定

。
平

成
2
7
年

度
事

業
で

あ
る

た
め

初
期

値
は

0
％

。
達

成
率

　
：　

(（
実

績
値

　
-
　

初
期

値
）
　

/
　

（目
標

値
　

-
　

初
期

値
）)

　
×

　
10

0

達
成

率

３
１

年
度

①
小

児
初

期
急

病
診

療
所

の
維

持
・
充

実

◆
一

般
医

療
機

関
が

診
療

を
行

っ
て

い
な

い
夜

間
及

び
休

日
に

お
い

て
、

小
児

内
科

の
一

次
救

急
医

療
機

関
と

し
て

診
療

業
務

を
実

施
。

◆
二

次
医

療
機

関
と

の
役

割
分

担
お

よ
び

連
携

体
制

の
構

築
。

年
間

を
通

し
て

、
夜

間
及

び
休

日
の

診
療

を
休

ま
ず

に
行

い
、

地
域

の
子

供
た

ち
が

安
心

し
て

医
療

を
受

け
ら

れ
る

体
制

を
整

備
す

る
こ

と
で

、
安

心
し

て
子

育
て

で
き

る
ま

ち
づ

く
り

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。

達
成

率
2
8
%

4
0
%

％
％

2
6
0
人

に
増

加

・
こ

れ
ま

で
も

、
市

民
カ

レ
ッ

ジ
に

お
い

て
事

業
の

紹
介

と
会

員
登

録
を

呼
び

か
け

て
ま

い
り

ま
し

た
が

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
カ

レ
ッ

ジ
な

ど
シ

ニ
ア

世
代

の
集

ま
る

機
会

を
捉

え
、

事
業

周
知

の
周

知
と

会
員

登
録

を
積

極
的

に
呼

び
か

け
て

ま
い

り
ま

す
。

利
用

料
金

の
設

定
に

つ
き

ま
し

て
は

、
近

隣
市

の
動

向
を

踏
ま

え
検

討
を

し
て

ま
い

り
ま

す
。

・
小

児
科

医
の

確
保

に
つ

き
ま

し
て

は
、

委
託

先
の

印
旛

市
郡

医
師

会
お

よ
び

印
旛

管
内

他
市

町
と

協
議

の
上

引
き

続
き

進
め

て
い

き
ま

す
。

今
後

と
も

、
診

療
体

制
の

維
持

・
充

実
に

努
め

て
ま

い
り

ま
す

。
・
使

用
期

限
の

あ
る

物
品

に
つ

き
ま

し
て

は
、

活
用

方
法

に
つ

い
て

今
後

検
討

し
て

ま
い

り
ま

す
。

・
フ

ァ
ミ

リ
ー

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

事
業

に
つ

い
て

は
、

提
供

会
員

と
利

用
会

員
の

バ
ラ

ン
ス

が
悪

い
。

説
明

会
や

広
報

記
事

で
も

周
知

が
不

十
分

と
思

わ
れ

、
市

民
カ

レ
ッ

ジ
や

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

カ
レ

ッ
ジ

で
提

供
会

員
へ

の
参

加
を

呼
び

か
け

で
は

ど
う

か
。

ま
た

、
利

用
会

員
が

提
供

会
員

に
支

払
う

金
額

を
上

げ
た

り
、

市
が

補
助

し
た

り
は

で
き

な
い

か
。

有
償

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

な
の

で
最

低
賃

金
以

上
で

あ
る

必
要

は
な

い
に

し
て

も
、

積
極

的
に

や
っ

て
み

よ
う

と
思

う
人

を
増

や
す

方
法

と
し

て
は

一
つ

の
方

法
で

は
な

い
か

と
思

わ
れ

る
。

・
小

児
救

急
は

子
ど

も
が

い
る

家
庭

に
と

っ
て

は
重

要
で

あ
る

。
小

児
初

期
急

病
診

療
所

は
印

旛
管

内
9
市

町
で

や
っ

て
い

る
も

の
で

は
あ

る
が

、
小

児
科

医
の

確
保

に
つ

い
て

、
予

算
も

含
め

、
市

と
し

て
も

維
持

・
充

実
に

努
め

て
ほ

し
い

。
・
助

産
師

災
害

活
動

用
必

要
物

品
の

確
保

に
つ

い
て

は
市

内
の

3
か

所
の

保
健

セ
ン

タ
ー

に
保

管
し

て
い

る
。

充
足

率
1
0
0％

と
あ

る
が

、
使

用
期

限
が

過
ぎ

て
し

ま
う

の
は

も
っ

た
い

な
い

。
被

災
地

に
送

り
出

す
と

か
、

近
隣

で
有

事
の

際
に

提
供

す
る

な
ど

、
使

用
期

限
の

あ
る

う
ち

に
使

っ
て

し
ま

う
方

法
も

検
討

さ
れ

た
い

。

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

助
産

師
災

害
活

動
用

必
要

物
品

の
充

足
率

0
％

（
平

成
2
6
年

度
）

1
0
0
％

（平
成

2
7
年

具
体

的
事

業

取
組

状
況

（
Ｄ

ｏ
）

③
フ

ァ
ミ

リ
ー

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

事
業

の
実

施

◆
1
,4

3
8
組

の
親

子
に

対
し

、
4
,1

87
回

の
支

援
活

動
を

行
っ

た
。

◆
利

用
会

員
入

会
説

明
会

の
開

催
（
1
2
回

、
参

加
者

数
1
1
1
人

）
◆

提
供

会
員

へ
の

研
修

会
の

開
催

（
2
4
回

、
参

加
者

数
8
1

人
）

サ
ー

ビ
ス

利
用

希
望

者
が

参
加

し
や

す
い

よ
う

、
地

域
の

身
近

な
会

場
で

説
明

会
を

開
催

、
そ

の
結

果
、

利
用

会
員

は
1
3
2人

増
加

。
提

供
会

員
の

説
明

会
も

同
様

に
、

市
内

の
地

域
で

満
遍

な
く
実

施
す

る
こ

と
で

参
加

を
促

し
た

が
、

1
5

人
の

増
加

に
と

ど
ま

っ
た

。
両

方
会

員
は

6
人

増
加

し
、

全
体

で
15

3
人

の
増

加
と

な
っ

た
。

依
然

と
し

て
、

利
用

会
員

数
に

比
べ

提
供

会
員

が
少

な
い

。
活

動
に

支
障

は
な

い
も

の
の

、
急

な
依

頼
時

な
ど

、
対

応
に

急
慮

す
る

場
面

も
出

て
き

て
い

る
こ

と
か

ら
、

あ
る

程
度

の
余

裕
あ

る
体

制
と

す
る

た
め

、
提

供
会

員
の

更
な

る
増

員
が

必
要

で
あ

る
。

引
き

続
き

、
当

該
事

業
の

周
知

を
図

り
、

提
供

会
員

へ
の

登
録

を
募

っ
て

い
く
。

②
災

害
時

に
お

け
る

妊
産

婦
・乳

幼
児

の
た

め
の

支
援

物
資

の
備

蓄

◆
助

産
師

会
の

助
産

師
と

協
議

を
行

い
、

災
害

時
に

助
産

師
が

使
用

す
る

資
機

材
を

購
入

し
た

。
（平

成
2
7年

度
）

・
胎

児
用

聴
診

器
、

新
生

児
用

聴
診

器
、

簡
易

ベ
ビ

ー
ベ

ッ
ド

等
備

品
・
分

娩
キ

ッ
ド

、
母

乳
ビ

ン
、

ガ
ー

ゼ
等

医
薬

材
料

・
助

産
師

名
入

れ
ビ

ブ
ス

、
ヘ

ル
メ

ッ
ト

等
消

耗
品

1
6
9
人

1
8
4
人

フ
ァ

ミ
リ

ー
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
事

業
に

お
け

る
提

供
会

員
数

を
指

標
と

し
て

設
定

。
平

成
2
6
年

度
の

実
績

値
を

初
期

値
と

し
た

。
達

成
率

　
：　

(（
実

績
値

　
-
　

初
期

値
）
　

/
　

（目
標

値
　

-
　

初
期

値
）)

　
×

　
10

0

現
在

の
診

療
体

制
を

維
持

し
て

い
く
た

め
、

施
設

設
備

の
不

具
合

の
改

善
等

に
取

り
組

み
、

安
心

し
て

診
療

を
受

け
ら

れ
る

環
境

を
整

備
す

る
。

ま
た

、
医

師
不

足
解

消
の

た
め

の
具

体
的

な
取

り
組

み
に

つ
い

て
、

医
師

会
と

協
議

の
上

進
め

て
い

く
。

達
成

率

２
９

年
度

３
０

年
度

市
民

意
識

調
査

に
お

い
て

、
子

育
て

支
援

に
つ

い
て

満
足

及
び

や
や

満
足

と
感

じ
る

市
民

の
割

合
を

指
標

と
し

て
設

定
。

達
成

率
　

：　
(（

実
績

値
　

-
　

初
期

値
）
　

/
　

（目
標

値
　

-
　

初
期

値
）)

　
×

　
10

0

1
0
0%

1
0
0%

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

佐
倉

市
ま

ち
・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

　
進

捗
管

理
シ

ー
ト

評
価

年
度

平
成

2
8
年

度

取
り

ま
と

め
推

進
課

子
育

て
支

援
課

基
本

目
標

3
：若

い
世

代
の

結
婚

・出
産

・
子

育
て

の
希

望
を

叶
え

ま
す

施
策

名
(4

)安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

地
域

づ
く

り
関

連
課

健
康

増
進

課
・
社

会
教

育
課

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

％
フ

ァ
ミ

リ
ー

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

事
業

に
お

け
る

提
供

会
員

数
1
3
4人

（
平

成
2
6
年

度
）

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

安
心

し
て

子
ど

も
を

産
み

育
て

ら
れ

る
ま

ち
と

感
じ

る
者

の
割

合
（
再

掲
）

-
5
0
％

以
上

4
7
.0

%
4
8
.6

%
9
4
.0

%
9
7
.2

%
％

％
％

・
い

ざ
と

い
う

と
き

で
も

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

地
域

づ
く
り

の
た

め
、

地
元

医
師

会
、

歯
科

医
師

会
、

市
内

の
病

院
と

連
携

し
、

休
日

当
番

医
、

休
日

夜
間

急
病

診
療

所
及

び
小

児
初

期
急

病
診

療
所

の
救

急
医

療
体

制
の

維
持

・
充

実
を

図
り

ま
す

。
・
災

害
時

に
お

け
る

妊
産

婦
・
乳

幼
児

の
た

め
の

支
援

物
資

の
備

蓄
を

進
め

ま
す

。
・
子

育
て

を
社

会
全

体
で

行
っ

て
い

く
必

要
性

に
つ

い
て

意
識

啓
発

を
図

る
と

と
も

に
、

フ
ァ

ミ
リ

ー
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
事

業
な

ど
に

よ
り

、
地

域
に

お
け

る
子

育
て

の
相

互
援

助
を

支
援

し
ま

す
。

施
策

開
始

の
き

っ
か

け
若

い
世

代
の

定
住

を
促

進
す

る
た

め
に

は
、

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

地
域

づ
く
り

が
不

可
欠

で
あ

る
た

め
。

実
施

計
画

額
（
千

円
）

平
成

28
年

度
平

成
29

年
度

平
成

3
0年

度
平

成
3
1
年

度

1
6
9
,0

8
8

1
7
3
,4

4
6

1
7
6
,8

9
3

1
7
8
,0

0
3
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施
策

の
内

容

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

懇
話

会
意

見
等

懇
話

会
意

見
等

を
踏

ま
え

た
今

後
に

つ
い

て

平
成

3
0
年

度
平

成
3
1
年

度

4
4
,5

6
1

54
,6

45
1
1,

8
1
4

8
,3

8
0

施
策

開
始

の
き

っ
か

け

・
郷

土
佐

倉
に

対
す

る
誇

り
や

愛
着

を
育

む
こ

と
を

目
的

と
す

る
「
佐

倉
学

」
を

普
及

・
定

着
さ

せ
、

市
民

の
転

出
を

抑
制

す
る

。
・
献

立
に

地
場

産
物

や
佐

倉
の

歴
史

に
ち

な
ん

だ
メ

ニ
ュ

ー
を

取
り

入
れ

る
な

ど
、

学
校

給
食

を
通

し
て

、
家

庭
・
地

域
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

食
育

を
推

進
し

、
市

民
の

転
出

を
抑

制
、

転
入

を
促

進
す

る
。

実
施

計
画

額
（
千

円
）

※
臨

時
経

費
の

積
み

上
げ

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度

全
小

中
学

校
で

実
施

す
る

こ
と

を
維

持
す

る
。

達
成

率
目

標
達

成
目

標
達

成
％

％
％

3
4
校

3
4
校

・
小

中
学

生
の

社
会

科
学

習
で

の
展

示
物

見
学

や
探

求
活

動
及

び
、

中
学

生
に

よ
る

職
場

体
験

学
習

を
今

後
も

推
進

し
て

ま
い

り
ま

す
。

ま
た

、
教

職
員

に
よ

る
歴

博
資

料
を

使
っ

て
の

授
業

づ
く
り

研
修

会
等

、
職

員
研

修
が

更
に

充
実

し
た

も
の

に
な

る
よ

う
働

き
か

け
て

ま
い

り
ま

す
。

ま
た

、
授

業
以

外
に

も
小

中
学

生
が

個
人

的
に

学
習

す
る

際
は

、
無

料
で

入
館

す
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

な
ど

を
各

学
校

に
周

知
し

、
今

後
も

連
携

を
積

極
的

に
進

め
て

ま
い

り
ま

す
。

・
自

校
式

の
お

い
し

い
給

食
や

、
食

器
、

地
産

地
消

の
食

材
、

佐
倉

に
ゆ

か
り

の
あ

る
献

立
な

ど
に

つ
い

て
、

給
食

だ
よ

り
や

市
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
で

、
一

層
の

広
報

に
努

め
ま

す
。

ま
た

、
給

食
試

食
会

等
、

給
食

を
実

際
に

食
べ

て
も

ら
う

機
会

を
設

定
し

、
佐

倉
の

給
食

の
良

さ
を

実
感

し
て

も
ら

え
る

努
力

を
し

ま
す

。
・
市

内
の

各
歴

史
的

施
設

の
広

報
を

行
う

と
共

に
、

佐
倉

学
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

ま
た

、
佐

倉
学

検
定

を
実

施
し

、
多

様
な

面
か

ら
佐

倉
の

よ
さ

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
ら

れ
る

よ
う

に
し

ま
す

。

・
歴

博
は

佐
倉

か
ら

日
本

に
誇

る
大

き
な

教
育

機
関

で
あ

り
、

連
携

を
推

進
し

て
も

ら
い

た
い

。
佐

倉
市

内
の

子
ど

も
た

ち
や

教
員

の
歴

博
見

学
・
研

究
・
職

場
体

験
を

さ
ら

に
推

進
し

、
授

業
以

外
で

も
見

学
に

行
け

る
身

近
な

施
設

と
し

て
浸

透
さ

せ
る

取
組

み
を

図
っ

て
ほ

し
い

。
・
自

校
方

式
で

美
味

し
い

こ
と

や
食

器
へ

の
こ

だ
わ

り
な

ど
佐

倉
市

の
給

食
教

育
は

優
れ

て
お

り
、

佐
倉

学
に

基
づ

い
た

郷
土

色
の

あ
る

給
食

は
も

っ
と

広
報

す
べ

き
で

あ
る

。
・
郷

土
の

歴
史

を
知

ら
な

い
大

人
も

多
い

。
子

ど
も

で
も

郷
土

が
理

解
で

き
る

施
設

を
作

り
、

佐
倉

の
特

長
を

も
っ

と
紹

介
し

て
は

ど
う

か
。

美
術

館
や

歴
博

と
併

せ
て

見
学

で
き

る
よ

う
に

す
れ

ば
、

そ
れ

が
佐

倉
市

の
宣

伝
に

な
る

。

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

自
校

式
給

食
を

活
用

し
て

食
育

を
推

進
し

て
い

る
市

内
小

中
学

校
の

率
1
0
0
％

（
3
4
校

/
3
4
校

）
（
平

成
2
6
年

度
）

1
0
0
％

（
3
4
校

/
3
4
校

）
を

継
続

具
体

的
事

業

取
組

状
況

（
Ｄ

ｏ
）

評
価

（
Ｃ

ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
）

改
善

（
Ａ

ｃ
ｔｉ
ｏ

ｎ
）

①
「
佐

倉
学

」
の

推
進

①
各

小
学

校
の

６
年

児
童

に
改

訂
版

佐
倉

学
副

読
本

「
ふ

る
さ

と
佐

倉
の

歴
史

」
を

配
付

し
た

。
②

市
外

か
ら

の
異

動
教

員
や

新
規

採
用

教
員

等
に

、
佐

倉
学

研
修

会
を

実
施

し
た

。
③

佐
倉

学
の

研
究

モ
デ

ル
校

を
指

定
し

、
研

究
実

践
を

進
め

た
。

・
Ｋ

Ｐ
Ｉ（

教
育

課
程

に
位

置
づ

け
て

佐
倉

学
に

取
り

組
ん

で
い

る
市

内
小

中
学

校
の

率
）
は

1
0
0
％

を
維

持
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
佐

倉
学

を
初

め
て

指
導

す
る

教
員

が
、

佐
倉

の
先

覚
者

や
、

地
域

の
遺

跡
等

、
佐

倉
学

の
基

礎
・
基

本
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
社

会
科

の
学

習
や

総
合

的
な

学
習

、
道

徳
の

時
間

を
通

し
て

、
佐

倉
学

の
学

習
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。

・
市

内
か

ら
の

異
動

者
と

新
規

採
用

教
員

の
た

め
に

、
佐

倉
学

研
修

会
を

継
続

し
て

い
く
。

・
次

期
学

習
指

導
要

領
の

内
容

に
合

わ
せ

た
佐

倉
学

の
取

組
に

つ
い

て
研

究
モ

デ
ル

校
と

連
携

を
深

め
て

い
く
。

・
佐

倉
学

検
定

を
実

施
し

、
佐

倉
学

に
対

す
る

意
識

を
高

め
る

と
と

も
に

市
民

に
広

く
広

報
し

、
佐

倉
学

へ
の

理
解

を
深

め
る

。

②
自

校
式

給
食

を
活

用
し

た
食

育
の

推
進

①
津

田
仙

ゆ
か

り
の

メ
ニ

ュ
ー

を
全

校
（
3
4
校

）
で

実
施

し
た

。
②

佐
倉

市
教

育
の

日
（
1
1
月

1
6
日

）
を

中
心

に
、

佐
倉

・
城

下
町

4
0
0
年

記
念

メ
ニ

ュ
ー

「
お

殿
様

献
立

」
を

全
校

（
3
4

校
）
で

実
施

し
た

。

・
Ｋ

Ｐ
Ｉ（

自
校

式
給

食
を

活
用

し
て

食
育

を
推

進
し

て
い

る
市

内
小

中
学

校
の

率
）
は

1
0
0
％

を
維

持
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
津

田
仙

ゆ
か

り
の

メ
ニ

ュ
ー

や
、

お
殿

様
献

立
の

実
施

等
に

よ
り

、
地

域
の

食
文

化
へ

の
理

解
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
ク

ラ
ラ

・
ホ

イ
ッ

ト
ニ

ー
の

西
洋

料
理

を
取

り
入

れ
た

献
立

を
全

校
（
3
4
校

）
で

実
施

し
た

。
地

域
の

食
文

化
へ

の
理

解
を

更
に

深
め

る
よ

う
、

継
続

し
て

実
施

し
て

い
く
。

佐
倉

市
ま

ち
・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

　
進

捗
管

理
シ

ー
ト

評
価

年
度

平
成

2
8
年

度

取
り

ま
と

め
推

進
課

指
導

課
基

本
目

標
3
：
若

い
世

代
の

結
婚

・
出

産
・
子

育
て

の
希

望
を

叶
え

ま
す

施
策

名
(5

)地
域

の
特

色
を

活
か

し
た

教
育

の
推

進
関

連
課

教
育

セ
ン

タ
ー

全
小

中
学

校
で

実
施

す
る

こ
と

を
維

持
す

る
。

達
成

率
目

標
達

成

3
4
校 目

標
達

成
％

％

・
郷

土
佐

倉
に

対
す

る
誇

り
や

愛
着

を
育

む
こ

と
を

目
的

と
す

る
「
佐

倉
学

」
を

普
及

、
定

着
さ

せ
、

市
民

の
転

出
を

抑
制

す
る

こ
と

に
も

寄
与

し
ま

す
。

・
献

立
に

地
場

産
物

や
佐

倉
の

歴
史

に
ち

な
ん

だ
メ

ニ
ュ

ー
を

取
り

入
れ

る
な

ど
、

学
校

給
食

を
通

し
て

、
家

庭
・
地

域
と

連
携

を
は

か
り

な
が

ら
食

育
を

推
進

し
ま

す
。

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

教
育

課
程

に
位

置
づ

け
て

佐
倉

学
に

取
り

組
ん

で
い

る
市

内
小

中
学

校
の

率
1
0
0
％

（
3
4
校

/
3
4
校

）
（
平

成
2
6
年

度
）

1
0
0
％

（
3
4
校

/
3
4
校

）
を

維
持

3
4
校

％
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施
策

の
内

容

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

達
成

率
初

期
値

を
下

回
っ

た
初

期
値

を
下

回
っ

た
％

％
％

第
６

期
佐

倉
市

高
齢

者
福

祉
・
介

護
計

画
の

重
点

施
策

。
目

標
値

は
、

市
民

意
識

調
査

に
「
市

の
介

護
予

防
の

取
組

を
知

っ
て

い
ま

し
た

か
。

」
と

い
う

項
目

を
設

定
。

達
成

率
　

：
　

(（
実

績
値

　
-
　

初
期

値
）
　

/
　

（
目

標
値

　
-
　

初
期

値
）
)　

×
　

1
0
0
　

　
た

だ
し

、
実

績
値

が
初

期
値

を
下

回
っ

た
場

合
、

「
初

期
値

を
下

回
っ

た
」
と

記
載

す
る

。

3
8
.6

%
％

％

4
2
.8

%
43

.0
0
%

３
１

年
度

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

介
護

予
防

事
業

の
認

知
度

2
5
.1

％
（
平

成
2
6
年

度
）

5
0
％

に
増

加
2
2
.7

%
2
0
.1

0
%

3
6
.8

%

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

の
認

知
度

3
8
.6

％
（
平

成
2
6
年

度
）

5
0
％

に
増

加

％

第
６

期
佐

倉
市

高
齢

者
福

祉
・
介

護
計

画
の

重
点

施
策

。
目

標
値

は
、

市
民

意
識

調
査

に
「
高

齢
者

の
た

め
の

相
談

窓
口

で
あ

る
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
を

知
っ

て
い

ま
す

か
。

」
と

い
う

項
目

を
設

定
。

達
成

率
　

：
　

(（
実

績
値

　
-
　

初
期

値
）
　

/
　

（
目

標
値

　
-
　

初
期

値
）
)　

×
　

1
0
0達

成
率

達
成

率
2
8
.9

%
5
9
.5

%
％

％
％

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

数
（
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
の

累
計

受
講

者
数

）
1
1
,7

9
5
人

（
平

成
2
6
年

度
）

2
0
,0

0
0
人

に
増

加
1
4
,1

6
5
人

1
6
,6

7
6

第
６

期
佐

倉
市

高
齢

者
福

祉
・
介

護
計

画
の

重
点

施
策

。
目

標
値

は
、

平
成

3
7
年

度
ま

で
に

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

数
3
0
,0

0
0
人

を
目

標
と

し
て

お
り

、
か

つ
年

間
2
,0

0
0
人

ず
つ

養
成

し
た

場
合

の
到

達
値

を
設

定
。

達
成

率
　

：
　

(（
実

績
値

　
-
　

初
期

値
）
　

/
　

（
目

標
値

　
-
　

初
期

値
）
)　

×
　

1
0
0

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

佐
倉

市
ま

ち
・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

　
進

捗
管

理
シ

ー
ト

評
価

年
度

平
成

2
8
年

度

取
り

ま
と

め
推

進
課

高
齢

者
福

祉
課

基
本

目
標

４
：
将

来
に

わ
た

っ
て

住
み

続
け

た
い

と
思

え
る

「
ま

ち
」
を

つ
く
り

ま
す

施
策

名
(1

)高
齢

者
が

住
み

慣
れ

た
地

域
で

安
心

し
て

生
活

で
き

る
体

制
整

備
関

連
課

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

-
-

％
％

％

第
６

期
佐

倉
市

高
齢

者
福

祉
・
介

護
計

画
の

重
点

施
策

。
目

標
値

は
、

在
宅

医
療

・
介

護
連

携
推

進
事

業
（
介

護
保

険
法

第
1
1
5
条

の
4
5
第

2
項

第
4
号

）
の

開
始

に
あ

た
り

市
内

医
療

機
関

に
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

し
た

実
績

値
を

参
考

に
設

定
。

（
第

６
期

佐
倉

市
高

齢
者

福
祉

・
介

護
計

画
策

定
時

(法
定

3
年

毎
)の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
項

目
で

あ
る

た
め

平
成

2
7
年

度
は

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
未

実
施

）

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

在
宅

医
療

・
介

護
の

連
携

が
で

き
て

い
る

機
関

の
割

合
6
1
.9

％
（
平

成
2
6
年

度
）

9
5
％

に
増

加
未

調
査

未
調

査
※

2
9
年

度
調

査
予

定

達
成

率

・
高

齢
者

が
生

き
が

い
を

感
じ

、
住

み
慣

れ
た

地
域

で
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
よ

う
、

生
き

が
い

の
支

援
、

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

の
機

能
強

化
、

認
知

症
施

策
の

推
進

、
在

宅
医

療
・
介

護
連

携
の

推
進

、
生

活
支

援
・
介

護
予

防
の

充
実

な
ど

を
図

り
、

更
な

る
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

整
備

を
推

進
し

ま
す

。

施
策

開
始

の
き

っ
か

け

団
塊

の
世

代
が

７
５

歳
以

上
と

な
る

２
０

２
５

年
を

目
途

に
、

重
度

な
要

介
護

状
態

と
な

っ
て

も
住

み
慣

れ
た

地
域

で
自

分
ら

し
い

暮
ら

し
を

人
生

の
最

後
ま

で
続

け
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
医

療
・

介
護

・
予

防
・
住

ま
い

・
生

活
支

援
が

包
括

的
に

確
保

さ
れ

る
体

制
（
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
）

の
構

築
を

実
現

す
る

た
め

。

実
施

計
画

額
（
千

円
）

※
臨

時
経

費
の

積
み

上
げ

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
平

成
3
1
年

度

0
0

0
0

-51-



①
介

護
予

防
普

及
啓

発
事

業
（
講

演
会

、
教

室
、

出
前

講
座

等
）
1
,2

8
8
回

　
2
2
,7

5
2
人

②
介

護
予

防
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

養
成

・
育

成
（
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
登

録
数

1
4
4
人

）
③

体
操

会
の

実
施

（
2
団

体
）
や

活
動

費
の

補
助

（
2
7
団

体
）

④
介

護
予

防
活

動
に

つ
い

て
、

広
報

さ
く
ら

や
ケ

ー
ブ

ル
テ

レ
ビ

で
の

特
集

な
ど

積
極

的
な

広
報

周
知

を
行

い
、

介
護

予
防

活
動

に
取

り
組

む
団

体
や

市
民

を
増

や
す

こ
と

が
で

き
た

。

①
介

護
予

防
普

及
啓

発
事

業
は

、
前

年
度

に
比

べ
多

く
の

方
に

参
加

し
て

い
た

だ
く
こ

と
が

で
き

た
。

②
介

護
予

防
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
は

、
市

や
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

介
護

予
防

事
業

や
地

域
に

お
け

る
自

主
活

動
等

で
活

躍
し

て
い

た
だ

く
こ

と
が

で
き

た
。

今
後

は
、

地
域

に
お

い
て

自
主

活
動

が
活

発
に

で
き

る
た

め
の

仕
組

み
が

必
要

。
③

住
民

が
主

体
と

な
っ

て
活

動
で

き
る

よ
う

体
操

会
や

活
動

費
の

補
助

を
行

え
た

の
で

、
次

年
度

以
降

拡
大

し
て

い
く
。

各
事

業
の

評
価

は
上

記
の

と
お

り
で

あ
る

が
、

市
の

介
護

予
防

事
業

の
認

知
度

は
初

期
値

を
下

回
っ

て
い

る
状

況
に

あ
る

。
こ

れ
を

向
上

さ
せ

る
た

め
に

は
、

身
近

な
場

所
で

介
護

予
防

に
取

り
組

む
市

民
団

体
へ

の
支

援
を

充
実

さ
せ

、
さ

ら
に

多
く
の

参
加

者
を

増
や

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

多
く
の

高
齢

者
が

介
護

予
防

の
活

動
に

取
組

み
、

そ
れ

ら
の

活
動

が
生

き
が

い
や

役
割

づ
く
り

と
な

る
た

め
に

は
、

身
近

な
地

域
で

継
続

的
に

介
護

予
防

の
活

動
を

さ
ら

に
充

実
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
こ

の
た

め
、

専
門

職
に

よ
る

活
動

支
援

（
体

操
会

等
）
や

活
動

費
の

補
助

を
継

続
し

て
行

っ
て

い
く
。

ま
た

、
介

護
予

防
の

活
動

が
さ

ら
に

充
実

・
拡

大
し

て
い

け
る

よ
う

交
流

会
の

開
催

や
広

報
周

知
を

図
る

。

③
多

様
な

生
活

支
援

サ
ー

ビ
ス

の
充

実

①
医

療
・
介

護
・
福

祉
・
保

健
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築

①
日

常
生

活
圏

域
に

委
託

型
の

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

を
各

１
箇

所
（
合

計
５

箇
所

）
設

置
し

、
高

齢
者

や
そ

の
家

族
な

ど
を

身
近

な
地

域
で

サ
ポ

ー
ト

（
相

談
対

応
件

数
4
,2

8
5
件

）
②

地
域

ケ
ア

会
議

の
開

催
（
3
0
回

）
③

在
宅

医
療

・
介

護
の

連
携

推
進

・
・
・
佐

倉
市

在
宅

医
療

・
介

護
連

絡
会

議
の

開
催

（
H

2
8
.6

、
H

2
8
.1

1
）
、

多
職

種
連

携
研

修
の

開
催

(H
2
8
.8

）

①
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
（
5
3
回

実
施

、
2
,5

1
1
人

が
受

講
）

②
認

知
症

地
域

支
援

推
進

員
を

各
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
内

に
1
名

ず
つ

配
置

③
認

知
症

カ
フ

ェ
を

日
常

生
活

圏
域

に
各

1
箇

所
（
合

計
5

か
所

）
委

託
に

よ
り

開
設

（
H

2
7
.9

～
）

④
認

知
症

高
齢

者
声

か
け

訓
練

を
し

づ
が

原
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
と

実
施

（
H

2
9
.2

）

小
・
中

学
校

や
民

間
企

業
（
郵

便
局

、
病

院
、

コ
ン

ビ
ニ

等
）
に

お
い

て
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
を

開
催

し
、

年
間

目
標

値
で

あ
る

2
,0

0
0
人

を
超

え
て

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
認

知
症

の
人

と
そ

の
家

族
を

地
域

で
支

援
す

る
体

制
を

整
え

る
た

め
、

認
知

症
カ

フ
ェ

を
地

域
の

介
護

人
材

を
活

用
し

て
開

設
す

る
と

と
も

に
、

認
知

症
高

齢
者

へ
の

声
か

け
訓

練
を

ま
ち

協
と

連
携

し
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

認
知

症
の

対
応

の
遅

れ
を

防
ぐ

た
め

、
医

療
・
介

護
職

に
よ

る
早

期
対

応
・
早

期
支

援
の

仕
組

み
を

検
討

す
る

。
認

知
症

の
人

が
住

み
慣

れ
た

地
域

で
安

心
し

て
暮

ら
し

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

正
し

い
知

識
の

理
解

を
推

進
す

る
た

め
の

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

講
座

を
継

続
的

に
開

催
す

る
と

と
も

に
、

地
域

団
体

と
の

協
働

に
よ

り
見

守
り

体
制

の
強

化
を

推
進

し
て

い
く
。

生
活

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
市

内
５

ヵ
所

の
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
内

に
配

置
し

、
高

齢
者

の
生

活
を

支
え

る
仕

組
み

づ
く
り

に
取

り
組

ん
だ

。

各
圏

域
の

生
活

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

が
地

域
を

巡
回

し
、

関
係

者
や

関
係

機
関

か
ら

得
ら

れ
た

資
源

（
買

物
や

掃
除

、
調

理
、

洗
濯

等
の

日
常

生
活

で
必

要
な

家
事

援
助

や
交

流
の

場
・
通

い
の

場
な

ど
）
の

情
報

を
、

市
が

と
り

ま
と

め
「
地

域
の

支
え

合
い

助
け

合
い

リ
ス

ト
」
を

発
行

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

生
活

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

が
地

域
に

出
向

き
活

動
す

る
こ

と
で

、
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

認
知

度
も

増
加

し
た

が
、

目
標

達
成

に
向

け
て

は
、

更
な

る
取

組
み

が
必

要
で

あ
る

。

高
齢

者
の

生
活

支
援

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

た
め

、
地

区
社

会
福

祉
協

議
会

や
自

治
会

・
町

内
会

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
等

の
地

域
を

支
え

る
皆

様
の

ご
協

力
を

い
た

だ
き

な
が

ら
、

引
き

続
き

生
活

支
援

の
仕

組
み

づ
く
り

を
進

め
て

行
く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

②
介

護
予

防
の

推
進

具
体

的
事

業

取
組

状
況

（
Ｄ

ｏ
）

評
価

（
Ｃ

ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
）

改
善

（
Ａ

ｃ
ｔｉ
ｏ

ｎ
）

④
認

知
症

施
策

の
推

進

様
々

な
機

関
と

連
携

・
協

力
し

な
が

ら
事

業
を

実
施

で
き

た
が

、
K
P

I（
在

宅
医

療
・
介

護
の

連
携

が
で

き
て

い
る

機
関

の
割

合
を

9
5
％

に
増

加
）
の

達
成

状
況

に
つ

い
て

は
把

握
で

き
て

い
な

い
。

K
P

Iの
達

成
状

況
を

把
握

す
る

た
め

、
市

内
医

療
機

関
が

介
護

関
係

者
等

と
連

携
が

図
れ

て
い

る
か

調
査

を
行

う
。

ま
た

、
在

宅
医

療
・
介

護
連

携
推

進
事

業
に

お
い

て
平

成
3
0
年

3
月

末
ま

で
に

8
つ

の
事

業
項

目
全

て
を

実
施

す
る

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

た
め

、
順

次
取

組
を

進
め

る
こ

と
で

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

強
化

を
図

る
。
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懇
話

会
意

見
等

懇
話

会
意

見
等

を
踏

ま
え

た
今

後
に

つ
い

て

・
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
の

教
材

に
つ

い
て

、
他

の
事

業
で

も
参

考
と

で
き

る
よ

う
活

用
方

法
を

検
討

し
て

ま
い

り
ま

す
。

・
介

護
予

防
の

認
知

度
を

高
め

る
た

め
、

広
報

や
回

覧
に

よ
る

周
知

の
他

、
介

護
予

防
に

取
組

む
必

要
性

の
高

い
方

に
は

個
別

通
知

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
地

域
で

介
護

予
防

活
動

に
取

り
組

む
必

要
性

に
つ

い
て

周
知

を
図

り
、

市
民

の
主

体
的

な
取

り
組

み
を

推
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

介
護

予
防

の
認

知
度

を
高

め
ま

す
。

・
佐

倉
わ

く
わ

く
体

操
等

の
「
通

い
の

場
」
や

介
護

予
防

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
活

動
は

、
仲

間
づ

く
り

や
地

域
に

入
っ

て
い

く
き

っ
か

け
づ

く
り

と
な

っ
て

い
ま

す
。

今
後

も
関

係
各

課
と

連
携

し
な

が
ら

介
護

予
防

活
動

を
普

及
し

て
い

け
る

よ
う

努
め

て
ま

い
り

ま
す

。
・
現

在
、

交
通

に
関

す
る

各
課

の
取

組
み

に
つ

い
て

情
報

共
有

を
図

る
場

を
設

け
て

い
ま

す
。

ま
た

、
事

業
者

や
団

体
等

の
地

域
連

携
を

推
進

す
る

た
め

、
本

年
度

、
市

民
や

事
業

者
を

対
象

と
し

た
研

修
会

を
開

催
し

、
各

日
常

生
活

圏
域

に
配

置
さ

れ
た

生
活

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
紹

介
や

そ
の

役
割

等
の

周
知

を
図

っ
て

参
り

ま
し

た
。

今
後

も
引

き
続

き
、

こ
れ

ら
に

取
り

組
ん

で
参

り
ま

す
。

・
地

域
の

人
材

活
用

に
つ

き
ま

し
て

は
、

現
在

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

グ
ル

ー
プ

の
活

動
支

援
等

に
取

組
ん

で
い

る
佐

倉
市

社
会

福
祉

協
議

会
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

等
と

連
携

し
、

検
討

し
て

参
り

ま
す

。

・
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
、

地
域

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

の
体

操
教

室
な

ど
認

知
度

・
参

加
者

が
多

い
が

、
介

護
予

防
事

業
の

認
知

度
は

非
常

に
低

い
。

高
齢

者
の

疾
病

予
防

を
目

的
と

す
る

事
業

の
浸

透
率

を
高

め
る

取
組

み
を

一
層

推
進

し
て

ほ
し

い
。

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

講
座

で
活

用
す

る
ビ

デ
オ

は
非

常
に

理
解

し
や

す
く
、

家
族

も
助

か
る

の
で

、
他

の
事

業
で

も
参

考
に

さ
れ

た
い

。
・
高

齢
者

へ
の

対
応

は
今

後
の

最
大

の
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

移
動

難
民

、
買

い
物

難
民

は
、

交
通

シ
ス

テ
ム

や
民

間
事

業
者

の
ほ

か
多

角
的

な
視

野
で

問
題

を
解

決
す

る
必

要
が

あ
る

。
福

祉
部

・
自

治
人

権
推

進
課

・
都

市
計

画
課

な
ど

全
庁

横
断

的
に

連
携

し
て

取
り

組
ん

で
い

た
だ

き
た

い
。

ま
た

、
高

齢
者

問
題

の
解

決
は

民
間

事
業

者
や

地
域

団
体

と
の

連
携

を
積

極
的

に
と

っ
て

ほ
し

い
。

生
活

支
援

サ
ー

ビ
ス

、
家

事
援

助
サ

ー
ビ

ス
な

ど
は

民
間

事
業

者
に

と
っ

て
も

地
域

で
の

評
価

に
つ

な
が

る
が

、
個

店
同

士
が

連
携

す
る

の
は

容
易

で
な

い
。

地
域

の
事

業
者

の
連

携
を

支
援

し
た

り
、

生
活

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

と
の

連
携

の
橋

渡
し

を
す

る
な

ど
、

行
政

が
地

域
連

携
の

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

に
な

る
よ

う
努

め
て

ほ
し

い
。

・
退

職
後

の
男

性
の

居
場

所
づ

く
り

は
重

要
で

あ
る

。
男

性
が

集
ま

っ
て

話
が

で
き

る
カ

フ
ェ

な
ど

居
場

所
づ

く
り

を
地

域
で

つ
く
れ

な
い

も
の

か
。

健
康

不
安

を
抱

え
る

人
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

し
た

「
わ

く
わ

く
体

操
」
は

福
祉

目
的

が
事

業
主

旨
だ

が
、

こ
れ

に
参

加
す

る
こ

と
で

仲
間

づ
く
り

が
で

き
、

結
果

的
に

地
域

に
入

っ
て

行
く
き

っ
か

け
と

な
る

。
公

的
機

関
は

事
業

主
旨

や
部

局
を

超
え

て
、

定
年

後
の

人
材

活
用

に
波

及
す

る
よ

う
な

き
っ

か
け

づ
く

り
を

広
い

視
野

で
取

り
組

ん
で

ほ
し

い
。
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施
策

の
内

容

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

国
の

「
が

ん
対

策
推

進
基

本
計

画
」
（
H

2
4
～

H
2
8
）
、

市
の

「
健

康
さ

く
ら

2
1
（
第

2
次

）
」
（
H

2
5
～

H
3
4
）
に

よ
る

も
の

。
　

●
平

成
2
8
年

度
の

検
診

受
診

率
は

、
算

定
時

の
分

母
と

な
る

対
象

者
人

口
に

つ
い

て
、

国
の

通
知

に
よ

り
変

更
が

あ
っ

た
た

め
、

見
か

け
上

、
平

成
2
7
年

度
の

受
診

率
に

対
し

て
下

落
し

た
表

示
と

な
っ

て
い

る
。

＜
対

象
者

人
口

の
変

更
内

容
＞

①
平

成
2
7
年

度
ま

で
　

国
勢

調
査

を
基

に
農

林
水

産
業

を
含

む
就

業
者

人
口

を
除

い
た

市
区

町
村

人
口

5
2
,4

7
9
人

、
②

平
成

2
8
年

度
か

ら
　

市
区

町
村

の
検

診
対

象
年

齢
人

口
1
1
1
,3

3
5
人

　
●

従
来

の
算

定
方

法
で

は
、

平
成

2
8
年

度
の

受
診

率
は

3
5
.6

％
、

達
成

率
は

4
.0

％
で

あ
る

。
達

成
率

　
：
　

(（
実

績
値

　
-
　

初
期

値
）
　

/
　

（
目

標
値

　
-
　

初
期

値
）
)　

×
　

1
0
0

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

達
成

率
8
.7

%
初

期
値

を
下

回
っ

た
％

％
％

肺
が

ん
検

診
の

受
診

率
3
5
.0

%
（
平

成
2
6
年

度
）

5
0
％

に
増

加
3
6
.3

%
1
6
.8

%

国
の

「
が

ん
対

策
推

進
基

本
計

画
」
（
H

2
4
～

H
2
8
）
、

市
の

「
健

康
さ

く
ら

2
1
（
第

2
次

）
」
（
H

2
5
～

H
3
4
）
に

よ
る

も
の

。
　

●
平

成
2
8
年

度
の

検
診

受
診

率
は

、
算

定
時

の
分

母
と

な
る

対
象

者
人

口
に

つ
い

て
、

国
の

通
知

に
よ

り
変

更
が

あ
っ

た
た

め
、

見
か

け
上

、
平

成
2
7
年

度
の

受
診

率
に

対
し

て
下

落
し

た
表

示
と

な
っ

て
い

る
。

　
＜

対
象

者
人

口
の

変
更

内
容

＞
①

平
成

2
7
年

度
ま

で
　

国
勢

調
査

を
基

に
農

林
水

産
業

を
含

む
就

業
者

人
口

を
除

い
た

市
区

町
村

人
口

5
2
,4

7
9
人

、
②

平
成

2
8
年

度
か

ら
　

市
区

町
村

の
検

診
対

象
年

齢
人

口
1
1
1
,3

3
5
人

　
●

従
来

の
算

定
方

法
で

は
、

平
成

2
8
年

度
の

受
診

率
は

3
3
.0

％
、

達
成

率
は

5
.0

％
で

あ
る

。
達

成
率

　
：
　

(（
実

績
値

　
-
　

初
期

値
）
　

/
　

（
目

標
値

　
-
　

初
期

値
）
)　

×
　

1
0
0

３
１

年
度

大
腸

が
ん

検
診

の
受

診
率

3
2
.1

%
（
平

成
2
6
年

度
）

5
0
％

に
増

加
3
4
.8

%
1
5
.6

%
達

成
率

国
の

「
が

ん
対

策
推

進
基

本
計

画
」
（
H

2
4
～

H
2
8
）
、

市
の

「
健

康
さ

く
ら

2
1
（
第

2
次

）
」
（
H

2
5
～

H
3
4
）
に

よ
る

も
の

。
  

●
平

成
2
8
年

度
の

検
診

受
診

率
は

、
算

定
時

の
分

母
と

な
る

対
象

者
人

口
に

つ
い

て
、

国
の

通
知

に
よ

り
変

更
が

あ
っ

た
た

め
、

見
か

け
上

、
平

成
2
7
年

度
の

受
診

率
に

対
し

て
下

落
し

た
表

示
と

な
っ

て
い

る
。

　
＜

対
象

者
人

口
の

変
更

内
容

＞
①

平
成

2
7
年

度
ま

で
　

国
勢

調
査

を
基

に
農

林
水

産
業

を
含

む
就

業
者

人
口

を
除

い
た

市
区

町
村

人
口

5
2
,4

7
9
人

、
②

平
成

2
8
年

度
か

ら
　

市
区

町
村

の
検

診
対

象
年

齢
人

口
1
1
1
,3

3
5
人

　
●

従
来

の
算

定
方

法
で

は
、

平
成

2
8
年

度
の

受
診

率
は

2
5
.7

％
と

な
り

、
初

期
値

を
下

回
っ

て
い

る
。

達
成

率
　

：
　

(（
実

績
値

　
-
　

初
期

値
）
　

/
　

（
目

標
値

　
-
　

初
期

値
）
)　

×
　

1
0
0

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

1
5
.1

%
初

期
値

を
下

回
っ

た
％

％
％

2
2
8
,1

9
0

1
5
9
,8

9
7

・
健

康
プ

ラ
ン

の
個

別
化

や
健

康
講

座
、

国
民

健
康

保
険

及
び

市
の

後
期

高
齢

者
医

療
制

度
の

被
保

険
者

に
対

す
る

特
定

健
康

診
査

（
特

定
健

診
）
・
特

定
保

健
指

導
・
人

間
（
脳

）
ド

ッ
ク

助
成

の
実

施
な

ど
、

予
防

医
学

の
考

え
を

も
と

に
、

専
門

家
の

協
力

を
得

て
、

「
健

康
の

ま
ち

佐
倉

」
を

推
進

し
ま

す
。

達
成

率
3
.0

%
初

期
値

を
下

回
っ

た
％

％
％

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

健
康

保
険

課

施
策

開
始

の
き

っ
か

け

健
康

寿
命

の
延

伸
及

び
健

康
格

差
の

縮
小

の
実

現
に

向
け

て
、

生
活

習
慣

病
の

発
症

予
防

や
重

症
化

予
防

を
図

る
と

と
も

に
、

社
会

生
活

を
営

む
た

め
に

必
要

な
機

能
の

維
持

及
び

向
上

を
目

指
し

、
こ

れ
ら

の
目

標
達

成
の

た
め

に
生

活
習

慣
の

改
善

及
び

社
会

環
境

の
整

備
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

り
ま

す
。

実
施

計
画

額
（
千

円
）

※
臨

時
経

費
の

積
み

上
げ

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
平

成
3
1
年

度

2
5
2
,7

1
4

2
2
1
,6

1
2

胃
が

ん
検

診
の

受
診

率
2
6
.4

%
（
平

成
2
6
年

度
）

5
0
%
に

増
加

2
7
.1

%
1
2
.1

%

佐
倉

市
ま

ち
・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

　
進

捗
管

理
シ

ー
ト

評
価

年
度

平
成

2
8
年

度

基
本

目
標

４
：
将

来
に

わ
た

っ
て

住
み

続
け

た
い

と
思

え
る

「
ま

ち
」
を

つ
く
り

ま
す

施
策

名
(2

)「
健

康
の

ま
ち

佐
倉

」
の

推
進

取
り

ま
と

め
推

進
課

健
康

増
進

課

関
連

課
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Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

3
0
.0

%

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠
第

3
次

市
実

施
計

画
の

活
動

指
標

よ
り

。
(H

2
3
～

H
2
7
)

達
成

率
　

：
　

(（
実

績
値

　
-
　

初
期

値
）
　

/
　

（
目

標
値

　
-
　

初
期

値
）
)　

×
　

1
0
0

３
１

年
度

生
活

習
慣

病
予

防
健

康
教

育
累

計
実

施
回

数
1
9
2
回

(平
成

2
6
年

度
)

2
0
0
回

に
増

加
2
0
3
回

1
7
2

達
成

率

平
成

2
4
年

の
事

業
開

始
時

は
他

市
町

村
の

状
況

か
ら

1
.5

％
と

設
定

し
た

が
、

利
用

者
の

増
加

が
見

込
ま

れ
る

た
め

最
終

目
標

値
を

3
.4

％
と

し
た

。
達

成
率

　
：
　

(（
実

績
値

　
-
　

初
期

値
）
　

/
　

（
目

標
値

　
-
　

初
期

値
）
)　

×
　

1
0
0

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

目
標

達
成

初
期

値
を

下
回

っ
た

％
％

％

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

達
成

率
7
0
%

％
％

％
人

間
ド

ッ
ク

の
実

施
率

2
.4

％
（
平

成
2
6
年

度
）

3
.4

％
に

増
加

2
.7

%
3
.1

0
%

第
二

期
佐

倉
市

特
定

健
康

診
査

等
実

施
計

画
よ

り
（
平

成
2
5
年

か
ら

2
9
年

ま
で

）
達

成
率

　
：
　

(（
実

績
値

　
-
　

初
期

値
）
　

/
　

（
目

標
値

　
-
　

初
期

値
）
)　

×
　

1
0
0

３
１

年
度

特
定

保
健

指
導

の
実

施
率

2
6
.5

％
（
平

成
2
5
年

度
）

6
0
％

に
増

加
1
6
.1

%
1
9
.5

%
（
暫

定
値

）
達

成
率

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

初
期

値
を

下
回

っ
た

初
期

値
を

下
回

っ
た

％
％

％

第
二

期
佐

倉
市

特
定

健
康

診
査

等
実

施
計

画
よ

り
（
平

成
2
5
年

か
ら

2
9
年

ま
で

）
達

成
率

　
：
　

(（
実

績
値

　
-
　

初
期

値
）
　

/
　

（
目

標
値

　
-
　

初
期

値
）
)　

×
　

1
0
0

３
１

年
度

特
定

健
診

の
受

診
率

3
1
.9

％
（
平

成
2
5
年

度
）

6
0
％

に
増

加
3
3
.2

%
3
1
.9

%
（
暫

定
値

）
達

成
率

国
の

「
が

ん
対

策
推

進
基

本
計

画
」
（
H

2
4
～

H
2
8
）
、

市
の

「
健

康
さ

く
ら

2
1
（
第

2
次

）
」
（
H

2
5
～

H
3
4
）
に

よ
る

も
の

。
　

●
平

成
2
8
年

度
の

検
診

受
診

率
は

、
算

定
時

の
分

母
と

な
る

対
象

者
人

口
に

つ
い

て
、

国
の

通
知

に
よ

り
変

更
が

あ
っ

た
た

め
、

見
か

け
上

、
平

成
2
7
年

度
の

受
診

率
に

対
し

て
下

落
し

た
表

示
と

な
っ

て
い

る
。

　
＜

対
象

者
人

口
の

変
更

内
容

＞
①

平
成

2
7
年

度
ま

で
　

国
勢

調
査

を
基

に
農

林
水

産
業

を
含

む
就

業
者

人
口

を
除

い
た

市
区

町
村

人
口

3
8
,2

6
7
人

、
②

平
成

2
8
年

度
か

ら
　

市
区

町
村

の
検

診
対

象
年

齢
人

口
6
7
,6

4
8
人

　
●

従
来

の
算

定
方

法
で

は
、

平
成

2
8
年

度
の

受
診

率
は

2
0
.3

％
、

達
成

率
は

6
.6

％
で

あ
る

。
達

成
率

　
：
　

(（
実

績
値

　
-
　

初
期

値
）
　

/
　

（
目

標
値

　
-
　

初
期

値
）
)　

×
　

1
0
0

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

4
.6

%
0
%

％
％

％

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

達
成

率
4
.4

%
初

期
値

を
下

回
っ

た
％

％
％

乳
が

ん
検

診
の

受
診

率
1
8
.2

%
（
平

成
2
6
年

度
）

5
0
％

に
増

加
1
9
.6

%
1
1
.5

%

国
の

「
が

ん
対

策
推

進
基

本
計

画
」
（
H

2
4
～

H
2
8
）
、

市
の

「
健

康
さ

く
ら

2
1
（
第

2
次

）
」
（
H

2
5
～

H
3
4
）
に

よ
る

も
の

。
　

●
平

成
2
8
年

度
の

検
診

受
診

率
は

、
算

定
時

の
分

母
と

な
る

対
象

者
人

口
に

つ
い

て
、

国
の

通
知

に
よ

り
変

更
が

あ
っ

た
た

め
、

見
か

け
上

、
平

成
2
7
年

度
の

受
診

率
に

対
し

て
下

落
し

た
表

示
と

な
っ

て
い

る
。

　
＜

対
象

者
人

口
の

変
更

内
容

＞
①

平
成

2
7
年

度
ま

で
　

国
勢

調
査

を
基

に
農

林
水

産
業

を
含

む
就

業
者

人
口

を
除

い
た

市
区

町
村

人
口

2
0
,6

9
4
人

、
②

平
成

2
8
年

度
か

ら
　

市
区

町
村

の
検

診
対

象
年

齢
人

口
7
5
,6

7
0
人

　
●

従
来

の
算

定
方

法
で

は
、

子
宮

頸
が

ん
検

診
　

平
成

2
8
年

度
の

受
診

率
は

1
7
.7

％
、

初
期

値
を

下
回

っ
て

い
る

。
達

成
率

　
：
　

(（
実

績
値

　
-
　

初
期

値
）
　

/
　

（
目

標
値

　
-
　

初
期

値
）
)　

×
　

1
0
0

３
１

年
度

子
宮

頸
が

ん
検

診
の

受
診

率
1
9
.9

%
（
平

成
2
6
年

度
）

5
0
%
に

増
加

2
1
.1

%
4
.8

%
達

成
率

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

4
.0

%
初

期
値

を
下

回
っ

た
％

％
％
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【
特

定
健

診
】

特
定

健
診

未
受

診
者

勧
奨

の
実

施
・
過

去
3
年

間
未

受
診

者
へ

の
受

診
勧

奨
及

び
ア

ン
ケ

ー
ト

の
実

施
・
前

年
度

初
め

て
受

診
し

た
か

た
及

び
前

々
年

度
受

診
も

翌
年

未
受

診
の

方
へ

の
受

診
勧

奨
の

実
施

・
広

報
さ

く
ら

へ
の

掲
載

【
特

定
保

健
指

導
】

達
成

状
況

に
つ

い
て

は
、

法
定

報
告

値
と

な
る

た
め

、
記

載
で

き
る

数
値

が
現

状
で

は
な

い
。

（
法

定
報

告
が

、
平

成
2
7

年
度

の
修

了
者

及
）

１
）
特

定
保

健
指

導
利

用
率

の
向

上
に

向
け

て
、

以
下

の
取

組
を

実
施

。
①

集
団

検
診

会
場

で
の

特
定

保
健

指
導

啓
発

パ
ネ

ル
の

設
置

②
個

別
健

診
実

施
医

療
機

関
で

の
チ

ラ
シ

の
設

置
③

健
康

ア
ド

バ
イ

ス
会

の
周

知
・
集

団
健

診
：
個

別
通

知
送

付
前

日
に

、
電

話
勧

奨
を

実
施

・
個

別
健

診
：
健

診
結

果
説

明
時

に
医

療
機

関
よ

り
案

内
・
未

参
加

者
へ

の
再

勧
奨

：
個

別
通

知
の

実
施

２
）
特

定
保

健
指

導
未

終
了

者
へ

の
勧

奨
①

未
終

了
者

に
、

個
別

通
知

及
び

電
話

に
よ

る
保

健
指

導
の

継
続

利
用

を
勧

奨
し

、
終

了
に

向
け

た
支

援
を

実
施

。

【
特

定
健

診
】

達
成

状
況

に
つ

い
て

は
暫

定
値

と
な

る
。

正
式

な
値

は
1
0

月
以

降
の

法
定

報
告

値
と

な
る

。
未

受
診

者
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

た
こ

と
で

、
過

去
3
年

間
未

受
診

で
医

療
機

関
に

か
か

っ
て

い
な

い
方

に
つ

い
て

は
、

ア
ン

ケ
ー

ト
の

回
収

率
も

低
く
、

関
心

の
低

さ
が

う
か

が
え

た
。

受
診

勧
奨

の
結

果
は

ア
ン

ケ
ー

ト
の

対
象

者
が

一
番

受
診

率
が

低
く
、

前
年

初
め

て
受

診
し

た
方

や
前

々
年

度
受

診
後

未
受

診
の

方
の

方
が

受
診

率
が

高
く
、

勧
奨

に
よ

る
受

診
行

動
を

促
し

や
す

い
こ

と
が

分
か

っ
た

。
未

受
診

者
の

割
合

と
し

て
は

、
生

活
習

慣
で

治
療

中
の

方
の

人
数

、
割

合
と

も
多

い
が

、
受

診
し

て
い

る
人

の
内

訳
を

み
る

と
、

生
活

習
慣

で
治

療
中

の
方

の
受

診
率

が
一

番
多

い
こ

と
か

ら
、

こ
の

層
へ

の
受

診
勧

奨
を

す
る

こ
と

で
、

受
診

率
の

増
加

が
み

ら
れ

る
と

思
わ

れ
る

た
め

、
次

年
度

に
つ

い
て

は
、

受
診

勧
奨

対
象

者
に

つ
い

て
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

【
特

定
保

健
指

導
】

達
成

状
況

に
つ

い
て

は
暫

定
値

と
な

る
。

正
式

な
値

は
1
0

月
以

降
の

法
定

報
告

値
と

な
る

。
特

定
保

健
指

導
の

利
用

者
増

加
を

め
ざ

し
、

定
例

の
健

康
ア

ド
バ

イ
ス

会
に

参
加

で
き

な
い

者
に

つ
い

て
は

訪
問

指
導

等
、

本
人

の
都

合
に

で
き

る
限

り
あ

わ
せ

て
対

応
す

る
こ

と
と

し
た

が
、

参
加

者
が

減
少

し
て

い
る

。
平

成
2
7
年

度
よ

り
特

定
保

健
指

導
対

象
者

の
勧

奨
方

法
を

変
更

し
た

こ
と

も
要

因
で

あ
る

と
思

わ
れ

る
。

（
従

来
は

、
特

定
健

診
の

結
果

を
健

康
ア

ド
バ

イ
ス

会
で

返
却

し
て

い
た

が
、

結
果

を
先

に
返

却
し

て
欲

し
い

と
の

市
民

か
ら

の
要

望
が

あ
り

、
結

果
送

付
後

に
ア

ド
バ

イ
ス

会
に

申
し

込
む

方
法

に
変

更
し

た
。

）
　

ま
た

、
特

定
保

健
指

導
参

加
者

か
ら

は
、

「
指

導
を

受
け

て
メ

タ
ボ

予
防

に
つ

な
が

っ
た

」
、

「
血

液
デ

ー
タ

が
改

善
し

良
か

っ
た

」
等

大
変

好
評

で
あ

る
た

め
、

参
加

者
の

声
を

活
か

し
た

Ｐ
Ｒ

を
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

【
特

定
健

診
】

未
受

診
者

勧
奨

の
対

象
者

を
、

母
数

が
多

く
、

健
康

に
関

心
の

あ
る

層
（
既

治
療

者
で

健
診

未
受

診
者

）
及

び
初

め
て

対
象

と
な

る
4
0
歳

の
方

へ
及

び
昨

年
度

初
め

て
受

け
た

方
も

し
く
は

前
年

度
受

診
の

昨
年

度
未

受
診

者
へ

の
勧

奨
を

実
施

す
る

。
【
特

定
保

健
指

導
】

特
定

健
診

の
集

団
会

場
で

、
腹

囲
測

定
で

、
基

準
外

と
な

っ
た

者
に

、
そ

の
場

で
健

康
ア

ド
バ

イ
ス

会
の

チ
ラ

シ
を

手
渡

し
し

参
加

を
促

す
取

り
組

み
を

実
施

す
る

。

具
体

的
事

業

取
組

状
況

（
Ｄ

ｏ
）

評
価

（
Ｃ

ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
）

改
善

（
Ａ

ｃ
ｔｉ

ｏ
ｎ

）

①
各

種
が

ん
検

診
の

推
進

①
個

別
検

診
を

市
内

5
0
箇

所
で

実
施

。
②

集
団

検
診

に
つ

い
て

、
肺

が
ん

・
胃

が
ん

・
大

腸
が

ん
の

各
検

診
を

1
9
会

場
・
5
7
回

実
施

。
子

宮
頸

が
ん

検
診

を
4
会

場
・
7
回

、
乳

が
ん

検
診

を
4
会

場
・
2
3
回

実
施

。
③

啓
発

活
動

を
実

施
。

市
広

報
紙

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

の
お

知
ら

せ
、

検
診

対
象

者
へ

の
個

別
勧

奨
ハ

ガ
キ

の
送

付
、

転
入

者
・
成

人
式

で
の

チ
ラ

シ
配

付
、

公
共

施
設

・
病

院
等

へ
の

ポ
ス

タ
ー

掲
示

。

○
検

診
受

診
促

進
の

た
め

の
個

別
勧

奨
ハ

ガ
キ

の
送

付
が

、
特

に
効

果
が

あ
っ

た
。

●
平

成
2
8
年

度
の

検
診

受
診

率
は

、
国

で
示

し
て

い
る

算
定

時
の

分
母

と
な

る
対

象
者

人
口

に
つ

い
て

、
平

成
2
7
年

度
ま

で
の

国
勢

調
査

を
基

に
農

林
水

産
業

を
含

む
就

業
者

人
口

を
除

い
た

市
区

町
村

人
口

か
ら

、
平

成
2
8
年

度
市

区
町

村
の

検
診

対
象

年
齢

人
口

へ
変

更
さ

れ
た

こ
と

に
伴

い
、

見
か

け
上

、
平

成
2
7
年

度
の

受
診

率
に

対
し

て
下

落
し

た
表

示
と

な
っ

て
い

る
。

（
対

象
者

人
口

；
胃

が
ん

・
肺

が
ん

・
大

腸
が

ん
の

各
検

診
　

H
2
7
　

5
2
,4

7
9
人

、
H

2
8

1
1
1
,3

3
5
人

、
子

宮
頸

が
ん

検
診

　
H

2
7
　

2
0
,6

9
4
人

、
H

2
8

7
5
,6

7
0
人

、
乳

が
ん

検
診

　
H

2
7
　

3
8
,2

6
7
人

、
H

2
8

6
7
,6

4
8
人

）

個
別

勧
奨

ハ
ガ

キ
の

送
付

は
、

送
付

量
や

郵
便

料
も

考
慮

し
な

が
ら

、
送

付
対

象
者

を
効

果
の

高
い

と
思

わ
れ

る
年

齢
に

絞
り

、
的

確
に

実
施

す
る

。

②
特

定
健

康
診

査
（
健

康
診

査
）
・

特
定

保
健

指
導

の
推

進
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懇
話

会
意

見
等

懇
話

会
意

見
等

を
踏

ま
え

た
今

後
に

つ
い

て

・
特

に
女

性
対

象
の

検
診

を
中

心
に

、
検

診
の

受
診

率
を

上
げ

る
工

夫
を

こ
ら

し
て

い
る

が
、

K
P

Iの
目

標
達

成
に

は
ま

だ
弱

い
と

い
う

印
象

が
あ

る
。

未
受

診
者

全
員

に
勧

奨
す

る
こ

と
は

コ
ス

ト
面

で
容

易
で

な
い

が
、

希
望

者
の

届
出

に
よ

り
検

診
案

内
が

郵
送

さ
れ

る
こ

と
を

積
極

的
に

周
知

す
る

な
ど

、
さ

ら
な

る
工

夫
を

こ
ら

し
て

ほ
し

い
。

・
国

か
ら

の
費

用
補

助
が

あ
る

検
診

は
、

市
で

ク
ー

ポ
ン

券
を

発
行

し
、

対
象

者
に

送
付

す
る

な
ど

工
夫

し
て

お
り

、
評

価
で

き
る

。

検
診

受
診

券
等

、
検

診
案

内
が

届
い

て
い

な
い

方
へ

の
対

応
に

つ
い

て
は

、
広

報
紙

等
に

よ
り

住
民

検
診

の
啓

発
を

行
う

際
に

、
市

へ
の

連
絡

に
よ

り
郵

送
で

き
る

こ
と

を
さ

ら
に

わ
か

り
や

す
く
お

知
ら

せ
で

き
る

よ
う

、
周

知
内

容
、

方
法

を
検

討
し

て
い

く
。

な
お

、
検

診
無

料
ク

ー
ポ

ン
券

に
つ

い
て

は
、

今
後

も
国

の
補

助
制

度
が

継
続

す
る

限
り

、
現

状
ど

お
り

続
け

て
い

く
。

③
人

間
（
脳

）
ド

ッ
ク

助
成

の
推

進
（
対

象
者

は
年

度
当

初
の

4
/
1
の

2
0
歳

以
上

の
被

保
）

①
広

報
さ

く
ら

へ
の

掲
載

②
健

康
保

険
課

、
各

出
張

所
に

て
案

内
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

配
布

前
年

度
に

比
べ

、
短

期
人

間
ド

ッ
ク

助
成

の
件

数
が

1
1
9
件

（
1
0
.2

％
）
増

加
し

て
お

り
、

広
報

等
で

の
周

知
に

効
果

が
あ

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

。
ま

た
、

短
期

人
間

ド
ッ

ク
と

脳
ド

ッ
ク

の
併

用
助

成
は

9
0
件

あ
り

、
脳

ド
ッ

ク
を

助
成

対
象

に
加

え
た

こ
と

で
、

市
民

の
関

心
が

高
ま

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

。

セ
ル

フ
メ

デ
ィ

ケ
ー

シ
ョ

ン
税

制
に

お
け

る
利

点
を

効
果

的
に

周
知

し
、

利
用

数
の

増
加

を
図

る
。

ま
た

、
利

用
状

況
を

考
慮

し
、

指
定

医
療

機
関

の
追

加
を

検
討

す
る

。

④
生

活
習

慣
病

重
症

化
予

防
の

推
進

市
民

を
対

象
に

、
生

活
習

慣
病

の
予

防
を

目
的

に
各

種
教

室
、

出
前

健
康

講
座

、
講

演
会

等
を

実
施

。
計

1
7
2
回

、
延

ベ
6
,4

1
2
人

が
参

加
し

た
。

前
年

度
と

比
べ

、
延

ベ
2
,0

5
7
人

が
減

少
し

た
。

ま
た

、
「
糖

尿
病

性
腎

症
重

症
化

予
防

事
業

」
を

新
規

に
実

施
し

2
1
人

に
、

保
健

指
導

を
実

施
し

た
。

生
活

習
慣

病
予

防
健

康
教

育
実

施
回

数
は

、
目

標
値

を
達

成
す

る
こ

と
が

で
き

ず
、

参
加

者
数

も
減

少
し

た
。

出
前

健
康

講
座

で
は

、
市

民
か

ら
の

依
頼

の
回

数
が

減
少

し
た

り
、

運
動

の
講

習
会

等
で

は
、

使
用

し
て

い
る

施
設

の
水

漏
れ

等
の

関
係

に
よ

り
、

開
催

回
数

が
、

減
少

し
た

こ
と

な
ど

が
影

響
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
。

今
後

も
事

業
の

周
知

を
継

続
し

て
、

実
施

し
て

い
く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

２
８

年
度

か
ら

、
現

行
の

生
活

習
慣

病
予

防
の

た
め

の
各

種
教

室
、

出
前

健
康

講
座

、
講

演
会

等
に

加
え

、
「
糖

尿
病

性
腎

症
重

症
化

予
防

事
業

」
を

新
規

に
実

施
し

た
。

「
糖

尿
病

性
腎

症
重

症
化

予
防

事
業

」
で

は
、

個
別

指
導

に
加

え
て

講
演

会
等

の
実

施
を

す
る

な
ど

し
て

、
事

業
の

充
実

を
図

る
よ

う
に

努
め

る
。
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施
策

の
内

容

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

・
地

域
社

会
に

お
け

る
町

内
会

・
自

治
会

を
は

じ
め

と
し

た
各

種
団

体
の

活
動

や
各

種
団

体
が

協
働

し
て

行
う

活
動

に
対

し
、

自
主

活
動

の
妨

げ
に

な
ら

な
い

範
囲

で
可

能
な

支
援

を
行

い
ま

す
。

・
い

つ
ま

で
も

住
み

続
け

ら
れ

る
地

域
で

あ
る

た
め

に
、

自
治

会
・
町

内
会

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ

、
企

業
、

大
学

、
行

政
が

相
互

に
連

携
・
協

働
し

、
地

域
課

題
に

柔
軟

に
対

応
す

る
た

め
の

環
境

を
整

備
し

ま
す

。

施
策

開
始

の
き

っ
か

け

複
雑

化
・
多

様
化

す
る

市
民

ニ
ー

ズ
に

対
し

て
行

政
が

そ
の

全
て

に
対

応
す

る
こ

と
は

難
し

く
、

ま
た

自
治

会
等

へ
の

加
入

率
低

下
に

伴
う

活
動

の
停

滞
な

ど
の

課
題

を
捉

え
て

、
「
地

域
の

ま
ち

づ
く
り

・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
の

環
境

整
備

」
を

推
進

す
る

き
っ

か
け

と
な

っ
た

。

実
施

計
画

額
（
千

円
）

※
臨

時
経

費
の

積
み

上
げ

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
平

成
3
1
年

度

8
4
,8

7
4

8
5
,0

6
8

8
7
,1

6
8

8
6
,8

3
8

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

自
治

会
・
町

内
会

へ
の

加
入

率
7
2
.1

％
（
平

成
2
6
年

度
）

7
5
％

に
増

加
7
1
.9

0
%

7
1
.6

0
%

年
度

中
６

月
を

基
準

日
と

し
て

、
自

治
会

加
入

世
帯

数
を

世
帯

数
で

除
し

百
分

率
で

表
示

。
達

成
率

　
：
　

(（
実

績
値

　
-
　

初
期

値
）
　

/
　

（
目

標
値

　
-
　

初
期

値
）
)　

×
　

1
0
0

達
成

率
初

期
値

を
下

回
っ

た
初

期
値

を
下

回
っ

た
％

佐
倉

市
ま

ち
・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

　
進

捗
管

理
シ

ー
ト

評
価

年
度

平
成

2
８

年
度

取
り

ま
と

め
推

進
課

自
治

人
権

推
進

課
基

本
目

標
４

：
将

来
に

わ
た

っ
て

住
み

続
け

た
い

と
思

え
る

「
ま

ち
」
を

つ
く
り

ま
す

施
策

名
(3

)地
域

の
ま

ち
づ

く
り

・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
の

環
境

整
備

関
連

課
-

％
％

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

1
7
4
団

体
1
7
1
団

体

市
民

活
動

推
進

の
指

標
と

し
て

、
佐

倉
市

市
民

公
益

活
動

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

へ
の

登
録

団
体

数
を

達
成

値
と

し
て

設
定

。
達

成
率

　
：
　

(（
実

績
値

　
-
　

初
期

値
）
　

/
　

（
目

標
値

　
-
　

初
期

値
）
)　

×
　

1
0
0

達
成

率
％

達
成

率
1
8
.2

%
2
7
.3

%
％

％
％

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

佐
倉

市
市

民
公

益
活

動
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
へ

の
登

録
団

体
数

1
6
6
団

体
（
平

成
2
6
年

度
）

2
0
0
団

体
に

増
加

2
3
.5

%
1
4
.7

%
％

％

ま
ち

づ
く
り

協
議

会
の

設
立

数
1
1
団

体
（
平

成
2
6
年

度
）

2
2
団

体
に

増
加

1
3
団

体
1
4
団

体

市
民

活
動

推
進

の
指

標
と

し
て

、
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
の

設
立

数
を

達
成

値
と

し
て

設
定

。
達

成
率

　
：
　

(（
実

績
値

　
-
　

初
期

値
）
　

/
　

（
目

標
値

　
-
　

初
期

値
）
)　

×
　

1
0
0
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懇
話

会
意

見
等

懇
話

会
意

見
等

を
踏

ま
え

た
今

後
に

つ
い

て

①
登

録
団

体
を

対
象

と
し

た
市

民
活

動
団

体
の

つ
ど

い
「
全

体
交

流
会

」
を

2
回

、
「
分

野
別

交
流

会
」
を

2
回

開
催

②
市

内
の

市
民

公
益

活
動

の
担

い
手

や
支

援
者

の
輪

を
広

げ
る

た
め

の
イ

ベ
ン

ト
「
市

民
活

動
フ

ェ
ス

タ
」
を

開
催

（
来

場
者

1
,4

0
0
人

）
③

新
た

な
担

い
手

発
掘

を
目

的
と

し
て

「
出

会
い

フ
ォ

ー
ラ

ム
」
を

市
民

活
動

フ
ェ

ス
タ

内
で

1
回

開
催

④
「
市

民
公

益
活

動
情

報
サ

イ
ト

」
の

運
営

登
録

団
体

同
士

の
情

報
交

換
を

行
う

場
の

提
供

、
市

民
活

動
の

参
加

促
進

の
た

め
の

体
験

型
イ

ベ
ン

ト
を

行
い

、
情

報
の

収
集

・
発

信
、

及
び

魅
力

的
な

企
画

事
業

の
実

施
に

繋
が

る
事

業
の

実
施

が
で

き
た

も
の

と
考

え
る

。
登

録
団

体
数

が
初

期
値

を
下

回
っ

た
要

因
と

し
て

は
、

新
規

登
録

団
体

が
着

実
に

増
加

し
て

い
る

一
方

、
団

体
会

員
の

高
齢

化
や

団
体

の
弱

体
化

に
よ

り
解

散
し

て
い

く
団

体
も

増
加

し
て

い
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

。

平
成

2
9
年

度
よ

り
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
が

市
直

営
に

移
行

す
る

こ
と

に
伴

い
、

市
民

公
益

活
動

の
推

進
を

図
る

と
い

う
施

設
目

的
に

立
ち

返
り

、
相

談
機

能
・
企

画
事

業
の

充
実

を
図

る
。

評
価

（
Ｃ

ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
）

改
善

（
Ａ

ｃ
ｔｉ

ｏ
ｎ

）

具
体

的
事

業

取
組

状
況

（
Ｄ

ｏ
）

②
地

域
社

会
に

お
け

る
各

種
団

体
の

活
動

や
各

種
団

体
が

協
働

し
て

行
う

活
動

に
対

す
る

支
援

設
立

さ
れ

た
地

域
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
に

対
し

て
以

下
の

支
援

を
行

っ
た

。
①

地
域

ま
ち

づ
く
り

事
業

に
対

す
る

、
金

銭
的

支
援

の
実

施
：
１

４
協

議
会

②
地

域
ま

ち
づ

く
り

事
業

に
対

す
る

、
技

術
的

支
援

の
実

施
：
１

４
協

議
会

①
１

４
協

議
会

が
行

う
各

種
事

業
に

対
し

て
、

助
成

金
の

交
付

を
行

っ
て

お
り

、
概

ね
順

調
で

あ
る

。
②

１
４

協
議

会
が

行
う

各
種

事
業

に
対

し
て

、
職

員
派

遣
や

情
報

提
供

な
ど

を
行

っ
て

お
り

、
概

ね
順

調
で

あ
る

。

①
今

後
も

、
必

要
性

に
応

じ
て

金
銭

的
支

援
を

実
施

し
て

ま
い

り
ま

す
。

②
今

後
も

、
必

要
性

に
応

じ
て

技
術

的
支

援
を

実
施

し
て

ま
い

り
ま

す
。

④
自

治
会

・
町

内
会

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ

、
企

業
、

大
学

、
行

政
の

連
携

・
協

働
の

環
境

整
備

地
域

ま
ち

づ
く
り

協
議

会
の

設
立

推
進

：
「
１

協
議

会
設

立
」

（
＝

千
代

田
・
染

井
野

校
区

ま
ち

協
）

平
成

２
８

年
度

に
、

新
規

に
設

立
さ

れ
た

協
議

会
の

数
は

、
１

協
議

会
と

な
っ

て
お

り
、

概
ね

順
調

で
あ

る
。

今
後

も
、

未
設

置
小

学
校

区
が

改
善

さ
れ

る
よ

う
協

議
会

の
設

立
支

援
に

努
め

て
ま

い
り

ま
す

。

①
自

治
会

、
町

内
会

の
活

動
が

活
性

化
す

る
た

め
の

支
援

自
治

会
加

入
率

向
上

の
た

め
、

各
側

面
か

ら
の

支
援

を
実

施
。

①
自

治
会

活
動

の
活

性
化

の
た

め
、

２
４

５
団

体
へ

自
治

振
興

交
付

金
の

交
付

を
実

施
。

②
安

心
し

て
自

治
会

活
動

が
行

え
る

よ
う

、
活

動
に

対
す

る
保

険
に

加
入

。
③

活
動

の
拠

点
と

な
る

集
会

所
の

建
設

・
修

繕
・
賃

借
に

対
し

て
、

１
５

団
体

へ
補

助
金

の
交

付
を

実
施

。
④

自
治

会
運

営
の

サ
ポ

ー
ト

と
な

る
自

治
会

運
営

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

作
成

。

取
組

状
況

①
②

を
通

じ
て

単
年

度
の

活
動

を
補

助
し

、
③

を
通

じ
て

複
数

年
度

を
見

据
え

た
拠

点
の

整
備

を
行

っ
た

こ
と

は
、

自
治

会
活

動
を

支
援

す
る

即
効

的
な

成
果

が
あ

っ
た

も
の

と
考

え
る

。
④

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
つ

い
て

は
、

概
ね

好
意

的
に

受
け

止
め

ら
れ

て
お

り
、

今
後

の
負

担
軽

減
支

援
策

へ
の

足
掛

か
り

と
な

っ
た

。
自

治
会

加
入

率
が

初
期

値
を

下
回

っ
た

要
因

と
し

て
は

、
魅

力
あ

る
自

治
会

活
動

や
役

員
就

任
へ

の
負

担
感

を
払

し
ょ

く
し

き
れ

ず
、

自
治

会
か

ら
の

脱
会

者
や

自
治

会
へ

の
未

加
入

者
が

増
え

た
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
。

・
地

元
の

問
題

を
自

分
の

問
題

と
し

て
考

え
る

自
治

意
識

の
醸

成
や

自
治

会
の

抱
え

る
人

員
不

足
な

ど
の

諸
問

題
に

つ
き

ま
し

て
は

、
今

年
度

よ
り

庁
内

横
断

的
な

自
治

会
等

支
援

検
討

委
員

会
を

立
ち

上
げ

、
真

に
必

要
な

自
治

会
支

援
策

を
導

き
出

し
て

ま
い

り
ま

す
。

・
公

共
施

設
に

つ
き

ま
し

て
は

、
市

の
財

政
的

限
界

も
あ

る
こ

と
か

ら
、

ま
ず

は
現

行
の

施
設

の
効

率
的

か
つ

有
効

な
活

用
を

検
討

し
て

ま
い

り
ま

す
。

公
共

施
設

が
行

政
財

産
で

あ
る

こ
と

か
ら

く
る

制
約

等
を

踏
ま

え
た

う
え

、
可

能
な

範
囲

で
の

地
域

支
援

を
検

討
し

て
ま

い
り

ま
す

。

・
自

治
会

も
従

来
の

考
え

か
ら

抜
け

、
少

子
高

齢
化

な
ど

地
域

の
福

祉
課

題
に

積
極

的
に

関
わ

り
を

持
っ

て
い

か
な

い
と

、
信

頼
さ

れ
な

い
存

在
と

な
っ

て
先

細
り

し
て

し
ま

う
。

生
活

支
援

な
ど

地
域

課
題

に
関

す
る

地
区

別
ケ

ア
会

議
を

自
主

的
に

組
織

し
た

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

も
あ

る
。

地
元

の
問

題
を

自
分

の
問

題
と

し
て

考
え

る
意

識
を

、
個

々
の

住
民

や
自

治
会

が
努

力
し

て
育

て
て

い
か

な
く
て

は
な

ら
な

い
。

・
地

区
社

協
は

福
祉

委
員

の
集

ま
り

で
あ

り
、

役
割

の
多

く
が

敬
老

会
に

関
す

る
仕

事
で

あ
る

。
自

治
会

と
も

連
携

を
図

っ
て

地
域

の
中

に
溶

け
込

み
、

支
え

あ
い

活
動

な
ど

住
民

に
直

結
し

た
福

祉
活

動
に

も
っ

と
積

極
的

に
取

り
組

む
べ

き
で

あ
る

。
・
行

政
は

、
行

政
改

革
の

名
の

も
と

に
本

来
行

政
が

や
る

べ
き

こ
と

を
民

間
の

力
を

借
り

て
き

た
面

が
あ

る
。

地
域

で
や

る
べ

き
こ

と
は

や
る

必
要

が
あ

る
が

、
自

治
会

活
動

の
負

担
感

が
、

自
治

会
加

入
率

の
低

下
や

役
員

の
成

り
手

不
足

な
ど

自
治

会
の

問
題

を
生

み
出

し
て

は
い

な
い

か
。

行
政

の
全

面
的

な
支

援
と

地
域

の
支

え
合

い
、

自
治

会
の

維
持

に
は

両
方

が
必

要
で

あ
る

。
・
退

職
後

の
男

性
や

若
者

の
居

場
所

づ
く
り

と
し

て
、

ヤ
ン

グ
プ

ラ
ザ

や
老

幼
の

館
な

ど
現

行
の

施
設

だ
け

で
十

分
と

は
思

え
な

い
。

公
共

施
設

や
空

き
店

舗
を

利
用

し
、

地
域

カ
フ

ェ
な

ど
に

取
り

組
ん

で
も

ら
い

た
い

。
地

域
で

運
営

で
き

る
仕

組
み

づ
く
り

や
、

地
域

の
担

い
手

へ
の

支
援

は
で

き
な

い
か

。
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

運
営

を
支

援
す

る
環

境
づ

く
り

と
し

て
、

運
営

物
資

の
保

管
用

に
コ

ミ
セ

ン
な

ど
の

空
き

ス
ペ

ー
ス

を
提

供
す

る
な

ど
検

討
さ

れ
た

い
。

交
付

金
・
補

助
金

・
保

険
手

続
等

を
適

切
迅

速
に

処
理

す
る

こ
と

に
よ

り
、

即
効

性
の

あ
る

自
治

会
活

動
の

補
助

を
効

果
的

に
行

う
。

自
治

会
の

負
担

軽
減

支
援

策
と

し
て

自
治

会
長

の
名

札
を

作
成

・
配

布
し

、
自

治
会

長
が

行
う

自
治

会
加

入
促

進
活

動
等

を
支

援
す

る
。

ま
た

、
こ

れ
を

も
っ

て
来

庁
時

に
お

け
る

自
治

会
長

と
市

職
員

と
の

良
好

な
関

係
構

築
に

資
す

る
。

③
市

民
活

動
の

情
報

交
流

を
推

進
す

る
環

境
整

備

-59-



施
策

の
内

容

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

懇
話

会
意

見
等

懇
話

会
意

見
等

を
踏

ま
え

た
今

後
に

つ
い

て

・
平

成
2
6
年

度
に

「
佐

倉
市

大
学

等
の

誘
致

に
関

す
る

懇
話

会
」
を

設
置

し
て

、
提

言
さ

れ
た

意
見

書
や

、
そ

れ
に

先
立

ち
実

施
し

た
「
大

学
誘

致
に

よ
る

経
済

効
果

調
査

」
な

ど
の

結
果

も
踏

ま
え

て
、

引
き

続
き

、
市

民
に

理
解

が
得

ら
れ

る
よ

う
、

十
分

に
検

討
し

た
上

で
、

公
明

正
大

な
手

続
き

を
踏

ん
で

、
大

学
等

高
等

教
育

機
関

の
誘

致
実

現
を

図
っ

て
ま

い
り

ま
す

。
・
佐

倉
市

の
持

つ
歴

史
・
自

然
・
文

化
を

大
切

に
継

承
し

、
市

全
体

を
挙

げ
て

、
市

民
の

学
習

・
文

化
活

動
を

支
援

す
る

施
策

の
充

実
を

図
る

と
共

に
、

日
本

遺
産

を
中

心
と

し
た

佐
倉

市
の

潜
在

的
な

資
源

を
フ

ル
活

用
し

て
、

知
名

度
向

上
に

努
め

て
ま

い
り

ま
す

。
・
佐

倉
市

に
は

、
ミ

レ
ニ

ア
ム

セ
ン

タ
ー

佐
倉

の
他

に
も

、
南

部
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
や

、
志

津
市

民
プ

ラ
ザ

等
の

複
合

施
設

が
あ

る
が

、
ミ

レ
ニ

ア
ム

セ
ン

タ
ー

の
よ

う
に

複
合

施
設

全
体

を
示

す
呼

称
が

逆
に

混
乱

を
招

く
と

い
う

ご
意

見
も

あ
る

こ
と

か
ら

、
市

民
に

わ
か

り
や

す
い

表
示

方
法

等
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

研
究

し
て

ま
い

り
ま

す
。

・
大

学
誘

致
に

よ
り

地
元

が
ど

れ
だ

け
活

性
化

す
る

の
か

。
学

生
に

住
ん

で
も

ら
え

る
対

策
は

あ
る

の
か

。
大

学
誘

致
に

当
た

っ
て

は
、

投
資

者
で

あ
る

市
民

に
十

分
に

そ
の

価
値

を
説

得
で

き
る

理
由

を
、

市
と

し
て

十
分

に
検

討
さ

れ
た

い
。

・
佐

倉
市

は
、

歴
史

・
文

化
を

持
つ

ま
ち

と
し

て
市

外
か

ら
も

評
価

さ
れ

て
い

る
。

市
民

大
学

、
市

立
美

術
館

、
音

楽
ホ

ー
ル

を
持

つ
自

治
体

は
多

く
な

い
。

「
ミ

テ
ハ

ナ
ソ

ウ
展

」
な

ど
先

進
的

な
取

組
み

も
行

っ
て

お
り

、
市

職
員

が
運

営
す

べ
て

に
携

わ
っ

て
い

る
。

今
後

も
維

持
し

、
佐

倉
市

の
知

名
度

を
上

げ
て

い
た

だ
き

た
い

。
・
ミ

レ
ニ

ア
ム

セ
ン

タ
ー

佐
倉

は
複

合
施

設
だ

が
、

貸
館

を
し

て
い

る
佐

倉
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
な

ど
包

含
施

設
が

た
く
さ

ん
あ

り
、

市
民

に
と

っ
て

総
称

と
包

含
施

設
の

名
称

が
非

常
に

分
か

り
づ

ら
い

の
で

統
一

で
き

な
い

か
。

包
含

施
設

は
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
検

索
を

し
て

も
出

て
こ

な
か

っ
た

り
、

イ
ベ

ン
ト

チ
ラ

シ
に

ど
の

施
設

名
称

を
書

け
ば

い
い

の
か

利
用

者
は

混
乱

す
る

。

具
体

的
事

業

取
組

状
況

（
Ｄ

ｏ
）

評
価

（
Ｃ

ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
）

改
善

（
Ａ

ｃ
ｔｉ
ｏ

ｎ
）

①
公

民
館

、
図

書
館

、
音

楽
ホ

ー
ル

、
美

術
館

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
学

習
環

境
整

備
と

学
習

機
会

の
提

供

　
各

種
主

催
事

業
の

開
催

（
音

楽
ホ

ー
ル

：
エ

マ
ニ

ュ
エ

ル
・
パ

ユ
w

it
h
ベ

ル
リ

ン
・
フ

ィ
ル

の
仲

間
た

ち
、

美
術

館
：

カ
オ

ス
モ

ス
５

な
ど

）

　
魅

力
あ

る
主

催
事

業
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
（
一

部
施

設
に

お
い

て
、

空
調

改
修

工
事

の
た

め
、

長
期

臨
時

休
館

あ
り

）

　
多

く
の

市
民

に
関

心
を

持
っ

て
も

ら
え

る
よ

う
、

引
き

続
き

魅
力

あ
る

主
催

事
業

の
開

催
に

努
め

て
い

き
ま

す
。

②
大

学
等

の
教

育
機

関
の

誘
致

　
順

天
堂

大
学

と
事

務
レ

ベ
ル

で
の

協
議

を
行

う
た

め
、

連
絡

調
整

を
図

っ
た

が
、

協
議

に
は

い
た

っ
て

い
な

い
。

　
大

学
進

出
の

候
補

地
が

決
ま

っ
て

い
な

い
た

め
、

早
急

な
実

現
は

困
難

だ
が

、
引

き
続

き
、

事
務

レ
ベ

ル
で

の
連

絡
調

整
を

継
続

し
て

、
市

民
に

対
し

て
納

得
の

い
く
説

明
が

で
き

る
よ

う
、

誘
致

実
現

の
た

め
の

事
務

を
着

実
に

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

　
本

市
へ

の
進

出
意

向
を

示
し

て
い

る
唯

一
の

高
等

教
育

機
関

で
あ

る
学

校
法

人
順

天
堂

と
の

事
務

レ
ベ

ル
で

の
連

絡
調

整
を

継
続

し
て

い
き

ま
す

。

達
成

率
83

.3
%

94
.4

%
％

％
％

協
定

を
締

結
し

て
い

る
大

学
等

と
の

協
働

事
業

数
8
2
事

業
/
年

（
平

成
2
6
年

度
）

1
0
0
事

業
/
年

に
増

加
9
7
事

業
9
9
事

業

達
成

状
況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

大
学

等
と

の
協

働
事

業
数

を
増

や
し

て
い

く
こ

と
に

よ
っ

て
、

市
民

の
学

習
と

文
化

活
動

の
場

と
機

会
を

提
供

し
、

市
民

の
学

習
・
文

化
活

動
の

支
援

に
資

す
る

と
考

え
ら

れ
る

た
め

。
達

成
率

 ：
　

(（
実

績
値

-
初

期
値

）
　

/
　

（
目

標
値

-
初

期
値

）
)　

×
　

1
0
0

佐
倉

市
ま

ち
・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

　
進

捗
管

理
シ

ー
ト

評
価

年
度

平
成

2
8
年

度

取
り

ま
と

め
推

進
課

社
会

教
育

課
基

本
目

標
４

：
将

来
に

わ
た

っ
て

住
み

続
け

た
い

と
思

え
る

「
ま

ち
」
を

つ
く
り

ま
す

施
策

名
(4

)市
民

の
学

習
・
文

化
活

動
の

支
援

推
進

関
連

課
企

画
政

策
課

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

公
民

館
・
図

書
館

・
音

楽
ホ

ー
ル

・
美

術
館

・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
の

利
用

者
延

総
数

1
1
3
万

人
（
平

成
2
6
年

度
）

1
2
0
万

人
に

増
加

1
1
8
万

人
1
1
0
万

人

学
習

環
境

整
備

と
学

習
機

会
の

提
供

の
成

果
は

利
用

者
延

総
数

で
評

価
す

る
こ

と
と

し
、

平
成

2
6
年

度
よ

り
７

万
人

増
加

の
1
2
0
万

人
を

目
標

値
と

し
ま

し
た

。
達

成
率

 ：
　

(（
実

績
値

-
初

期
値

）
　

/
　

（
目

標
値

-
初

期
値

）
)　

×
　

1
0
0

達
成

率
71

.4
%

初
期

値
を

下
回

っ
た

％
％

％

・
市

民
が

生
涯

に
わ

た
っ

て
ふ

る
さ

と
佐

倉
で

学
び

、
文

化
活

動
を

続
け

ら
れ

る
た

め
に

、
市

民
の

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
や

時
代

の
変

化
に

応
じ

た
学

習
と

文
化

活
動

の
場

と
機

会
を

提
供

し
、

活
動

の
支

援
を

推
進

し
ま

す
。

施
策

開
始

の
き

っ
か

け

定
住

人
口

の
維

持
・
増

加
の

た
め

に
は

、
市

民
が

将
来

に
わ

た
っ

て
住

み
続

け
た

い
と

思
え

る
ま

ち
づ

く
り

の
一

方
策

と
し

て
、

市
民

の
学

習
・
文

化
活

動
を

支
援

す
る

施
策

の
充

実
が

必
要

と
考

え
ら

れ
る

た
め

。

実
施

計
画

額
（
千

円
）

※
臨

時
経

費
の

積
み

上
げ

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
平

成
3
1
年

度

22
8,

52
0

38
5,

70
9

45
8,

4
41

77
,6

57
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施
策

の
内

容

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

懇
話

会
意

見
等

懇
話

会
意

見
等

を
踏

ま
え

た
今

後
に

つ
い

て

・
交

通
不

便
地

域
対

策
や

交
通

弱
者

対
策

と
し

て
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

等
の

導
入

や
民

間
事

業
者

と
の

連
携

に
よ

り
、

地
域

の
移

動
手

段
を

確
保

し
ま

す
。

・
地

域
住

民
の

足
と

し
て

必
要

不
可

欠
な

バ
ス

路
線

が
確

保
で

き
る

よ
う

に
要

望
す

る
と

と
も

に
既

存
路

線
の

維
持

な
ど

の
た

め
の

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
沿

線
市

町
と

連
携

し
て

、
鉄

道
事

業
者

に
ダ

イ
ヤ

改
正

や
増

便
な

ど
利

便
性

の
向

上
に

つ
い

て
要

望
し

ま
す

。

施
策

開
始

の
き

っ
か

け

第
４

次
佐

倉
市

総
合

計
画

に
お

け
る

ま
ち

づ
く
り

の
基

本
方

針
「
住

環
境

が
整

備
さ

れ
た

住
み

や
す

い
ま

ち
づ

く
り

」
の

実
現

に
当

た
り

、
公

共
交

通
の

充
実

に
よ

る
地

域
住

民
の

移
動

手
段

の
確

保
が

必
要

と
な

っ
た

た
め

。

実
施

計
画

額
（
千

円
）

※
臨

時
経

費
の

積
み

上
げ

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
平

成
3
1
年

度

3
7
,9

4
9

5
5
,4

0
5

9
8
,0

6
4

1
0
0
,5

8
9

佐
倉

市
ま

ち
・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

　
進

捗
管

理
シ

ー
ト

評
価

年
度

平
成

2
8
年

度

基
本

目
標

４
：
将

来
に

わ
た

っ
て

住
み

続
け

た
い

と
思

え
る

「
ま

ち
」
を

つ
く
り

ま
す

施
策

名
(5

)地
域

に
あ

っ
た

交
通

手
段

の
確

保
取

り
ま

と
め

推
進

課
都

市
計

画
課

関
連

課
企

画
政

策
課

・
道

路
維

持
課

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

新
た

な
交

通
手

段
が

確
保

さ
れ

る
地

区
の

数
3
地

区
（
平

成
2
6
年

度
）

7
地

区
に

増
加

3
地

区
3
地

区

％

既
存

の
公

共
交

通
の

利
用

が
困

難
な

地
域

に
お

い
て

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
な

ど
新

た
な

公
共

交
通

を
導

入
す

る
こ

と
に

よ
り

、
移

動
手

段
を

確
保

し
て

い
く
も

の
と

し
て

設
定

。
達

成
率

　
：
　

(（
実

績
値

　
-
　

初
期

値
）
　

/
　

（
目

標
値

　
-
　

初
期

値
）
)　

×
　

1
0
0

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

達
成

率
0
%

0
%

％
％

民
間

バ
ス

路
線

を
維

持
し

て
い

く
こ

と
に

よ
り

、
地

域
住

民
の

移
動

手
段

を
確

保
す

る
も

の
と

し
て

設
定

。
達

成
率

　
：
　

1
5
路

線
を

維
持

し
て

い
る

場
合

は
1
0
0
％

と
記

載
。

３
１

年
度

確
保

さ
れ

て
い

る
民

間
バ

ス
路

線
数

1
5
路

線
（
平

成
2
6
年

度
）

1
5
路

線
を

維
持

1
5
路

線
1
5
路

線

達
成

率
目

標
達

成
目

標
達

成
％

具
体

的
事

業

取
組

状
況

（
Ｄ

ｏ
）

評
価

（
Ｃ

ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
）

改
善

（
Ａ

ｃ
ｔｉ

ｏ
ｎ

）

①
交

通
不

便
地

域
に

対
す

る
交

通
手

段
の

確
保

交
通

不
便

地
域

の
解

消
を

含
む

公
共

交
通

へ
の

取
組

を
定

め
る

「
佐

倉
市

地
域

公
共

交
通

網
形

成
計

画
」
の

作
成

に
着

手
し

た
。

ま
た

、
佐

倉
地

区
（
内

郷
地

区
）
に

お
い

て
佐

倉
市

循
環

バ
ス

、
和

田
・
弥

富
地

区
に

お
い

て
佐

倉
市

南
部

地
域

デ
マ

ン
ド

交
通

を
運

行
し

た
。

佐
倉

市
地

域
公

共
交

通
網

形
成

計
画

を
策

定
し

た
。

市
で

循
環

バ
ス

や
デ

マ
ン

ド
交

通
を

運
行

す
る

こ
と

に
よ

り
、

3
地

区
の

移
動

手
段

を
確

保
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

デ
マ

ン
ド

交
通

に
つ

い
て

は
利

用
状

況
が

低
迷

し
て

い
る

。

佐
倉

市
地

域
公

共
交

通
網

形
成

計
画

に
基

づ
き

、
交

通
空

白
地

域
対

策
事

業
に

着
手

す
る

。
循

環
バ

ス
は

運
行

を
維

持
し

、
地

域
の

移
動

手
段

を
確

保
す

る
。

デ
マ

ン
ド

交
通

に
つ

い
て

は
運

行
を

見
直

し
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

を
運

行
す

る
。

②
バ

ス
路

線
が

確
保

で
き

る
よ

う
に

要
望

す
る

と
と

も
に

既
存

路
線

の
維

持
な

ど
の

た
め

の
支

援

ち
ば

グ
リ

ー
ン

バ
ス

が
運

行
す

る
神

門
線

・
高

崎
線

の
2
路

線
4
区

間
に

つ
い

て
、

運
行

経
費

の
一

部
を

補
助

し
て

い
る

。

和
田

・
弥

富
地

区
に

つ
い

て
、

デ
マ

ン
ド

交
通

と
併

せ
、

民
間

バ
ス

路
線

の
運

行
経

費
の

一
部

を
補

助
し

た
こ

と
で

、
地

域
の

移
動

手
段

を
確

保
で

き
た

。

今
後

は
、

市
実

施
事

業
（
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
な

ど
）
と

民
間

バ
ス

事
業

と
の

連
携

に
つ

い
て

検
討

し
て

い
く
。

【
2
8
年

度
懇

話
会

意
見

】
・
今

後
ま

す
ま

す
高

齢
化

が
進

む
現

状
で

、
買

い
物

、
病

院
、

公
共

施
設

な
ど

、
生

活
す

る
上

で
必

要
な

場
所

へ
の

移
動

に
悩

む
市

民
が

増
加

す
る

恐
れ

が
あ

る
。

自
家

用
車

に
頼

ら
な

い
交

通
手

段
の

確
保

は
、

定
住

人
口

の
維

持
向

上
、

元
気

な
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

た
め

に
も

有
効

と
い

え
る

。
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
な

ど
の

検
討

に
加

え
、

現
在

あ
る

バ
ス

路
線

の
維

持
も

重
要

で
す

。
市

民
も

意
識

し
て

活
用

す
る

な
ど

地
域

の
足

を
皆

で
守

る
機

運
が

必
要

で
あ

る
。

・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
に

つ
い

て
は

、
乗

降
場

所
に

留
意

が
必

要
と

考
え

る
。

％
％

【
2
8
年

度
懇

話
会

意
見

へ
の

回
答

】
・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
の

検
討

に
加

え
、

既
存

の
バ

ス
路

線
の

維
持

に
努

め
ま

す
。

・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
の

乗
降

場
所

は
、

乗
降

時
の

安
全

が
確

保
で

き
る

区
間

に
お

い
て

は
、

バ
ス

停
で

な
く
て

も
乗

降
で

き
る

自
由

乗
降

区
間

の
設

定
を

検
討

し
ま

す
。
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施
策

の
内

容

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

懇
話

会
意

見
等

懇
話

会
意

見
等

を
踏

ま
え

た
今

後
に

つ
い

て

・
市

街
地

に
あ

る
鉄

道
駅

に
つ

い
て

、
駅

周
辺

を
地

域
の

拠
点

と
捉

え
、

必
要

な
都

市
機

能
の

整
理

、
検

討
を

行
い

ま
す

。

施
策

開
始

の
き

っ
か

け

・
少

子
高

齢
・
人

口
減

少
が

進
展

す
る

中
、

市
街

地
規

模
の

維
持

や
地

域
の

拠
点

性
を

高
め

る
都

市
機

能
の

集
約

・
集

積
と

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
強

化
に

よ
る

歩
い

て
暮

ら
せ

る
ま

ち
づ

く
り

の
推

進
が

必
要

で
あ

る
た

め
。

実
施

計
画

額
（
千

円
）

※
臨

時
経

費
の

積
み

上
げ

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
平

成
3
1
年

度

6
8
,0

6
6

4
,4

9
7

9
,0

3
2

9
,0

3
2

具
体

的
事

業

取
組

状
況

（
Ｄ

ｏ
）

評
価

（
Ｃ

ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
）

改
善

（
Ａ

ｃ
ｔｉ

ｏ
ｎ

）

①
各

駅
周

辺
に

関
す

る
調

査
、

分
析

の
実

施

各
鉄

道
駅

周
辺

に
お

け
る

医
療

、
商

業
、

福
祉

等
の

都
市

機
能

施
設

の
配

置
状

況
の

整
理

、
必

要
な

都
市

機
能

の
検

討
結

果
を

踏
ま

え
、

立
地

適
正

化
計

画
を

策
定

し
た

。

鉄
道

駅
周

辺
の

都
市

機
能

施
設

の
整

理
・
検

討
結

果
を

、
立

地
適

正
化

計
画

に
お

け
る

区
域

の
設

定
等

に
繋

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。

立
地

適
正

化
計

画
に

基
づ

く
届

出
等

の
運

用
管

理
を

進
め

る
と

と
も

に
、

都
市

機
能

施
設

の
維

持
や

、
不

足
し

て
い

る
都

市
機

能
施

設
を

誘
導

す
る

事
業

を
行

う
。

・
人

口
減

少
や

少
子

高
齢

化
が

進
展

す
る

中
、

持
続

可
能

な
都

市
構

造
を

目
指

す
も

の
と

し
て

、
「
佐

倉
市

立
地

適
正

化
計

画
」
を

策
定

（
平

成
2
9
年

3
月

）
し

て
お

り
、

本
計

画
に

お
い

て
、

都
市

機
能

誘
導

区
域

を
鉄

道
駅

周
辺

に
設

定
し

、
医

療
や

福
祉

、
商

業
な

ど
の

生
活

サ
ー

ビ
ス

施
設

を
誘

導
す

る
こ

と
と

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
併

せ
て

策
定

し
た

「
地

域
公

共
交

通
網

形
成

計
画

」
に

基
づ

き
、

公
共

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
維

持
・
充

実
に

取
り

組
ん

で
ま

い
り

ま
す

。
・
佐

倉
市

景
観

計
画

計
画

（
平

成
2
9
年

1
2
月

公
表

）
に

お
い

て
、

J
R

及
び

京
成

佐
倉

駅
を

含
む

地
域

を
、

「
旧

城
下

町
歴

史
景

観
拠

点
」
と

位
置

付
け

、
城

下
町

佐
倉

の
玄

関
口

に
相

応
し

い
駅

前
の

顔
作

り
を

掲
げ

て
お

り
、

公
共

施
設

等
の

整
備

に
あ

た
っ

て
は

地
域

を
先

導
す

る
も

の
と

な
る

よ
う

努
め

て
ま

い
り

ま
す

。
ま

た
、

駅
舎

整
備

や
便

数
確

保
等

に
つ

い
て

は
、

鉄
道

事
業

者
に

継
続

的
に

要
望

し
て

ま
い

り
ま

す
。

・
商

店
街

や
事

業
者

へ
の

支
援

に
つ

い
て

は
、

佐
倉

市
中

小
企

業
資

金
融

資
や

商
店

街
の

空
き

店
舗

等
へ

の
出

店
促

進
補

助
、

街
中

に
ぎ

わ
い

推
進

事
業

等
の

各
種

支
援

制
度

の
積

極
的

な
活

用
に

引
き

続
き

努
め

て
ま

い
り

ま
す

。

具
体

に
検

討
を

行
っ

た
鉄

道
駅

数
を

設
定

達
成

率
　

：
　

(実
績

値
　

　
/
　

目
標

値
)　

×
　

1
0
0

達
成

率
目

標
達

成
目

標
達

成
％

％
％

・
立

地
適

正
化

計
画

に
し

た
が

い
、

買
い

物
、

医
療

、
福

祉
、

高
齢

者
の

住
ま

い
な

ど
の

拠
点

を
コ

ン
パ

ク
ト

シ
テ

ィ
の

観
点

で
整

備
す

る
こ

と
に

な
る

が
、

駅
周

辺
に

吸
引

力
が

あ
る

の
か

が
重

要
で

あ
る

。
市

外
で

用
を

足
す

住
民

が
多

い
の

は
市

内
の

駅
周

辺
に

魅
力

が
な

い
の

が
原

因
で

あ
る

。
立

地
適

正
化

計
画

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

駅
前

の
賑

わ
い

を
取

り
戻

す
対

策
が

必
要

だ
。

一
方

で
、

コ
ン

パ
ク

ト
シ

テ
ィ

は
高

齢
者

な
ど

弱
者

が
切

り
捨

て
ら

れ
る

懸
念

も
あ

り
、

公
共

交
通

網
の

充
実

も
同

時
に

取
り

組
ん

で
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

・
佐

倉
駅

前
の

整
備

を
J
R

と
京

成
に

働
き

か
け

ら
れ

な
い

か
。

街
灯

が
少

な
く
、

ま
ち

の
象

徴
と

な
る

モ
ニ

ュ
メ

ン
ト

が
な

い
。

駅
舎

の
外

観
も

、
香

取
の

よ
う

に
ま

ち
の

イ
メ

ー
ジ

に
徹

底
し

た
デ

ザ
イ

ン
を

工
夫

し
て

ほ
し

い
。

佐
倉

に
訪

れ
た

ひ
と

を
が

っ
か

り
さ

せ
な

い
よ

う
に

駅
前

の
イ

メ
ー

ジ
づ

く
り

は
重

要
だ

。
ま

た
、

J
R

佐
倉

と
京

成
佐

倉
が

分
散

し
て

い
る

の
も

駅
前

が
さ

び
れ

る
原

因
で

あ
り

、
両

駅
を

つ
な

ぐ
街

の
に

ぎ
わ

い
を

一
体

的
に

整
備

で
き

な
い

か
。

佐
倉

は
坂

道
が

多
く
不

便
だ

が
そ

れ
を

長
所

と
捉

え
て

活
用

す
る

方
法

を
考

え
た

り
、

マ
イ

カ
ー

利
用

者
も

買
物

で
駅

前
利

用
す

る
よ

う
誘

導
す

る
開

発
を

し
て

ほ
し

い
。

ま
た

、
鉄

道
の

本
数

の
維

持
は

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
維

持
に

つ
な

が
る

の
で

J
R

と
京

成
に

働
き

か
け

て
ほ

し
い

。

・
駅

前
の

賑
わ

い
の

低
下

に
起

因
し

て
、

ま
ち

の
衰

退
が

深
刻

化
し

て
い

る
。

ま
ち

な
か

で
民

間
事

業
が

成
り

立
た

な
い

の
で

、
銀

行
や

証
券

、
保

険
会

社
が

営
業

基
地

に
す

る
駅

で
は

な
く
な

り
、

ほ
と

ん
ど

が
撤

退
し

た
。

こ
れ

に
よ

り
サ

ラ
リ

ー
マ

ン
が

減
少

し
、

飲
食

店
が

減
少

。
通

勤
者

が
減

少
す

れ
ば

、
通

学
で

利
用

す
る

子
供

も
少

な
く
な

り
、

ま
ち

の
高

齢
化

が
進

む
。

高
齢

者
の

移
動

に
は

公
共

機
関

が
必

要
で

も
路

線
継

続
が

厳
し

い
と

い
う

悪
循

環
か

ら
逃

れ
ら

れ
な

く
な

っ
て

い
る

。
ま

ち
に

飲
食

業
、

専
門

サ
ー

ビ
ス

業
を

誘
導

す
る

た
め

に
、

金
融

機
関

の
協

力
を

取
り

付
け

、
市

の
融

資
で

低
利

融
資

を
行

う
な

ど
支

援
に

取
り

組
ん

で
は

ど
う

か
。

商
店

街
の

体
力

が
な

く
な

り
、

魅
力

づ
く
り

は
個

店
頼

み
に

な
っ

て
い

る
。

商
店

街
が

協
働

で
サ

ー
ビ

ス
を

行
え

る
体

制
支

援
の

研
究

が
更

に
必

要
で

あ
る

。

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

検
討

を
行

っ
た

鉄
道

駅
数

-
5
駅

5
駅

5
駅

佐
倉

市
ま

ち
・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

　
進

捗
管

理
シ

ー
ト

評
価

年
度

平
成

2
8
年

度

基
本

目
標

４
：
将

来
に

わ
た

っ
て

住
み

続
け

た
い

と
思

え
る

「
ま

ち
」
を

つ
く
り

ま
す

施
策

名
(6

)鉄
道

駅
周

辺
の

都
市

機
能

に
関

す
る

検
討

取
り

ま
と

め
推

進
課

都
市

計
画

課

関
連

課
-

-62-



施
策

の
内

容

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

懇
話

会
意

見
等

懇
話

会
意

見
等

を
踏

ま
え

た
今

後
に

つ
い

て

・
防

災
行

政
無

線
や

防
災

井
戸

、
防

災
備

蓄
倉

庫
な

ど
の

防
災

・
治

水
関

連
施

設
の

整
備

を
図

り
ま

す
。

・
災

害
に

よ
る

被
害

を
最

小
限

に
抑

え
る

た
め

、
自

主
防

災
組

織
や

耐
震

診
断

な
ど

市
民

自
身

に
よ

る
災

害
へ

の
備

え
に

対
し

て
支

援
を

行
い

ま
す

。

施
策

開
始

の
き

っ
か

け
平

成
７

年
の

阪
神

・
淡

路
大

震
災

や
過

去
の

風
水

害
を

受
け

、
災

害
に

強
い

ま
ち

づ
く
り

を
目

指
す

。
実

施
計

画
額

（
千

円
）

※
臨

時
経

費
の

積
み

上
げ

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
平

成
3
1
年

度

2
5
6
,4

8
3

5
1
,4

9
4

3
4
6
,9

3
3

3
4
6
,9

3
3

・
自

主
防

災
組

織
の

活
動

状
況

に
つ

い
て

も
研

修
会

や
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

等
に

よ
り

確
認

し
、

組
織

と
し

て
の

計
画

性
・
継

続
性

の
あ

る
活

動
が

図
れ

る
よ

う
支

援
に

努
め

た
い

。
・
危

機
管

理
室

に
お

い
て

、
防

災
対

策
実

施
担

当
課

と
連

携
し

、
市

の
防

災
対

策
全

般
を

進
め

て
い

き
た

い
。

・
各

自
治

会
や

自
主

防
災

組
織

が
、

各
地

域
の

実
状

に
即

し
た

防
災

計
画

を
作

成
す

る
こ

と
は

組
織

活
動

の
実

効
性

を
高

め
る

上
で

有
効

と
思

わ
れ

る
の

で
、

今
後

推
進

し
て

い
き

た
い

。

・
自

主
防

災
組

織
に

つ
い

て
は

、
団

体
数

の
維

持
・
増

加
傾

向
は

よ
い

が
、

実
際

に
機

能
し

て
い

る
か

ど
う

か
の

精
査

も
必

要
で

あ
る

。
・
防

災
対

策
に

関
す

る
こ

と
は

、
防

災
無

線
、

防
災

組
織

、
マ

ン
ホ

ー
ル

ト
イ

レ
、

要
援

護
者

な
ど

幅
広

く
、

事
業

担
当

課
が

上
下

水
道

部
、

福
祉

部
、

市
民

部
な

ど
に

分
散

し
て

い
る

。
防

災
対

策
は

ソ
フ

ト
・
ハ

ー
ド

と
も

に
危

機
管

理
室

で
一

元
化

し
た

方
が

よ
い

の
で

は
な

い
か

。
・
地

区
ご

と
に

、
個

々
の

災
害

弱
者

を
救

済
・
支

援
す

る
地

域
の

防
災

計
画

の
作

成
を

推
進

し
て

ほ
し

い
。

そ
の

計
画

を
も

と
に

、
有

事
の

際
に

地
域

内
の

誰
が

誰
を

避
難

所
ま

で
連

れ
て

い
く
な

ど
具

体
的

に
決

め
て

お
く
。

計
画

が
な

い
と

自
主

防
災

組
織

を
作

っ
て

も
機

能
し

な
い

と
考

え
ら

れ
る

。

具
体

的
事

業

取
組

状
況

（
Ｄ

ｏ
）

評
価

（
Ｃ

ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
）

改
善

（
Ａ

ｃ
ｔｉ
ｏ

ｎ
）

①
防

災
行

政
無

線
や

防
災

井
戸

、
防

災
備

蓄
倉

庫
な

ど
の

防
災

・
治

水
関

連
施

設
の

整
備

①
防

災
行

政
無

線
（
同

報
系

）
を

市
内

３
箇

所
に

設
置

。
②

防
災

行
政

無
線

（
移

動
系

）
の

整
備

を
完

了
。

本
年

度
は

、
防

災
行

政
無

線
（
同

報
系

）
デ

ジ
タ

ル
化

改
修

工
事

に
向

け
て

の
実

施
設

計
年

度
で

あ
り

、
防

災
行

政
無

線
（
同

報
系

）
の

設
置

数
は

、
３

基
設

置
に

と
ど

ま
っ

た
。

平
成

２
８

年
度

に
策

定
し

た
防

災
行

政
無

線
（
同

報
系

）
デ

ジ
タ

ル
化

改
修

工
事

の
実

施
設

計
に

基
づ

き
、

当
該

事
業

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

今
後

、
防

災
行

政
無

線
（
同

報
系

）
が

必
要

と
さ

れ
る

箇
所

へ
の

設
置

に
努

め
る

。

②
自

主
防

災
組

織
や

耐
震

診
断

な
ど

市
民

自
身

に
よ

る
災

害
へ

の
備

え
に

対
す

る
支

援

①
自

主
防

災
組

織
の

実
施

す
る

防
災

訓
練

や
講

話
に

参
加

。
②

自
主

防
災

組
織

に
対

し
て

助
成

金
の

交
付

や
資

機
材

の
貸

与
を

実
施

。
③

自
主

防
災

組
織

リ
ー

ダ
ー

研
修

会
の

実
施

。

既
存

の
自

主
防

災
組

織
の

代
表

者
に

対
し

て
、

リ
ー

ダ
ー

研
修

会
を

実
施

し
た

。
６

団
体

の
自

主
防

災
組

織
が

新
た

に
設

立
さ

れ
た

。
し

か
し

、
和

田
・
弥

富
地

区
に

お
い

て
は

、
地

縁
・
血

縁
関

係
に

よ
る

助
け

合
い

が
あ

る
こ

と
を

理
由

に
設

立
団

体
が

少
な

い
。

今
後

も
引

き
続

き
、

既
存

の
自

主
防

災
組

織
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、
地

域
で

の
防

災
講

演
会

な
ど

の
場

を
と

お
し

て
自

主
防

災
組

織
の

必
要

性
を

周
知

し
て

、
設

立
に

向
け

た
サ

ポ
ー

ト
を

行
な

っ
て

い
く
。

達
成

率
1
2
%

2
4
%

％
％

％

自
主

防
災

組
織

の
団

体
数

9
9
団

体
（
平

成
2
6
年

度
）

1
2
4
団

体
に

増
加

1
0
2
団

体
1
0
8
団

体

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

過
去

の
傾

向
を

考
慮

し
、

毎
年

５
団

体
を

目
標

と
し

て
設

定
達

成
率

　
：
　

(（
実

績
値

　
-
　

初
期

値
）
　

/
　

（
目

標
値

　
-
　

初
期

値
）
)　

×
　

1
0
0

佐
倉

市
ま

ち
・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

　
進

捗
管

理
シ

ー
ト

評
価

年
度

平
成

2
7
年

度

取
り

ま
と

め
推

進
課

危
機

管
理

室
基

本
目

標
４

：
将

来
に

わ
た

っ
て

住
み

続
け

た
い

と
思

え
る

「
ま

ち
」
を

つ
く
り

ま
す

施
策

名
(7

)災
害

に
備

え
た

体
制

整
備

・
支

援
関

連
課

-

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

過
去

の
傾

向
を

考
慮

し
、

毎
年

３
箇

所
を

目
標

と
し

て
設

定
達

成
率

　
：
　

(（
実

績
値

　
-
　

初
期

値
）
　

/
　

（
目

標
値

　
-
　

初
期

値
）
)　

×
　

1
0
0

達
成

率
0
%

2
0
%

％
％

％

防
災

行
政

無
線

設
置

数
1
0
8
箇

所
（
平

成
2
6
年

度
）

1
2
3
箇

所
に

増
加

1
0
8
箇

所
1
1
1
箇

所
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施
策

の
内

容

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

行
政

評
価

懇
話

会
意

見
等

懇
話

会
意

見
等

を
踏

ま
え

た
今

後
に

つ
い

て

平
成

3
0
年

度
平

成
3
1
年

度

・
農

業
・
農

村
は

、
国

土
の

保
全

、
水

源
の

涵
養

、
自

然
環

境
の

保
全

、
良

好
な

景
観

の
形

成
等

、
多

面
的

機
能

を
有

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
こ

れ
ら

の
維

持
・
発

揮
を

図
る

た
め

、
地

域
の

農
地

・
農

業
用

施
設

な
ど

の
保

全
管

理
活

動
を

支
援

し
ま

す
。

4
2
,5

7
2

4
2
,5

7
2

3
4
,4

9
8

4
2
,5

7
2

施
策

開
始

の
き

っ
か

け

平
成

2
7
年

4
月

に
施

行
さ

れ
た

「
農

業
の

有
す

る
多

面
的

機
能

の
発

揮
の

促
進

に
関

す
る

法
律

」
に

基
づ

き
、

農
業

の
有

す
る

多
面

的
機

能
（
自

然
環

境
の

保
全

等
）
の

維
持

・
発

揮
を

図
る

た
め

、
「
多

面
的

機
能

支
払

交
付

金
」
（
※

）
に

よ
り

地
域

の
共

同
活

動
を

支
援

す
る

こ
と

が
必

要
。

（
※

）
農

業
者

等
が

組
織

す
る

団
体

（
地

域
活

動
組

織
）
が

行
う

、
草

刈
、

水
路

補
修

等
の

共
同

活
動

に
係

る
経

費
の

一
定

額
を

助
成

す
る

も
の

。

実
施

計
画

額
（
千

円
）

※
臨

時
経

費
の

積
み

上
げ

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度

・
多

面
的

機
能

支
払

い
交

付
金

の
活

用
に

つ
い

て
、

説
明

会
等

の
立

ち
上

げ
支

援
や

既
活

動
組

織
へ

の
支

援
を

強
化

す
る

と
と

も
に

、
会

計
や

事
務

処
理

等
に

つ
い

て
わ

か
り

や
す

い
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
作

成
を

検
討

し
て

ま
い

り
ま

す
。

・
多

面
的

機
能

支
払

交
付

金
は

耕
作

放
棄

地
の

防
止

の
ほ

か
、

農
地

の
利

活
用

な
ど

に
効

果
が

高
い

と
思

わ
れ

る
。

交
付

金
利

用
団

体
が

少
な

い
地

域
に

活
用

し
て

も
ら

え
る

よ
う

周
知

を
は

か
り

、
全

市
に

展
開

さ
れ

た
い

。
・
多

面
的

機
能

支
払

交
付

金
の

適
正

な
執

行
は

厳
し

く
対

応
し

て
ほ

し
い

。
一

方
、

事
務

処
理

に
慣

れ
て

い
な

い
農

業
者

も
少

な
く
な

く
、

会
計

や
事

務
処

理
を

忌
避

し
て

申
請

を
見

合
わ

せ
る

団
体

も
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

申
請

団
体

が
事

務
処

理
を

ス
ム

ー
ズ

に
行

え
る

よ
う

、
団

体
の

立
ち

上
げ

支
援

や
運

営
相

談
な

ど
今

後
も

丁
寧

に
対

応
さ

れ
た

い
。

具
体

的
事

業

取
組

状
況

（
Ｄ

ｏ
）

評
価

（
Ｃ

ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
）

改
善

（
Ａ

ｃ
ｔｉ
ｏ

ｎ
）

①
地

域
活

動
組

織
の

立
ち

上
げ

支
援

多
面

的
機

能
支

払
交

付
金

の
活

用
に

当
た

っ
て

は
、

地
域

活
動

組
織

の
立

ち
上

げ
が

必
要

で
あ

る
た

め
、

平
成

2
9
年

度
か

ら
当

該
交

付
金

を
活

用
し

た
活

動
を

予
定

し
て

い
る

5
組

織
に

対
し

て
、

交
付

金
の

概
要

、
申

請
手

続
等

に
係

る
説

明
会

を
実

施
（
な

お
、

組
織

の
立

ち
上

げ
は

説
明

会
の

翌
年

度
）
。

平
成

2
7
年

度
説

明
会

の
開

催
に

よ
り

新
た

に
5
組

織
（
1
8
5
.1

1
ｈ

ａ
）
が

地
域

活
動

組
織

を
立

ち
上

げ
、

多
面

的
機

能
支

払
交

付
金

を
活

用
す

る
こ

と
に

な
り

、
一

定
の

効
果

が
あ

っ
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。

多
面

的
機

能
支

払
交

付
金

の
活

用
に

よ
る

多
面

的
機

能
の

維
持

等
の

有
用

性
や

、
当

該
交

付
金

の
手

続
等

に
つ

い
て

、
引

き
続

き
説

明
を

行
う

。

②
地

域
活

動
組

織
の

活
動

支
援

（
多

面
的

機
能

支
払

交
付

金
の

活
用

）

地
域

活
動

組
織

を
立

ち
上

げ
、

多
面

的
機

能
の

維
持

等
に

係
る

活
動

を
行

う
1
6
組

織
に

対
し

て
、

多
面

的
機

能
支

払
交

付
金

の
助

成
を

行
っ

た
。

1
6
組

織
に

お
い

て
多

面
的

機
能

支
払

交
付

金
を

活
用

し
た

多
面

的
機

能
の

維
持

等
に

係
る

活
動

が
円

滑
に

行
わ

れ
、

一
定

の
効

果
が

あ
っ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

・
今

後
も

引
き

続
き

、
多

面
的

機
能

支
払

い
交

付
金

の
適

正
な

執
行

を
行

う
。

・
効

率
的

か
つ

効
果

的
な

活
動

が
可

能
と

な
る

よ
う

、
各

地
域

活
動

組
織

が
有

す
る

課
題

や
優

良
事

例
の

共
有

を
図

る
た

め
の

意
見

交
換

会
の

実
施

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
。

達
成

率
8
.1

%
目

標
達

成
％

％
％

活
動

を
実

施
す

る
協

定
面

積
2
7
6
.3

h
a

（
平

成
2
6
年

度
)

4
0
5
.6

7
h
aに

増
加

2
8
6
.6

7
h
a

4
7
1
.7

8
h
a

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

Ｋ
Ｐ

Ｉは
、

多
面

的
機

能
支

払
交

付
金

（
国

）
を

活
用

し
、

多
面

的
機

能
の

維
持

等
に

係
る

活
動

に
取

り
組

む
活

動
組

織
の

協
定

（
交

付
金

対
象

）
農

用
地

面
積

を
設

定
。

目
標

値
は

、
平

成
2
6
年

度
の

実
績

値
に

立
ち

上
げ

が
予

定
さ

れ
る

活
動

組
織

の
協

定
農

用
地

面
積

を
設

定
。

達
成

率
　

：
　

（
（
実

績
値

　
-
　

初
期

値
）
　

/
　

（
目

標
値

　
-
　

初
期

値
）
　

×
　

1
0
0

佐
倉

市
ま

ち
・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

　
進

捗
管

理
シ

ー
ト

評
価

年
度

平
成

2
8
年

度

取
り

ま
と

め
推

進
課

農
政

課
基

本
目

標
４

：
将

来
に

わ
た

っ
て

住
み

続
け

た
い

と
思

え
る

「
ま

ち
」
を

つ
く
り

ま
す

施
策

名
(8

)農
業

の
多

面
的

機
能

の
維

持
保

全
活

動
の

推
進

関
連

課
-

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

Ｋ
Ｐ

Ｉは
、

多
面

的
機

能
支

払
交

付
金

（
国

）
を

活
用

し
、

多
面

的
機

能
の

維
持

等
に

係
る

活
動

に
取

り
組

む
活

動
組

織
数

を
設

定
。

目
標

値
は

、
平

成
2
6
年

度
実

績
値

に
立

ち
上

げ
が

予
定

さ
れ

る
活

動
組

織
数

を
勘

案
し

て
設

定
。

達
成

率
　

：
　

(（
実

績
値

　
-
　

初
期

値
）
　

/
　

（
目

標
値

　
-
　

初
期

値
）
)　

×
　

1
0
0

達
成

率
2
0
%

目
標

達
成

％
％

％
活

動
を

実
施

す
る

地
区

数
1
0
地

区
（
平

成
2
6
年

度
）

1
5
地

区
に

増
加

1
1
地

区
1
6
地

区
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施
策

の
内

容

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

Ｋ
Ｐ

Ｉ設
定

の
考

え
方

・
根

拠

懇
話

会
意

見
等

懇
話

会
意

見
等

を
踏

ま
え

た
今

後
に

つ
い

て

佐
倉

市
ま

ち
・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

　
進

捗
管

理
シ

ー
ト

評
価

年
度

平
成

2
8
年

度

基
本

目
標

４
：
将

来
に

わ
た

っ
て

住
み

続
け

た
い

と
思

え
る

「
ま

ち
」
を

つ
く
り

ま
す

施
策

名
(9

)市
南

部
地

域
対

策
の

推
進

取
り

ま
と

め
推

進
課

企
画

政
策

課

関
連

課
-

施
策

開
始

の
き

っ
か

け

選
ば

れ
る

ま
ち

と
な

る
要

素
の

一
つ

で
あ

る
豊

か
な

自
然

環
境

や
景

観
を

将
来

に
引

き
継

い
で

い
く
た

め
に

は
、

人
口

減
少

の
著

し
い

市
南

部
地

域
に

対
す

る
定

住
・
交

流
人

口
増

加
の

取
組

が
必

要
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

た
め

。

実
施

計
画

額
（
千

円
）

※
臨

時
経

費
の

積
み

上
げ

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
平

成
3
1
年

度

0
0

2
8

0

・
市

南
部

地
域

は
、

継
承

さ
れ

て
き

た
自

然
環

境
・
自

然
景

観
と

と
も

に
、

重
要

な
営

農
基

盤
を

有
す

る
地

域
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
人

口
減

少
に

歯
止

め
を

か
け

る
と

と
も

に
、

地
域

の
活

力
を

維
持

す
る

た
め

、
地

域
住

民
の

意
見

を
聴

き
な

が
ら

、
過

疎
化

対
策

や
定

住
・
交

流
人

口
増

加
に

向
け

た
取

組
み

を
実

施
し

ま
す

。

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

３
１

年
度

和
田

地
区

の
人

口
1
,9

5
7
人

（
H

2
7
.3

.3
1
時

点
）

維
持

1
,9

5
3
人

1
,9

1
3
人

達
成

率
初

期
値

を
下

回
っ

た
初

期
値

を
下

回
っ

た
％

％
％

市
南

部
地

域
対

策
の

効
果

を
測

る
指

標
と

し
て

、
減

少
傾

向
に

あ
る

和
田

地
区

の
人

口
の

維
持

が
目

標
と

し
て

妥
当

と
考

え
ら

れ
る

た
め

、
各

年
度

末
の

地
区

人
口

を
指

標
と

し
て

設
定

し
ま

す
。

達
成

率
　

：
　

(（
実

績
値

　
-
　

初
期

値
）
　

/
　

（
目

標
値

　
-
　

初
期

値
）
)　

×
　

1
0
0
　

　
　

た
だ

し
、

初
期

値
を

下
回

っ
た

場
合

は
、

「
初

期
値

を
下

回
っ

た
」
と

記
載

。

Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重

要
業

績
評

価
指

標
）

指
標

名
初

期
値

目
標

値
達

成
状

況

２
７

年
度

２
８

年
度

２
９

年
度

３
０

年
度

市
南

部
地

域
対

策
の

効
果

を
測

る
指

標
と

し
て

、
減

少
傾

向
に

あ
る

弥
富

地
区

の
人

口
の

維
持

が
目

標
と

し
て

妥
当

と
考

え
ら

れ
る

た
め

、
各

年
度

末
の

地
区

人
口

を
指

標
と

し
て

設
定

し
ま

す
。

達
成

率
　

：
　

(（
実

績
値

　
-
　

初
期

値
）
　

/
　

（
目

標
値

　
-
　

初
期

値
）
)　

×
　

1
0
0
　

　
　

た
だ

し
、

初
期

値
を

下
回

っ
た

場
合

は
、

「
初

期
値

を
下

回
っ

た
」
と

記
載

。

３
１

年
度

弥
富

地
区

の
人

口
1
,6

5
5
人

（
H

2
7
.3

.3
1
時

点
)

維
持

1
,6

1
5
人

1
,5

8
1
人

達
成

率
初

期
値

を
下

回
っ

た
初

期
値

を
下

回
っ

た
％

％
％

和
田

・
弥

富
地

区
の

交
通

手
段

の
確

保
策

に
つ

い
て

は
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

の
本

格
運

行
へ

の
準

備
を

地
域

の
意

見
を

聴
き

な
が

ら
進

め
る

と
と

も
に

、
そ

の
他

の
交

通
手

段
の

確
保

に
つ

い
て

も
関

係
機

関
と

連
携

し
て

検
討

を
行

っ
て

い
き

ま
す

。

具
体

的
事

業

取
組

状
況

（
Ｄ

ｏ
）

評
価

（
Ｃ

ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
）

改
善

（
Ａ

ｃ
ｔｉ
ｏ

ｎ
）

①
地

域
住

民
と

の
意

見
交

換
会

の
継

続
的

な
実

施

弥
富

地
区

の
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
（
ふ

る
さ

と
弥

富
を

愛
す

る
会

）
の

会
合

(7
/
2
6
）
と

和
田

地
区

の
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
設

立
準

備
会

の
会

合
（
9
/
4
)に

お
い

て
、

総
合

戦
略

の
内

容
及

び
平

成
2
7
年

度
の

意
見

交
換

会
に

お
け

る
地

域
住

民
か

ら
の

意
見

を
取

り
ま

と
め

た
報

告
書

に
つ

い
て

説
明

し
ま

し
た

。

地
域

住
民

に
対

し
、

総
合

戦
略

の
内

容
等

を
説

明
し

、
意

見
を

聴
取

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

が
、

よ
り

意
見

交
換

が
活

発
な

も
の

と
す

る
た

め
の

工
夫

が
必

要
で

す
。

意
見

交
換

を
よ

り
活

発
な

も
の

と
す

る
た

め
、

よ
り

具
体

的
に

当
該

地
域

を
対

象
と

し
た

市
の

施
策

の
内

容
を

示
し

、
こ

れ
に

対
す

る
意

見
を

聴
取

す
る

と
と

も
に

、
当

該
意

見
交

換
の

場
に

関
係

課
の

職
員

も
同

席
す

る
こ

と
と

し
ま

す
。

②
地

域
住

民
の

意
見

を
踏

ま
え

た
定

住
・
交

流
人

口
増

加
策

の
具

体
化

・
実

施

都
市

計
画

課
に

お
い

て
策

定
し

た
佐

倉
市

地
域

公
共

交
通

網
形

成
計

画
に

お
い

て
、

和
田

地
区

・
弥

富
地

区
に

お
け

る
交

通
空

白
地

域
対

策
の

見
直

し
に

つ
い

て
位

置
付

け
る

と
と

も
に

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
の

試
験

運
行

に
必

要
な

費
用

を
平

成
2
9
年

度
予

算
に

計
上

し
ま

し
た

。

多
く
の

地
域

住
民

が
求

め
て

い
た

交
通

不
便

へ
の

対
応

に
つ

い
て

、
事

業
の

具
体

化
を

図
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

の
試

験
運

行
に

つ
い

て
、

よ
り

地
域

住
民

の
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
も

の
と

す
る

た
め

、
意

見
を

聴
き

な
が

ら
準

備
を

進
め

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
そ

の
他

、
定

住
・
交

流
人

口
の

増
加

に
資

す
る

施
策

の
具

体
化

に
つ

い
て

は
、

引
き

続
き

、
地

域
住

民
の

意
見

を
聴

き
な

が
ら

検
討

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

・
デ

マ
ン

ド
交

通
の

見
直

し
に

あ
た

り
、

利
用

者
の

動
向

や
ニ

ー
ズ

調
査

を
行

い
、

十
分

に
分

析
を

し
た

う
え

で
廃

止
を

決
定

し
た

も
の

と
し

て
評

価
で

き
る

。
デ

マ
ン

ド
交

通
を

日
常

の
移

動
手

段
と

し
て

い
た

利
用

者
は

ご
く
わ

ず
か

だ
が

、
ど

の
よ

う
に

フ
ォ

ロ
ー

す
る

か
が

最
も

重
要

で
あ

る
。

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

の
試

験
運

行
を

進
め

つ
つ

、
マ

イ
カ

ー
で

送
迎

す
る

仕
組

み
や

民
間

企
業

の
社

員
送

迎
バ

ス
に

相
乗

り
さ

せ
て

も
ら

う
手

段
の

検
討

な
ど

、
交

通
弱

者
を

拾
い

上
げ

る
手

段
を

研
究

さ
れ

た
い

。
・
交

通
弱

者
が

多
い

地
域

の
交

通
手

段
は

マ
イ

カ
ー

中
心

で
あ

り
、

運
転

で
き

な
く
な

っ
た

高
齢

者
が

移
動

困
難

者
、

買
い

物
困

難
者

と
な

っ
て

い
る

。
地

域
で

マ
イ

カ
ー

は
た

く
さ

ん
余

っ
て

い
る

と
想

定
さ

れ
る

の
で

、
有

償
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
や

地
区

社
協

を
利

用
し

て
運

転
代

行
の

助
け

合
い

は
で

き
な

い
か

。
運

転
者

責
任

が
生

じ
る

と
い

う
課

題
は

あ
る

が
、

関
係

機
関

と
連

携
し

て
手

段
を

検
討

さ
れ

た
い

。
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資料 

 

資料１ 佐倉市行政評価懇話会名簿 

（五十音順、敬称略） 

氏名 経歴等 備考 

宇田川 光三 
自治会役員、佐倉市市民協働推進委員 

元民生委員・児童委員 
 

小野 房子 
明るい選挙推進委員、元スポーツ推進委員 

元民生委員・児童委員 
公募委員 

坂口 嘉一 
元産業振興推進会議委員、元地方創生総合戦

略策定懇話会委員、地域公共交通会議委員 
公募委員 

林 奈生子 
法政大学公共政策研究科、デザイン工学部 

兼任講師 
 

武藤 博己 
法政大学大学院 公共政策研究科教授 

日本協働政策学会理事 
委員長 

目等 洋二 
自治会役員、元市川市代表監査委員 

元財団法人市川市文化振興財団評議員 
副委員長 

吉村 真理子 千葉敬愛短期大学 現代子ども学科教授  

任期：平成28年7月1日～平成30年6月30日 

 

 

○オブザーバー（第 2～4 回）            （五十音順、敬称略） 

氏 名 分野 経歴等 

伊藤 利之 金融 株式会社千葉銀行佐倉支店 支店長 

菅 博一 労働 連合千葉 成田・佐倉地域協議会 JP 労組 

高橋 義和 産業 元佐倉商工会議所 事務局長 

藤本 健太郎 言論 株式会社広域高速ネット二九六 通信技術セ

ンター 放送制作部長 
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資料２ 市民ワークショップ実施概要 

 

１ ワークショップの趣旨 

現在市が取組を行っている施策について、市民の視点や感覚を生かしたご意

見をお伺いし、佐倉市行政評価懇話会において、市への意見書をまとめる際に生

かしていくことを目的として実施しました。 

 

２ ワークショップ参加者 

28 年度行政評価懇話会市民ワークショップに参加いただいた方と、無作為抽

出の市民意識調査対象者 4,000 人に呼びかけ、結果、実数で 19 名の方にご参加

をいただきました。 

 

３ テーマについて 

 懇話会が、第４次佐倉市総合計画後期基本計画の29本の重点施策のうちから、

佐倉市の主要課題と捉えているもの、且つ、参加者の関心が高く、市民の皆さん

が身近に捉えられるもの、市民の方自らが中心となってできることが議論しう

る 12 本の重点施策を選び、2つの大テーマと 3つの行政課題を設定しました。 

さらに、議論のしやすさと参加者数を考慮し、、各回 2 本の小テーマを設定し

ました。 

 

４ 開催概要 

 

各回 3つの班（A、B、C）に分かれ、付箋を使った意見抽出やアイディア出し、

グループ分け、発表を行い、班に割り振られた小テーマについて各回完結型で議

論しました。（参照：『資料 4 市民ワークショップ報告書』） 

市民中心の議論となるように、各班の運営を担う書記や発表役は市民が役割

分担し、事務局職員は進行、行政評価懇話会はオブザーバーとして、班内の議論

を見守る役割としました。なお、班分けのテーマについて事前に調査し、市民は

希望する小テーマの班に振り分けられています。 

回 日時 参加 大テーマ 小テーマ 班 

１ 29 年 10 月 21 日

（土） 

9：00～12：00 

3 班 

16 名 

高齢者が住み慣れた

地域で安心して生活

するために 

暮らし続ける環境整備 
A,B 

自助・共助のまちづくり 
C 

２ 29 年 11 月 18 日

（土） 

9：00～12：00 

3 班 

12 名 佐倉市の魅力発信 

シティプロモーション 
A,B 

子育てしやすいまちづくり 
C 
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資料３ 市民ワークショップ報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年 10 月 21 日（土）・11 月 18 日（土） 

（平成 29 年度第 5・6 回佐倉市行政評価懇話会） 
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第 1 回 

平成 29年 10月 21 日（土）実施 

高齢者が住み慣れた地域で

安心して暮らすために

暮らし続ける

環境整備

A班 B班

自助・共助の

まちづくり

C班
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個別意見（班員の声）  

（○良いところ ×課題 △その他 ◎対応策 ★注目ポイント） 

施設 

○ 図書館の活用。期日前投票増設。 

× ★地域課題に対応できる社会福祉施策を多くしてほしい。自宅に戻れない、自宅との二

重生活。 

△ 社会福祉施設との連携。今までいざ～というとき不安でしたが、サービス付き住宅があ

るのを知って安心。でも費用の面では不安。 

 

防災 

○ 防災にドローンを導入したらどうか。 

× 強盗、ひったくり。サギ対策、金融がらみの詐欺も多い。民泊への不安。テロ対策。 

 

まちづくり、コミュニティ 

○ ★多様な活動団体。まちづくりの組織が各地区にある。地域社会への貢献意欲がある人

が多い。 

× 独居老人の連絡手段が少ない。シルバー層の地域貢献への活用に不安。 

市民活動、情報交流もっと知らせてほしい。 

△ 集まる場所（お茶のある場所）が必要。自治会活動のあり方。 

引きこもりをしないように声かけが必要。ヘルパーさん等働いている人の異動がはげし

い。 
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交通手段 

× ★買い物、食事等日常生活の不安。移動・買物弱者重視＋双方向へ。 

交通手段の充実は拠点の充実と一本化を。佐倉駅（京成）にエレベーター、エスカレー

ター等を整備して周辺を楽しめる場所に（買物等）。バスの時刻表が見にくいのでもう少

しわかりやすくしてほしい。 

△ ★公共交通の充実、交通網の整備が必要。 

 

医療・健康 

× 高齢者になると介護等費用が不安。高齢者がけがをした後のリハビリ専門の病院がない。 

★医療・介護に関する情報がほしい。医療保険と介護保険の違いを説明してほしい。介

護施設の種類を知りたい。高齢者の健康な方の地域包括支援の申し込み方のお知らせが

多くない。 

包括支援センターへの多くの市民の参加が重要だ。 

生きがいや予防重視に。★当事者の意見を反映する医療や予防を。 

医療、防災、輸送大型ヘリポート。医療、交通とウイルス他 

△  健康・福祉と農の一本化した施策 

介護施設を今から申し込まないと将来入居できない？ 施設に働いている人の環境

が厳しく改善が必要。施設の食事が不安。 

 

全体 

○ のんびり暮らせる自然環境、歴史、文化 

× 生活、仕事と支える人（高齢者の側、家族の側）のバランス。高齢者の対象もより細や

かに。 

インフラ整備、老朽化と予算が課題である。IOT 機器とプライバシー、利点と欠点もあ

る。 

★マイナス面を補う→魅力度アップ（次世代の定住化につなげる） 

 

発表内容  

 各々が出した意見を「施設」、「防災」、「まちづくり・コミュニティ」、「交通手段」

及び「医療・健康」の 5 つに分類し、これらに分類できないものを「全体」としてまとめた。 

 「施設」に関しては、図書館をよく活用する、という意見があったほか、地域課題に対応

できる社会福祉施設が望まれているのではないかという意見があった。 
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 防犯を含む「防災」に関しては、テロや詐欺等の問題への対応も重要になってきていると

いう意見や、NPO や NGO のうち不活性組織の排除についての意見、防犯活動にドローン

を活用してはどうかという意見があった。 

 「交通」に関しては、移動・買物弱者への対応として、公共交通網の充実が重要という意

見がある一方、支援を必要とする人を支援する側の拠点も充実させるべきという意見があっ

た。 

 「医療・健康」に関しては、地域包括ケアシステムに対する市民の認知度が低いため、理

解促進を図るべきという意見や、医療保険や介護保険制度の仕組みがよく分からず、いざ利

用する際に困ったという意見があった。当事者の意見は重要であり、参考にすべきである。

また、健康は重要であるが、多少のお金も必要であるため、耕作放棄地を活用して農業を行

ってもらうなど、健康づくりと農業の推進を一体として進められないかという意見もあった。 

 「まちづくり・コミュニティ」に関しては、自治会活動について、不参加等の問題がある

ことや、従来型ではない課題対応型の自治会が求められているという意見、また、社会貢献

や地域活動をしたい人は多いので、これらの人をうまく引き出す方法を検討すべきという意

見があった。その他、普通に暮らしていくためには、集う場所、お茶を飲める場所、ぶらっ

と立ち寄れる場所が必要という意見もあった。 

 「全体」としては、予算を含め、インフラの老朽化への対応が必要という意見や、IOT

機器を活用する一方プライバシーへの対応が必要という意見、また、のんびり暮らせる自然

や 歴史・文化を売りにした環境整備が必要という意見や、高齢者対策は必要であるが高齢

者は幅広く、きめ細やかな対応が必要といった意見、その他、マイナス面を埋め、魅力度向

上を図るための次の何らかの対策が必要という意見があった。         ＜了＞ 
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個別意見（班員の声）  

（○良いところ ×課題 △その他 ◎対応策 ★注目ポイント） 

施設 

○ 居住環境良。 

★市の公民館、図書館（職員含む）、市民体育館の設備が充実している。 

× 公民館のトイレを洋式化に改善してほしい。公園にトイレがない、少ない。 

本庁市役所の案内整備。ミレニアムセンターの活用は不十分に思われる。 

△ 民間トイレのトイレ利用可の表示を。 

 

健康 

○ 高額医療費の補助は続けてほしい（12,000 円以上）。 

× 高齢者なのか判断がつかない人が多い（自覚として）。 

介護に参加しない者の引出し方法 

△ 介護・福祉施設の使いやすさ（予約とりづらい） 

市内病院に高齢者医療の特色を…住みたい老後の町に。公民館で機能低下予防の講座。

佐倉が日本に誇れる高齢者対策 2～3 事業を強力に実施する。 

認知症の不明の取扱い 

⇒【こうしてはどうか？】 

◎ 予防が大切 

◎ ★予算の使い方！敬老会の 1,000 円配布はなくてもよい。はり・きゅうマッサージ

も不要では。人間ドック補助は良い。  
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自治会 

○ 自治会・町会の活躍が進みつつある。 

× 住民の身近な連絡（高齢者対策）が少し遅い。 

各自治会運営が弱く行政事項が十分届かない。 

△ 支援センターでの相談に行くことまでが相談対象となっている 

⇒【こうしてはどうか？】 

◎ ★市役所からの情報を自治会が生かすように伝える 

◎ 住民の協力を。ご近所のもりあげ方 

 

交通 

○ 道路の整備状況。地区によって郊外でも公共交通、バス等有。 

× 安心して生活できる街づくり。市道の街路樹整備・清掃。側溝のふたの安全性・整備。 

★地区の公共交通、バス等有（料金、ダイヤ数） 

△ 歩行路の高齢者配慮が少ない。 

JR・京成佐倉駅間の無料バス（市役所経由）はどうか。佐倉警察前辺りの道路混雑対  

策は？ 

 

広報 

○ 佐倉市広報が良くできている 

× 広報誌に高齢ニュース、連絡欄を鮮明に表示してほしい。 

佐倉は住みやすいと思うが、高齢者は他市と比べて多いか？ 

△ 広報誌は充実しているが市民を登場させてほしい 

 

情報 

× 各機関との連携緊密不足 

⇒【こうしてはどうか？】 

◎ もっと皆で助けあうための情報を（高齢者が増えている！情報を） 

 

佐倉ならでは 

△ 佐倉 IC 近くに道の駅がほしい。 

  老々介護の状態。老後の不安、特に夫。 

  佐倉に住む誇り（特に高齢者）が少ないのでは？ 

-74-



 

 

災害 

× ★防災無線よく聞こえない。防災時の佐倉市のマップを作る。 

△ 災害備え（水・トイレ・電気） 

 

空き家 

△ 空き家が増えている 

 

ゴミ 

△ 資源ゴミの検討。ゴミ出しがはっきりしない。 

 

買い物 

△ 今後の高齢化に伴う買い物等 

 

その他 

○ 職員の接遇、好感度が高い。行政は市民のために努力している。 

⇒【こうしてはどうか？】 

◎ 行政と高齢者の共有社会づくりが必要である。 

 

発表内容  

 施設、健康、自治会、交通という大きな分類でくくり、その他、広報、情報、ゴミ、買い

物の小分類に意見が出た。 

 施設については、公民館やトイレ、体育館を始め、充実しており「良い」という意見があ

った。問題は、ミレニアムセンターの活用が十分ではないこと、市役所本庁舎の案内が十分

整備されていないという意見があった。前年度のワークショップで、公共施設のトイレにつ

いて洋式化等高齢者が利用しやすい方向で改善してほしいと話したが、中央公民館など洋式

化され、非常によかった。 

 敬老会で配布される一人 1,000 円分の商品券、はり・きゅう・マッサージ券については高

齢者にとってもやめてよい制度であるとの意見が出された。そこに使われる予算をもっと高

齢者にとって真に有用な事業に使ってほしい。 
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 自治会については、市役所からの情報が活かされていないのではないかという意見があっ

た。災害については、防災無線があまり聞こえないという意見もあった。 

 その他、市職員の説明など対応がよいと感じる。             ＜了＞ 
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個別意見（班員の声）  

（○良いところ ×課題 △その他 ◎対応策 ★注目ポイント） 

施設・交流等 

○ 南部支援センターなど良い事業をするところがある。おいしい給食。施設が新しく生ま

れ変わってきている。 

高齢者同士のコミュニケーションが取れている 

× 地区の生かし方。コミュニティカフェなどがない。年代を超えた交流が必要。 

  身体障がい者施設がない。近くのスーパーに車椅子等が少ない。 

古い図書館は使いづらい。近くに図書館があるが中に入るとカビ臭い。 

△ 公園入口にハザードマップがある。マンション出入口の花壇の整理。 

⇒【こうしてはどうか？】 

◎ ★使いやすい施設の改善（利用者の意見を取り入れる） 

◎ ★包括支援センターによる「高齢者の移動」制度の利用 

◎ ★コミュニティセンターの利用を宣伝。ネスレのように施設アンバサダー制度を作る。

幼稚園とイベントをタイアップして周知。 

◎ ★活動事業や団体を継続的に案内。助け合い会など地域活動の PR、文書の投函。 

◎ 市民⇔市役所⇔市民 

 

地域活動組織等 

○ 民生委員に相談しやすい。 

近所、小ブロック毎のつきあいが良い。毎日の挨拶（声のかけあい）がある。 

自立している高齢者が多い。独居老人への声かけ（自助） 
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★まち協が頑張っている。自治会への支援もある。自治会に様々な趣味の会がある。生 

きがいになる。自治会を問わず、たくさんの助け合いの会がある。いきいきサロン、駅

前の清掃を定期的に行うなど。 

子育て支援を拡充してほしい。地域でも受け入れてほしい。 

× 自治会の存在の周知が弱く、地域の活動への誘い方が見えない。民生委員の候補者もい

ない。 

近所の助け合い。となりに住んでいる人を知らない。隣家のペットの鳴き声などご近所

トラブルもある。 

インフルエンザなど疾病予防は重要。志津地区は入院できる病院が少ない。 

介護タクシー（市営は？）、シルバー人材センターのタクシーは 2 日前予約が必要。 

△  自治会の恩恵を感じていないので加入率が低下しているのでは？個人情報の管理。 

買物の支援、いつどこへ車がくるのかのＰＲが足りない。デマンド交通は使いづらい。 

   いきいきサロンには、本当にやりたいことはあまりない。何がやりたいのかを広くきい

てみる必要がある。 

   支援がなくてもやりたいことはある（例：ゴミ拾い） 

⇒【こうしてはどうか？】 

◎ ★笑顔で立ち話！！食事会は高齢者にとってありがたい。ご近所での食事会。 

◎ 近所付き合いの件に対しては民生委員や自治会の活用が必要ではないか。 

◎ ★地域差を感じるので地区代表者の交流をしていただきたい。各地区の地区代表者

や民生委員の集まりを行い、地区毎の問題や課題を話し合う場がほしい。 

 

地域資源等 

○ 武家屋敷。地産地消。 

× 小江戸づくり。公園の利用の仕方。 

△ チューリップ畑。花火。 

⇒【こうしてはどうか？】 

◎ 次世代のメリットを考える 

◎ 子どもの送り迎え、学童の充実 

◎ ハザードマップ⇒市への要望（自治会経由） 

 

防犯・防災等 

○ 火災体験。防災ラジオ。 

× ★空き巣など防犯上問題あり。道路が狭い。水没する地区がある。 
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⇒【こうしてはどうか？】 

◎ 夜間パトロールの充実 

◎ 防犯ガラス 

◎ 防犯活動のグループを地域で増やす 

 

発表内容  

 障がい者に対する支援、障がい者施設がまだまだ不十分なのが現状ではないか。行政は「自

分たちはやっている」と考えるのではなく、他市と比較するなどし、「欠けているところは

ないか」という意識で、PDCA を回していただきたい。 

 また、介護タクシーはあるが、二日前でないと予約が取れずに使いづらい。高齢者の移動

に関し、地域包括支援センターが支援してはどうか。検討を進めている地域もあるので、全

市で横展開してほしい。 

 観光は、チューリップ畑などの目玉を観光資源としてもっと活用すべきだ。 

 防犯については、まだまだ空き巣や泥棒が頻繁に起こる地区があったり、道路が狭かった

りと課題が多い。防災ラジオの支給や火災体験の実施も知らなかった。地域によってはパト

カーの数、警察官の数が少ないように感じることもある。 

 自助で夜間パトロールの充実が必要である。まだまだ元気なお年寄りは大勢いる。その人

たちをシルバーとして、防犯活動のグループをどんどん増やし、活動していただきたい。そ

のためには、次世代のメリットを考え、子供とお年寄りの交流の場を設けていただきたい。

それでもやはり自分たちだけではできかねるところがあるため、公助としてどういうことを

すべきかということについて、考えていただきたい。 

 また、地域支え合いリストを見て、こんなにたくさんの施設があると知り驚いた。2010

年には 30 団体程度しかなかったものが今は 100 団体程度に増えている。これだけいい施設

があるにもかかわらず活用できていないことが問題である。 

 PR が足りないという意見もあった。資料も作って置いておくだけではなく、一戸一戸に

配って PR していただきたい。また、幼稚園のイベントとタイアップして、こういう施設が

あるということを PR すれば効果があるのではないか。このように、PR の方法をもっと工

夫することが必要である。 

 地域の交流については、食事会をやってはどうか。会ったときに挨拶もしない人が多いの

で、挨拶の奨励も行ってはどうか。そうすることで笑顔が生まれれば会話が生まれる。基本
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的なことが実はできていない。学校では道徳の時間が減っているとも聞いているが、もっと

必要ではないか。また、南部支援センターが非常に良い事業をやっていると聞いているので、

地域包括支援センター同士がもっと横の交流をし、いいところを伸ばしていただきたい。 

 民生委員の集まりにおいても同様に、それぞれの問題を出し合って、お互いのいいところ

を伸ばす、あるいは足りないところを補っていただきたい。 

全般に、佐倉市にせっかくいいものがあるにもかかわらず、その情報が市民に伝わってお

らず、活用できていないことは全般に共通した課題である。ただ施設を作ってその利用を促

すだけではなく、利用者の意見をどんどん採り入れ、その施設をよりよく使うにはどうすべ

きかを考えていただきたい。                   ＜了＞ 
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第 2 回 

平成 29年 11月 18 日（土）実施 

佐倉の魅力発信

シティ

プロモーション

A班 B班

子育てしやすい

まちづくり

C班
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個別意見（班員の声）  

（○良いところ ×課題 △その他 ◎対応策 ★注目ポイント） 

スポーツ 

○ スポーツの活動がしやすい。市民カレッジ、生涯大学が良い。 

× ★市内出身のプロ野球選手との交流。高校野球予選会場。 

 

歴史 

○ 都市と自然のバランス。蔵。歴史あり・城下町。JR 佐倉駅・待合の家紋。 

× ★城跡巡りガイドマップ 

 

観光 

○ 観光施設共通割引。市内観光案内地図。 

△ オランダにフォーカスした取組み。駅、街・店舗。名水ポイント。市ホームページ。イ

ベント後。観光協会アピール。 

× モノサク写真展開催。古民家。観光自転車料金。★市内事業者の活用。 

 

地域 

〇 市内の町が良く掃除されている。市内観光地のボランティアがいる。 

△ 高齢者へのアプローチ 

× 小径、外灯。車社会としての対策。JR・京成とのコラボ。 
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発信 

△ SNS・アプリによる発信。移住者の職業紹介。 

単年度で評価せず 2～3 年で評価を見てみたらどうか 

× テレビ。イベント。集客施設、道の駅等。 

 

その他 

△ 実際の体験施設。物産品。ふれあい農園の活用。 

× 市民からの苦情等の窓口が分からない。 

★特別の目玉なし。B 級グルメ創造。 

農業と市民。空農地活用。 

★印旛沼の資源活用。ふるさと広場の屋形船の串、廃船が放棄されたままである。 

 

発表内容  

 歴史・スポーツ・観光は佐倉の魅力の三本柱である。 

 歴史に関しては、灯篭が非常に風情があり、城下町の雰囲気を醸し出している。観光拠点

は充実しており、観光はしやすいがいくつか課題がある。佐倉には 100 名城の佐倉城、続

100 名城の本佐倉城のほか非常に城が多いが、一般の方に知られていない。佐倉の城を網羅

した地図を作り、1 日城巡りをする機会を作ってもよいのではないか。また、印旛沼は波が

静かで、非常に大きな水の資源である。都市近郊にないカヌー教室を作れば、東京から子供

連れの家族に来てもらえるのではないか。 

 スポーツに関しては、スポーツの活動がしやすく、いろいろな拠点がある。また、ドラフ

ト会議で 3 年連続、佐倉ゆかりの選手が指名されている。今の子育て世代は、自分の子供が

プロスポーツ選手になることに関心が高いので、若手のプロ野球選手との交流ができる場を

提供できないか。また、長嶋茂雄記念岩名球場でも高校野球の予選試合を開催していただき

たい。 

 観光に関しては、鉄道会社も利用してやっていただきたい。物井と佐倉の間のカーブが「モ

ノサク」として鉄道写真の聖地なので、写真展を佐倉駅で開催してはどうか。また、東京か

ら来る方が成田に行く際に佐倉で途中下車してもらえるよう、佐倉と成田の間で自由に乗降

できる切符を JR と京成のコラボでつくれないか。 

 市内事業者の活用についてはネーミングライツのほか、例えば観光自転車に貼ったシール

で起業を広告する代わりに、電動自転車をその企業に寄附してもらったり、地元でお土産を

買えば 10％割引になったりする仕組みができないか。 
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 B 級グルメに関しては、特産の山芋を使った誰でも食べられるメニューを開発し、佐倉の

B 級グルメにしてはどうか。佐倉丼の知名度が高くない。また、のぼりを立てるなど PR に

工夫が必要。                  

＜了＞
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個別意見（班員の声）  

（○良いところ ×課題 △その他 ◎対応策 ★注目ポイント） 

 

〇 安全、自然災害 

一戸建て。物価。 

成田との距離、東京都の距離。世界にも東京にも近い 

気候、自然。都会度、田舎度。景観。故郷。 

農業。西洋野菜（津田仙）を活かす 

スポーツする環境。岩名ブランド。 

歴史・文化。武家の町の拡大化。豊かな自然と歴史文化遺産。歴博の活用（連携企画）。

地域の伝統、行事活用。 

花火大会。チューリップ。 

小児医療の充実 

人が財産（みんな良い人？） 

市民のためと行政はこまめに努力をしている。 

 

× 働く場所がない。シャッター通り 

★若者の呼び込み。若者の意見。若者文化づくり（店舗、趣味、スポーツ等）。若者ら

の定住のための職場づくり。若者目線ではやっぱり不便。 

沼の活用 

耕作放棄地。農協や商工会議所等を活用する。ボランティア活用。 

長嶋球場もっと↑ 

観光の見直しをする。観光供託金収集と配当制度で市民関心度 UP！大きな植物園づく

りなどイベントの企業・商品とのタイアップ。 

連続的な企画や、大きなイベントで大きく引っ張る（小イベントを包み込む）。小さ

な企画は不要？  

歴史・文化はパンチなし。佐倉城の復元と地域の魅力化。草ぶえの丘の向上。 
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ホテル、宿泊施設がない（京成近くホテル）。有名料亭、レストラン、おいしい店誘致。 

お土産、八街のピーナッツのようなブランドづくり。銘菓の発売（新製品） 

何もない（魅力）に等しい町からスタートを（他市比）。 

JR、京成の佐倉駅前の魅力化。駅前へのメーンモニュメント設置など。市内交通（バス） 

IT 遅れ、公民館の予約など 

何でもやると財政負担心配。補助金・助成金内容を検討する。 

★住民気質が古い体質。重点の置き方。反対好 

PR 下手、市民・団体の SNS 等少ない。感じたことを直接発信。 

市民主体の施策少ないか。夢を育てる政策。 

定住人口の維持を考える。 

★目指すターゲットを明確に。伝えるべき魅力が曖昧か。どんな街に？ 

★人口減少対策から質的変化へ。数の多少中心でなく、満足度充実を目標とする。 

 

△ さくら（佐倉）弁当の開発 

市内タクシー、バスの特色化 

年長者優遇。世代で受け継ぐ。介護。 

市営住宅を考える 

 

⇒【こうしてはどうか？】 

◎ ★ほどほど（自然（気候、住環境）、文化（歴史）、生活（中））地域特性の具体的

展開 

◎ ★既存インフラの年齢層別具体的展開 

◎ ★人の満足度の向上増進 

 

発表内容  

 A 班の方は交流人口の方に重きが置かれていたように思うが、私たちの班は最終的に定住

人口を増やすにはどうすればよいかという観点から意見を取りまとめた。 

 佐倉には「これ」という秀でたものはなく、「ほどほど」なところがいいところではない

か。例えば、都会感・田舎感がほどほどであるなど。また、安心できる、一戸建てが持てる、

といった、ごく一般的な幸せに繋がるようないいところがあるが、これをどう PR していく

かが大切である。 
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 また、佐倉市内においても、古くから佐倉に住んでいる地域の方と、新しく佐倉に入って

きた地域の方とでは考えに違いがあるが、前者の意見の方が強く市政に反映されているよう

に感じているので、後者の意見にも耳を傾けていただきたい。  

 次に、「既存インフラの年齢層別具体的展開」とあるが、誰をターゲットとして呼び込む

かということが重要であり、若い人をどれだけ引き付けるかが重要だ。 

 東京との距離の問題があり、生計を立てることをベースにすると都会に出ざるを得ず、そ

れを超えて若い人にここに住んでもらうにはどうすべきかという議論が必要だ。都内で「佐

倉出身」と言うと評価されるが、では佐倉に戻るかというと「不便だ」と言って戻ってこな

い。若い人が将来どうしたら戻ってくるかを考えることが重要だ。佐倉より酒々井のほうが

よいという若者が出てきたのはなぜか。ユーカリが丘のように駅前に小さい子供を預かると

いう拠点を作るとか、自宅で仕事をしてトータルでお金を稼ぐような新しい生き方を提案し

なければ、若者を呼び込むのは難しいと思う。 

 一方、団塊の世代は、これから、高齢になっていく両親のそばでどうやって生活をしてい

くかが喫緊の課題となると思うが、これらの層をターゲットとしながら、どのように魅力を

発信していくのかが重要である。 

 その際、基本的に抑えておく必要があるのは、佐倉に住んでいる方が、どれだけ、ここに

住んでいることに対し、満足しているのかという点である。人の満足度を向上することを念

頭に置きつつ、定点観測をしながら、進めていく必要がある。 

            ＜了＞ 
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個別意見（班員の声）  

（○良いところ ×課題 △その他 ◎対応策 ★注目ポイント） 

支援 

○ ★医療費の負担が少なくてすむ。時間外の治療施設。 

○ ★子育て支援の充実。手当。病児、病後児。小児初期急病診療所（夜子供が熱を出し

た時助かった）。 

〇 南部保健センター 

× 税金。補助金。 

× ★教育費。育児休暇。ファミサポの提供会員を増やす工夫。子育てコンシェルジュの

認知度を高める。 

 

佐倉学 

○ 佐倉学 

× 「西の長崎、東の佐倉」をもっとアピール、蘭学（学問）。佐倉学＋受験への環境、

佐倉学検定の小中学校生向け。 

 

教育 

○ 育児パパ・イクメン、校外学習 

× ★子育て世代の目標は教育の充実。教育パパ、教育ママになれる町。親の教育＝子の

受容性を生む。 

× ★教育面での支援。子育て、心の教育。英才教育の充実。どの子も大学へ、そんな町。 

× PTA への支援を！ 

 

給食 

○ 給食がおいしい。学校給食の試食会があると良い（一般向け）。 

× 学校によっては給食がまずくなった？ 
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施設 

○ 自然環境、草ぶえの丘、サンセットヒルズ等 

× サンセットヒルズ、千代田ふれあいセンター等の人のサービスの向上を。 

 

将来 

○ ★近居・同居。二世帯で暮らしやすい。地域のお祭り。 

× ★まち協の活用。孫育て。通勤しやすい。勤め先の確保。 

  

学童 

△ 学童保育施設の更なる充実 

× ★ただ預けるだけの保育は？ 遊びばかりではなく、学力の充実を！ 

 

情報 

× 各機関との連携不足 

 

その他 

○ ガイドブック。シティプロモーション。 

△ 駐車場。待機児童。 

 

発表内容  

 今子育て中の方にとって子育てをしやすい環境を作るにはどうすればよいか。また、子育

てを終えた後、自身の介助の不安を払拭しながら、孫育てがしやすい環境を作るにはどうす

ればよいか。以上 2 点が論点となった。 

 個別テーマとしては以下のとおり。 

 給食に関しては、佐倉市は給食が美味しいことで有名であるが、栄養士が変わると美味し

くなくなる場合もある。 

 学童に関しては、ただ預かるだけではなく、学力の向上など、「預けたい」と思えるよう

充実していけるとよい。 

 佐倉学に関しては、10 代から学び始めて、地域を愛し、地域に誇りを持って育っていく

という一方、これを学び、「佐倉はいい」と共鳴できるのは、比較的年齢層が高い層ではな
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いか。佐倉学を打ち出しても転入してくるのは高齢者が中心となり、定住促進のターゲット

へ子育てしやすい環境をピーアールすることにはならず、的がずれている。 

 教育に関しては、子育て世代は子供の将来に貪欲で、教育に力を入れれば入れるほど、よ

りよい子供の未来を築きたいという親が自ずと集まる地域となる。そうすることにより、ス

ポーツなども含め、様々な人材が地域から輩出されることとなる。 

 支援に関しては、児童手当や時間外・病児保育は評価できるので、補助金、教育費、ファ

ミリーサポートセンターの一層の拡充が期待される。 

 施設に関しては、草ぶえの丘やサンセットヒルズなど所詮「公共施設」のレベルという印

象である。問題はないが、利用者も期待をしない。禁止事項ばかりではなく、子供が喜んで、

また行きたいと思える施設づくりができれば、一度他の地域に出ていった人も、また戻って

くるのではないか。 

 将来に関しては、勤め先の確保が必要だ。どれだけ教育を充実させても、佐倉に住むには

近隣の勤め先が限られており、結局は東京や他県に有能な人材を取られてしまう。また、二

世代居住の方は増えているので、その支援の情報を伝わりやすくする必要がある。 

 地域との繋がりに関しては、お祭りなどは世代関係なく触れ合うきっかけとなる。対象を

一地域に限定せず、より大きな地域を対象として支援するのは有意義であり、まちづくり協

議会への支援はその一つである。                     ＜了＞ 
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